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Ⅰ 調査の概要 

 

【調査の目的】 

本調査は、「宇多津町総合計画」の策定にあたり、宇多津町のまちづくりに関する住民の

意識や意見等を把握し、今後の計画づくりのための基礎資料とすることを目的として実施

した。 

 

【調査対象】 

18 歳以上の住民 

 

【調査方法】 

郵送配布～郵送回収 

 

【調査時期】 

令和４（2022）年８～９月 

 

【回収結果】 

配布数 ----------- 2,000 件 

有効回収数 ------- 833 件 

有効回収率 ------- 41.7％ 

 

【地区別回収状況】 （問１回答結果より） 
 構成比（％） 件数（件） 

浜一番丁～浜五番丁   15.8  132  

浜六番丁～浜九番丁   31.5  262  

新開・平山・北浦・坂下・大橋・吉田地区   13.3  111  

岩屋・新町・中村・向山・長縄手地区       10.8  90  

大門・山下・西町・西横町・宇夫階・浜町・栄町・幸町・水主

町・伊勢町・かじや町・本町・今市・浦町・倉の前・塩浜地区 
7.0  58  

十楽寺・田町地区     4.7  39  

沼ノ池・鍋谷・津の郷地区                 13.9  116  

その他               1.4  12  

無回答               1.6  13  

合計 100.0  833 
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【報告書の見方について】 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入している。そのため、回答比率の合計は必ずし

も 100％にならない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を可能とした（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は 100％

を超える場合がある。 

（３）数表、図表、文中に示すＮは、比率算出上の基数（標本数）である。全標本数を示

す「全体」を「Ｎ」、「該当数」を「ｎ」で表記している。 

（４）図表中における年齢別などのクロス集計結果については、該当する属性等の設問に

対する無回答者（例えば、年齢別でクロス集計する場合における年齢の無回答者）を

除いて表記しているため、属性ごとの基数の合計と全体の基数は同じにならない場合

がある。 

（５）図表中においては見やすさを考慮し、回答割合が極端に少ない数値（例：0.0％、

0.1％など）は、図と干渉して見えにくい場合などに省略している場合がある。また、

複数回答の図表中においては、見やすさを考慮し、回答割合の高い順に並べ替えて表

記している場合がある。 

（６）この他、個別に参照事項がある場合は、本報告書の該当箇所に適宜記載した。 
 



3 

Ⅱ 回答者の属性 

 

１ 性別構成 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

 

回答者の性別構成比は、「男性」が 41.5％、「女性」が 56.7％と、女性の割合が男性を大

きく上回っている。 

 

 
 
 

２ 年齢別構成 

問３ あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

 

年齢別構成については、「50～59 歳」の割合が 21.6％と最も高く、次いで「40～49 歳」

（19.8％）、「30～39 歳」（18.0％）が続いているが、それぞれ同程度の割合となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「60 歳以上」の割合が高く、女性は「30～39 歳」の割合が

男性を上回っている。 

 

 

 

  

数字は手入力しています。

男性

41.5%

女性

56.7%

無回答（選択肢）

1.1%

無回答

0.7%

全体(N=833)

2.6

2.6

2.8

9.6

8.7

10.6

18.0

15.0

20.6

19.8

17.6

20.8

21.6

22.3

21.2

10.2

13.2

8.3

17.4

20.2

15.7

0.7

0.3

0.2

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

19歳

以下

20～

29歳

30～

39歳

40～

49歳

50～

59歳

60～

69歳

70歳

以上

無回答
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３ 職業別構成 

問４ あなたの職業をお答えください。（○は１つ） 

 

職業別構成については、「会社員」の割合が 33.1％と最も高く、次いで「無職（学生・

家事専業を除く）」（13.9％）、「パート・アルバイト（学生を除く）」「家事専業」（各

12.7％）の順となっている。 

性別では、男性は「会社員」の割合が女性を大きく上回っており、女性は男性に比べ「パー

ト・アルバイト（学生を除く）」「家事専業」の割合が高くなっている。 
 

  

  

0.7

2.8

0.8

33.1

10.3

12.7

3.0

4.6

12.7

13.9

4.0

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

農林水産業

自営業（商工・サービス業等）

自由業（開業医・弁護士等）

会社員

公務員・教員・団体職員

パート・アルバイト（学生を除く）

派遣社員・契約社員

学生

家事専業

無職（学生・家事専業を除く）

その他

無回答

全体(N=833)

（％）

1.2

2.6

1.2

48.8

12.1

2.6

1.4

4.0

0.9

20.8

3.5

0.9

0.4

3.0

0.6

21.8

9.3

20.3

4.2

5.1

21.6

8.7

4.0

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

農林水産業

自営業（商工・サービス業等）

自由業（開業医・弁護士等）

会社員

公務員・教員・団体職員

パート・アルバイト（学生を除く）

派遣社員・契約社員

学生

家事専業

無職（学生・家事専業を除く）

その他

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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４ 通勤・通学先 

問５ あなたの勤務先又は通学先はどちらですか。（○は１つ） 

 

通勤・通学先については、「香川県内」の割合が 48.3％と最も高く、次いで「宇多津町

内」（17.5％）、「香川県外」（4.4％）の順となっており、「通勤・通学はしていない」

は 23.8％であった。 

性別では、男性は女性に比べ「香川県内」の割合が高く、女性は「通勤・通学はしてい

ない」の割合が男性を大きく上回っている。 

年齢別では、29 歳以下で「香川県外」、30 代で「香川県内」、60 代以上で「通勤・通

学はしていない」の割合がそれぞれ他の年齢層に比べて高くなっている。 

 

 

 

  

17.5

17.9

17.8

16.7

15.3

23.6

19.4

20.0

10.3

48.3

52.0

45.8

57.8

66.7

57.0

60.6

32.9

7.6

4.4

6.4

3.2

17.6

3.3

4.2

3.9

23.8

17.9

27.8

7.8

14.7

13.9

15.6

37.6

57.9

6.0

5.8

5.5

1.2

0.6

9.4

24.1

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

宇多津町内 香川県内 香川県外 通勤・通学は

していない

無回答
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運転免許取得状況別（問 25）でみると、免許があり運転している人で「香川県内」、免

許はあるが運転しない人で「香川県外」の割合がそれぞれ高くなっている。 

職業別では、自営業・自由業等やパート・アルバイト等で「宇多津町内」、学生で「香

川県外」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

 
  

17.5

18.7

14.8

10.7

12.1

44.4

17.0

22.1

33.6

5.3

1.9

1.7

48.3

54.3

31.5

28.6

9.1

27.8

76.8

74.4

66.4

50.0

0.9

4.4

3.1

20.4

8.9

2.8

5.8

2.3

42.1

0.9

23.8

19.4

31.5

33.9

66.7

16.7

0.4

1.2

2.6

84.0

79.3

6.0

4.5

1.9

17.9

12.1

8.3

14.2

17.2

凡例（％）

全体(N=833)

【運転免許取得状況別】

免許があり運転している(n=670)

免許はあるが運転しない(n=54)

免許はないが支障はない(n=56)

免許がなく支障がある(n=33)

【職業別】

自営業・自由業等(n=36)

会社員(n=276)

公務員・教員等(n=86)

パート・アルバイト等(n=131)

学生(n=38)

家事専業(n=106)

無職(n=116)

宇多津町内 香川県内 香川県外 通勤・通学は

していない

無回答
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５ 居住歴 

問６ あなたは、いつから宇多津町に住んでいますか。（○は１つ） 

 

居住歴については、「県内の他の市町から引っ越してきた」の割合が 43.5％と最も高く、

次いで「県外から引っ越してきた」（26.7％）、「生まれたときからずっと住んでいる」

（19.3％）、「一度出ていたが戻ってきた（Ｕターン）」（9.7％）の順となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「生まれたときからずっと住んでいる」の割合が高く、女

性は「県内の他の市町から引っ越してきた」の割合が男性を上回っている。 

年齢別では、29 歳以下を除き、年齢が上がるほど「生まれたときからずっと住んでいる」

の割合が高くなっている。 

居住地区別でみると、浜一番丁～浜五番丁や浜六番丁～浜九番丁で「県外から引っ越し

てきた」の割合が他の地区を大きく上回っている。 

 

 

  

19.3

22.5

17.4

47.1

8.7

13.3

14.4

18.8

24.1

7.6

9.9

29.7

24.4

39.7

30.8

27.6

9.7

12.1

8.1

4.9

10.7

10.9

11.7

9.4

9.0

6.8

3.4

15.3

12.2

17.2

25.6

11.2

43.5

39.0

47.0

24.5

50.0

45.5

45.6

47.1

44.8

43.9

48.1

33.3

44.4

34.5

35.9

50.9

26.7

26.3

26.9

22.5

30.7

30.3

28.3

23.5

21.4

41.7

38.5

21.6

17.8

6.9

7.7

10.3

0.8

0.6

1.0

1.2

0.7

1.1

1.7

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

【居住地区別】

浜一番丁～浜五番丁(n=132)

浜六番丁～浜九番丁(n=262)

新開～吉田地区(n=111)

岩屋～長縄手地区(n=90)

大門～塩浜地区(n=58)

十楽寺・田町地区(n=39)

沼ノ池～津の郷地区(n=116)

生まれたとき

からずっと

住んでいる

一度出ていた

が戻ってきた

（Ｕターン）

県内の他の

市町から引っ

越してきた

県外から引っ

越してきた

無回答
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６ 居住年数 

問７ あなたは、宇多津町に住んで何年になりますか。（○は１つ） 

 

居住年数については、「30 年以上」の割合が 29.9％と最も高く、次いで「10 年以上～

20 年未満」（22.0％）、「20 年以上～30 年未満」（18.0％）、「５年未満」（16.7％）の

順となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「30 年以上」の割合が高くなっている。 

年齢別では、29 歳以下で「20 年以上～30 年未満」、30 代以下で「５年未満」、60 代以

上で「30 年以上」の割合がそれぞれ他の年齢層を大きく上回っている。 

 

 

 

  

16.7

16.2

17.2

33.3

30.0

15.2

13.3

7.1

3.4

12.4

12.4

12.7

3.9

27.3

15.8

8.3

7.1

6.9

22.0

21.7

21.4

28.4

18.0

34.5

23.3

12.9

11.7

18.0

16.2

19.7

34.3

12.0

16.4

24.4

8.2

13.1

29.9

33.5

28.0

12.0

18.2

30.0

63.5

63.4

1.1

1.1

0.7

0.6

1.2

1.4

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

５年未満 ５年以上～

10年未満

10年以上～

20年未満

20年以上～

30年未満

30年以上 無回答



9 

居住歴別では、転入者（県外）で「５年未満」、Ｕターンで「20 年以上～30 年未満」、

出身者で「30 年以上」の割合がそれぞれ高くなっている。 

居住地区別でみると、大門～塩浜地区で「30 年以上」の割合が他の地区を大きく上回っ

ている。 

 

 
 

  

16.7

8.6

16.0

33.3

25.8

21.0

11.7

20.0

1.7

5.1

6.9

12.4

4.9

16.9

17.1

18.2

16.8

6.3

8.9

6.9

5.1

9.5

22.0

11.8

13.6

26.8

25.2

25.0

30.5

13.5

20.0

5.2

20.5

20.7

18.0

18.6

28.4

17.7

14.4

18.9

20.6

11.7

20.0

10.3

23.1

18.1

29.9

68.9

44.4

22.1

9.0

10.6

10.7

55.9

31.1

75.9

46.2

44.0

1.1

0.6

0.6

0.9

1.5

0.4

0.9

0.9

凡例（％）

全体(N=833)

【居住歴別】

出身者(n=161)

Ｕターン(n=81)

転入者（県内）(n=362)

転入者（県外）(n=222)

【居住地区別】

浜一番丁～浜五番丁(n=132)

浜六番丁～浜九番丁(n=262)

新開～吉田地区(n=111)

岩屋～長縄手地区(n=90)

大門～塩浜地区(n=58)

十楽寺・田町地区(n=39)

沼ノ池～津の郷地区(n=116)

５年未満 ５年以上～

10年未満

10年以上～

20年未満

20年以上～

30年未満

30年以上 無回答



10 

７ 世帯構成 

問８ あなたの世帯構成をお答えください。（○は１つ） 

 

世帯構成については、「親と子の二世代世帯」の割合が 53.9％と最も高く、次いで「夫

婦のみの世帯」（25.2％）、「独り暮らし世帯」（11.9％）の順となっている。 

性別では大きな差はみられないが、年齢別では 40 代以下で「親と子の二世代世帯」、60

代以上で「夫婦のみの世帯」の割合がそれぞれ他の年齢層を大きく上回っている。 

居住地区別でみると、岩屋～長縄手地区で「親と子の二世代世帯」、十楽寺・田町地区

で「親と子と孫の三世代世帯」の割合がそれぞれ他の地区に比べて高くなっている。 

 

 
 

  

11.9

13.6

10.8

12.7

6.7

8.5

11.7

16.5

18.6

16.7

11.1

17.1

10.0

8.6

10.3

7.8

25.2

26.6

24.6

9.8

16.7

10.9

28.3

47.1

45.5

25.8

25.2

29.7

15.6

25.9

28.2

23.3

53.9

52.0

55.7

66.7

68.7

75.2

53.3

28.2

22.8

52.3

58.8

41.4

71.1

53.4

38.5

53.4

5.4

4.6

6.1

9.8

5.3

2.4

3.9

2.4

9.7

2.3

2.3

7.2

2.2

12.1

17.9

10.3

2.6

2.6

2.3

1.0

2.7

3.0

2.2

2.4

3.4

3.0

2.3

2.7

1.1

5.1

5.2

1.0

0.6

0.4

0.6

3.5

0.4

1.8

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

【居住地区別】

浜一番丁～浜五番丁(n=132)

浜六番丁～浜九番丁(n=262)

新開～吉田地区(n=111)

岩屋～長縄手地区(n=90)

大門～塩浜地区(n=58)

十楽寺・田町地区(n=39)

沼ノ池～津の郷地区(n=116)

独り暮らし

世帯

夫婦のみ

の世帯

親と子の

二世代

世帯

親と子と

孫の三世代

世帯

その他 無回答
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８ 宇多津町への愛着度 

問９ あなたは、宇多津町にどの程度愛着を感じていますか。（○は１つ） 

 

宇多津町への愛着度については、「愛着を感じている」が 46.6％、「どちらかといえば愛

着を感じている」が 47.2％、合計で９割以上（93.8％）が『愛着を感じている』と回答し

ている。一方、「どちらかといえば愛着を感じていない」（3.4％）、「愛着を感じていない」

（1.9％）の合計は 5.3％となっている。 

性別や年齢別では、大きな差はみられない。 

 

 
  

46.6

48.6

46.0

49.0

42.7

45.5

48.3

41.2

51.7

47.2

46.0

48.3

44.1

53.3

47.9

46.1

55.3

40.7

3.4

3.8

3.0

4.9

2.7

3.6

3.3

3.5

2.8

1.9

1.7

1.9

1.0

1.3

3.0

1.7

3.4

1.0

0.8

1.0

0.6

1.4

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

愛着を感じ

ている

どちらかとい

えば愛着を
感じている

どちらかとい

えば愛着を
感じていない

愛着を感じ

ていない

無回答
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居住歴別では、出身者やＵターンで「愛着を感じている」の割合が転入者（県内及び県

外）を大きく上回っている。 

居住年数別でみると、居住年数が長くなるほど「愛着を感じている」の割合が高くなっ

ている。 

 

 
  

46.6

64.0

64.2

42.8

34.7

33.8

35.9

45.9

50.0

57.8

47.2

32.9

32.1

51.9

56.3

57.6

58.3

47.5

48.0

36.9

3.4

0.6

2.5

3.0

6.3

6.5

4.9

4.4

2.4

1.9

1.9

1.2

1.9

2.3

2.2

1.0

2.2

1.3

2.4

1.0

0.6

0.3

0.5

0.7

0.4

凡例（％）

全体(N=833)

【居住歴別】

出身者(n=161)

Ｕターン(n=81)

転入者（県内）(n=362)

転入者（県外）(n=222)

【居住年数別】

５年未満(n=139)

５年以上～10年未満(n=103)

10年以上～20年未満(n=183)

20年以上～30年未満(n=150)

30年以上(n=249)

愛着を感じ

ている

どちらかとい

えば愛着を

感じている

どちらかとい

えば愛着を

感じていない

愛着を感じ

ていない

無回答



13 

９ 永住意向 

問 10 あなたは、これからも宇多津町に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

 

永住意向については、「住み続けたい」が 55.5％、「どちらかといえば住み続けたい」が

37.5％、合計で９割以上（93.0％）が『住み続けたい』と回答している。一方、「どちらか

といえば住み続けたくない」（4.4％）、「住み続けたくない」（1.7％）の合計は 6.1％となっ

ている。 

性別では、男性は女性に比べ「住み続けたい」の割合が高くなっている。 

年齢別では、年齢が上がるほど「住み続けたい」の割合が高くなっている。 

 

 
  

55.5

59.2

53.6

41.2

46.7

49.7

57.2

61.2

76.6

37.5

35.0

39.6

50.0

50.0

38.2

36.1

35.3

19.3

4.4

3.5

4.9

5.9

2.0

8.5

3.9

3.5

2.8

1.7

2.3

1.1

2.9

1.3

3.0

1.7

0.7

1.0

0.8

0.6

1.1

0.7

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

住み続け

たい

どちらかと

いえば住み

続けたい

どちらかと

いえば住み

続けたくない

住み続け

たくない

無回答



14 

居住歴別では、出身者やＵターンで「住み続けたい」、転入者（県外）で『住み続けたく

ない（合計）』の割合がそれぞれ高くなっている。 

居住年数別でみると、30 年以上で「住み続けたい」の割合が他の年齢層を大きく上回っ

ている。 

愛着度別※（問９）では、愛着を感じている層で「住み続けたい」、愛着を感じていない

層で『住み続けたくない（合計）』の割合がそれぞれ他の層を大きく上回っている。 

 

 
※ 愛着度別の「愛着を感じていない」は、「どちらかといえば愛着を感じていない」「愛着を感じていない」

を合算して集計している。（以下同様） 

 

 

  

55.5

63.4

67.9

55.2

45.9

40.3

49.5

50.3

54.0

71.9

82.7

34.4

6.8

37.5

32.3

28.4

39.8

41.9

48.2

42.7

39.9

42.7

25.3

15.5

60.8

29.5

4.4

2.5

3.7

3.0

8.6

9.4

2.9

6.6

2.0

2.4

0.8

3.8

43.2

1.7

1.2

1.4

3.2

2.2

4.9

2.7

0.7

1.0

0.5

18.2

1.0

0.6

0.6

0.5

0.5

0.7

0.4

0.5

2.3

凡例（％）

全体(N=833)

【居住歴別】

出身者(n=161)

Ｕターン(n=81)

転入者（県内）(n=362)

転入者（県外）(n=222)

【居住年数別】

５年未満(n=139)

５年以上～10年未満(n=103)

10年以上～20年未満(n=183)

20年以上～30年未満(n=150)

30年以上(n=249)

【愛着度別】

愛着を感じている(n=388)

どちらかといえば感じている(n=393)

愛着を感じていない(n=44)

住み続け

たい

どちらかと

いえば住み
続けたい

どちらかと

いえば住み
続けたくない

住み続け

たくない

無回答



15 

10 地域の行事や活動への参加状況 

問 11 あなたは、現在、地域の行事や活動などに参加していますか。コロナ前の活動も

含めてお答えください。（あてはまるもの全てに○） 

 

地域の行事や活動への参加状況については、「自治会（町内会など）活動」の割合が 23.3％

と最も高く、次いで「お祭り・盆踊りなど」（20.4％）、「子ども会やＰＴＡ活動・学校

行事の手伝い」（13.7％）、「道路や公園などの美化活動」（12.2％）の順となっている。

一方、約４割（42.3％）は「参加したことがない」と回答している。 

性別では、男性は「参加したことがない」の割合が女性を大きく上回っており、女性は

男性に比べ「子ども会やＰＴＡ活動・学校行事の手伝い」「文化・芸術活動」の割合が高く

なっている。 

 

  
 

  

23.3

20.4

13.7

12.2

6.0

4.7

4.1

3.7

2.6

2.0

1.4

2.8

42.3

1.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

自治会（町内会など）活動

お祭り・盆踊りなど

子ども会やＰＴＡ活動・学校行事の手伝い

道路や公園などの美化活動

スポーツや健康づくり活動

文化・芸術活動

老人クラブ活動や高齢者同士の交流活動

防犯活動・交通安全活動

子育て支援活動

防災活動や消防団活動

高齢者や障がい者への手助けや福祉活動

その他

参加したことがない

無回答

全体(N=833)

（％）

23.7

19.4

8.4

11.6

6.4

1.7

3.5

4.0

0.6

2.3

0.9

3.2

48.0

0.9

23.1

21.8

17.6

13.1

5.9

7.0

4.7

3.6

4.2

1.9

1.9

2.5

38.3

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

自治会（町内会など）活動

お祭り・盆踊りなど

子ども会やＰＴＡ活動・学校行事の手伝い

道路や公園などの美化活動

スポーツや健康づくり活動

文化・芸術活動

老人クラブ活動や高齢者同士の交流活動

防犯活動・交通安全活動

子育て支援活動

防災活動や消防団活動

高齢者や障がい者への手助けや福祉活動

その他

参加したことがない

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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年齢別では、29 歳以下で「お祭り・盆踊りなど」「参加したことがない」、30～40 代で

「子ども会やＰＴＡ活動・学校行事の手伝い」、60 代以上で「自治会（町内会など）活動」、

70 歳以上で「老人クラブ活動や高齢者同士の交流活動」の割合がそれぞれ他の年齢層を大

きく上回っている。 

居住地区別でみると、浜一番丁～浜五番丁で「参加したことがない」、大門～塩浜地区で

「自治会（町内会など）活動」「お祭り・盆踊りなど」の割合がそれぞれ他の地区を大きく

上回っている。 

 

 

注：表中の「網掛け」は、各クロス集計（年齢別など）において最も高い割合を示している。 

（例／年齢別の場合、最も割合が高い年齢層に網掛け） 

但し、回答割合が 10％未満の項目及び「その他」については網掛けしていない。 

また「無回答」は表記から省略している。（本報告書においては、以下同様） 

 
 

 

  

単位（％）

自
治
会
（

町
内
会
な
ど
）

活
動

お
祭
り
・
盆
踊
り
な
ど

子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
学
校

行
事
の
手
伝
い

道
路
や
公
園
な
ど
の
美
化
活
動

ス
ポ
ー

ツ
や
健
康
づ
く
り
活
動

文
化
・
芸
術
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
高
齢
者
同
士

の
交
流
活
動

防
犯
活
動
・
交
通
安
全
活
動

子
育
て
支
援
活
動

防
災
活
動
や
消
防
団
活
動

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
手
助
け

や
福
祉
活
動

そ
の
他

参
加
し
た
こ
と
が
な
い

全体(N=833) 23.3 20.4 13.7 12.2 6.0 4.7 4.1 3.7 2.6 2.0 1.4 2.8 42.3

【年齢別】

29歳以下(n=102) 6.9 31.4 2.0 8.8 3.9 2.9 1.0 1.0 2.0 1.0 1.0 2.0 60.8

30代(n=150) 8.0 22.0 20.0 12.0 2.0 2.7 0.7 2.7 2.7 0.0 0.7 2.7 49.3

40代(n=165) 12.7 20.0 33.3 15.8 5.5 2.4 0.6 3.6 5.5 1.2 0.0 1.8 38.8

50代(n=180) 31.7 20.6 11.1 8.9 4.4 5.0 1.1 3.9 0.6 3.3 1.1 4.4 41.1

60代(n=85) 41.2 16.5 2.4 11.8 7.1 7.1 2.4 5.9 5.9 5.9 1.2 4.7 34.1

70歳以上(n=145) 42.8 14.5 3.4 15.9 13.8 9.0 18.6 5.5 0.0 2.1 4.8 1.4 33.8

【居住地区別】

浜一番丁～浜五番丁(n=132) 4.5 14.4 11.4 11.4 6.1 4.5 0.8 3.8 1.5 0.8 0.8 3.0 59.1

浜六番丁～浜九番丁(n=262) 16.0 18.3 16.0 11.5 5.3 5.3 3.8 3.1 3.1 1.5 1.1 3.8 46.6

新開～吉田地区(n=111) 37.8 18.9 9.0 13.5 13.5 8.1 4.5 6.3 1.8 1.8 2.7 0.9 41.4

岩屋～長縄手地区(n=90) 30.0 23.3 20.0 13.3 1.1 1.1 3.3 4.4 3.3 2.2 2.2 1.1 36.7

大門～塩浜地区(n=58) 56.9 41.4 5.2 15.5 12.1 10.3 13.8 5.2 6.9 3.4 1.7 1.7 12.1

十楽寺・田町地区(n=39) 23.1 28.2 17.9 7.7 2.6 0.0 10.3 5.1 2.6 0.0 2.6 5.1 38.5

沼ノ池～津の郷地区(n=116) 29.3 19.8 14.7 13.8 3.4 1.7 2.6 0.9 0.9 5.2 0.9 3.4 33.6
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11 宇多津町総合計画の認知状況 

問 12 あなたは、宇多津町が作成している「宇多津町総合計画」をご存じですか。 

（○は１つ） 

 

宇多津町総合計画の認知状況については、「内容までよく知っている」が 2.4％、「名

前を見聞きしたことがある程度」が 24.1％、合計で 26.5％となっている。一方、約７割

（70.5％）は「知らない」と回答している。 

性別では、女性は男性に比べ「知らない」の割合が高くなっている。 

年齢別では、年齢が上がるほど「名前を見聞きしたことがある程度」の割合が高く、若

い年齢層ほど「知らない」の割合が高くなっている。 

 

 
 

  

2.4

3.8

1.5

1.0

2.0

0.6

2.2

5.9

4.1

24.1

25.7

23.3

8.8

18.0

25.5

26.1

31.8

33.8

70.5

67.6

72.7

88.2

78.7

72.1

70.0

60.0

55.2

3.0

2.9

2.5

2.0

1.3

1.8

1.7

2.4

6.9

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

内容までよく

知っている

名前を見聞きした

ことがある程度

知らない 無回答
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居住歴別では、転入者（県外）で「知らない」の割合が他の層を大きく上回っている。 

居住年数別でみると、５年未満で「知らない」、30 年以上で「名前を見聞きしたことが

ある程度」の割合がそれぞれ高くなっている。 

愛着度別では、愛着を感じている層ほど「名前を見聞きしたことがある程度」の割合が

高くなっている。 

 

 
 

2.4

5.6

2.5

1.9

0.9

2.9

0.5

2.7

4.8

2.8

1.8

4.5

24.1

23.6

27.2

28.2

17.6

14.4

18.4

25.1

22.7

32.9

30.4

20.1

9.1

70.5

67.1

66.7

67.4

80.2

84.9

73.8

73.2

71.3

59.4

64.2

76.1

84.1

3.0

3.7

3.7

2.5

1.4

0.7

4.9

1.1

3.3

2.8

2.6

2.0

2.3

凡例（％）

全体(N=833)

【居住歴別】

出身者(n=161)

Ｕターン(n=81)

転入者（県内）(n=362)

転入者（県外）(n=222)

【居住年数別】

５年未満(n=139)

５年以上～10年未満(n=103)

10年以上～20年未満(n=183)

20年以上～30年未満(n=150)

30年以上(n=249)

【愛着度別】

愛着を感じている(n=388)

どちらかといえば感じている(n=393)

愛着を感じていない(n=44)

内容までよく

知っている

名前を見聞きした

ことがある程度

知らない 無回答
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Ⅲ 調査結果 
 

【１】まちづくりの満足度と重要度について 

１ 施策の満足度と重要度 

問 13 次にあげる宇多津町のサービスについておたずねします。あなたは、次のそ

れぞれについて、現在、どの程度満足していますか。また、今後、どの程度重要

だと思いますか。（○は、① 満足度の選択肢から１つ、② 重要度の選択肢から

１つ） 

 

（１）満足度 

各施策 42 項目について、現在の満足度を５段階評価で質問したところ、満足（「満足」

と「ある程度満足」の合計）と不満（「不満」と「やや不満」の合計）の割合が高い順に下

記のようになっている。 

「２-（１）市街地形成・整備」「２-（３）道路・交通網の充実」「２-（７）公園・緑地

の整備」については、満足度が高い一方で、不満も比較的高くなっている。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注：表中の網掛けは「満足」及び「不満」の両方に挙がっている項目を示す。 

  

順位 「満足」の割合が高い施策
割合
（％）

１  ２-（４）上水道の充実 60.1

２  ２-（１）市街地形成・整備 57.5

３  ２-（７）公園・緑地の整備 56.2

４  ２-（３）道路・交通網の充実 53.6

５  １-（１）健康づくり体制の充実 52.6

６  ２-（５）下水道の充実 52.3

７  ３-（４）ごみ資源循環型社会の実現 52.0

８
 ５-（４）新宇多津都市の活力ある
　　　   市街地づくり

49.3

９  １-（５）児童福祉の充実 48.8

10  ４-（１）幼児教育の充実 45.5

順位 「不満」の割合が高い施策
割合
（％）

１  ２-（３）道路・交通網の充実 17.1

２  １-（２）医療体制の充実 16.3

３  ３-（３）環境の保全 14.2

４  ５-（５）既成市街地の趣あるまちづくり 12.8

４  ２-（７）公園・緑地の整備 12.8

６  ２-（１）市街地形成・整備 12.2

７
 ５-（６）南部地域の資源を活かした
　　　　 環境づくり

12.0

８  ２-（２）住環境の充実 11.9

９  ２-（６）河川・海岸の整備 11.8

10  ３-（２）交通安全、防犯対策の推進 11.3
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１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

12.5

9.2

4.9

6.5

11.8

5.0

4.3

4.1

7.0

40.1

36.0

21.6

21.1

37.0

13.6

17.9

13.0

21.2

40.2

36.5

63.6

63.6

38.9

73.7

69.0

74.5

59.3

4.2

11.5

5.6

5.5

7.4

3.1

4.7

3.6

7.0

1.0

4.8

1.3

1.2

2.3

1.4

1.4

2.0

2.9

2.0

1.9

2.9

2.0

2.6

3.1

2.6

2.8

2.6

凡例（％）

（１）健康づくり体制の充実

（２）医療体制の充実

（３）地域福祉の充実

（４）高齢者福祉の充実

（５）児童福祉の充実

（６）ひとり親福祉の充実

（７）障がい者福祉の充実

（８）要援護者福祉の充実

（９）社会保障の充実

満足 ある程度

満足

どちらとも

いえない

やや不満 不満 無回答

１ 健康・福祉分野

全体(N=833)

１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

11.8

7.0

13.4

19.8

16.3

6.8

15.6

8.5

7.6

6.2

12.4

9.4

6.6

11.0

10.0

8.2

5.0

8.4

3.7

3.6

2.6

3.4

3.4

45.7

25.3

40.2

40.3

36.0

29.9

40.6

27.9

28.9

30.6

39.6

23.8

22.6

34.5

32.7

27.1

20.8

27.5

15.2

17.5

12.8

16.0

15.2

27.9

53.3

27.0

32.5

37.3

49.1

28.2

54.7

49.5

45.9

37.8

59.9

63.3

44.9

47.3

57.6

64.9

55.0

68.9

68.5

75.0

74.2

74.2

9.6

9.7

13.6

3.8

5.3

9.0

10.2

4.6

8.4

11.6

6.0

2.8

3.6

4.2

3.8

2.3

3.5

4.2

7.4

6.1

4.9

2.9

2.9

2.6

2.2

3.5

1.2

2.4

2.8

2.6

1.7

2.9

2.6

1.7

1.0

1.0

1.7

2.5

1.0

2.0

1.7

1.7

1.1

1.4

0.8

1.1

2.4

2.5

2.3

2.3

2.6

2.4

2.8

2.6

2.8

3.0

2.5

3.2

3.0

3.7

3.7

3.8

3.7

3.2

3.0

3.1

3.1

2.8

3.2

凡例（％）

（１）市街地形成・整備

（２）住環境の充実

（３）道路・交通網の充実

（４）上水道の充実

（５）下水道の充実

（６）河川・海岸の整備

（７）公園・緑地の整備

（１）消防・防災の充実

（２）交通安全、防犯対策の推進

（３）環境の保全

（４）ごみ資源循環型社会の実現

（５）し尿処理の充実

（６）火葬場、墓地の充実

（１）幼児教育の充実

（２）学校教育の充実

（３）地域と学校の連携

（４）青少年教育の推進

（５）生涯学習社会の充実・活用

（６）スポーツ・レクリエーション活動の推進

（７）文化・芸術の振興

（８）交流の振興

（９）人権教育の推進

（10）男女共同参画社会の形成

満足 ある程度

満足

どちらとも

いえない

やや不満 不満 無回答

２ 生活基盤分野

全体(N=833)

３ 防災・環境分野

４ 教育・文化分野
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１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

11.8

7.0

13.4

19.8

16.3

6.8

15.6

8.5

7.6

6.2

12.4

9.4

6.6

11.0

10.0

8.2

5.0

8.4

3.7

3.6

2.6

3.4

3.4

45.7

25.3

40.2

40.3

36.0

29.9

40.6

27.9

28.9

30.6

39.6

23.8

22.6

34.5

32.7

27.1

20.8

27.5

15.2

17.5

12.8

16.0

15.2

27.9

53.3

27.0

32.5

37.3

49.1

28.2

54.7

49.5

45.9

37.8

59.9

63.3

44.9

47.3

57.6

64.9

55.0

68.9

68.5

75.0

74.2

74.2

9.6

9.7

13.6

3.8

5.3

9.0

10.2

4.6

8.4

11.6

6.0

2.8

3.6

4.2

3.8

2.3

3.5

4.2

7.4

6.1

4.9

2.9

2.9

2.6

2.2

3.5

1.2

2.4

2.8

2.6

1.7

2.9

2.6

1.7

1.0

1.0

1.7

2.5

1.0

2.0

1.7

1.7

1.1

1.4

0.8

1.1

2.4

2.5

2.3

2.3

2.6

2.4

2.8

2.6

2.8

3.0

2.5

3.2

3.0

3.7

3.7

3.8

3.7

3.2

3.0

3.1

3.1

2.8

3.2

凡例（％）

（１）市街地形成・整備

（２）住環境の充実

（３）道路・交通網の充実

（４）上水道の充実

（５）下水道の充実

（６）河川・海岸の整備

（７）公園・緑地の整備

（１）消防・防災の充実

（２）交通安全、防犯対策の推進

（３）環境の保全

（４）ごみ資源循環型社会の実現

（５）し尿処理の充実

（６）火葬場、墓地の充実

（１）幼児教育の充実

（２）学校教育の充実

（３）地域と学校の連携

（４）青少年教育の推進

（５）生涯学習社会の充実・活用

（６）スポーツ・レクリエーション活動の推進

（７）文化・芸術の振興

（８）交流の振興

（９）人権教育の推進

（10）男女共同参画社会の形成

満足 ある程度

満足

どちらとも

いえない

やや不満 不満 無回答

２ 生活基盤分野

全体(N=833)

３ 防災・環境分野

４ 教育・文化分野

１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

11.8

7.0

13.4

19.8

16.3

6.8

15.6

8.5

7.6

6.2

12.4

9.4

6.6

11.0

10.0

8.2

5.0

8.4

3.7

3.6

2.6

3.4

3.4

45.7

25.3

40.2

40.3

36.0

29.9

40.6

27.9

28.9

30.6

39.6

23.8

22.6

34.5

32.7

27.1

20.8

27.5

15.2

17.5

12.8

16.0

15.2

27.9

53.3

27.0

32.5

37.3

49.1

28.2

54.7

49.5

45.9

37.8

59.9

63.3

44.9

47.3

57.6

64.9

55.0

68.9

68.5

75.0

74.2

74.2

9.6

9.7

13.6

3.8

5.3

9.0

10.2

4.6

8.4

11.6

6.0

2.8

3.6

4.2

3.8

2.3

3.5

4.2

7.4

6.1

4.9

2.9

2.9

2.6

2.2

3.5

1.2

2.4

2.8

2.6

1.7

2.9

2.6

1.7

1.0

1.0

1.7

2.5

1.0

2.0

1.7

1.7

1.1

1.4

0.8

1.1

2.4

2.5

2.3

2.3

2.6

2.4

2.8

2.6

2.8

3.0

2.5

3.2

3.0

3.7

3.7

3.8

3.7

3.2

3.0

3.1

3.1

2.8

3.2

凡例（％）

（１）市街地形成・整備

（２）住環境の充実

（３）道路・交通網の充実

（４）上水道の充実

（５）下水道の充実

（６）河川・海岸の整備

（７）公園・緑地の整備

（１）消防・防災の充実

（２）交通安全、防犯対策の推進

（３）環境の保全

（４）ごみ資源循環型社会の実現

（５）し尿処理の充実

（６）火葬場、墓地の充実

（１）幼児教育の充実

（２）学校教育の充実

（３）地域と学校の連携

（４）青少年教育の推進

（５）生涯学習社会の充実・活用

（６）スポーツ・レクリエーション活動の推進

（７）文化・芸術の振興

（８）交流の振興

（９）人権教育の推進

（10）男女共同参画社会の形成

満足 ある程度

満足

どちらとも

いえない

やや不満 不満 無回答

２ 生活基盤分野

全体(N=833)

３ 防災・環境分野

４ 教育・文化分野

１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

5.9

9.5

3.7

12.1

6.6

5.5

4.2

4.6

4.2

4.3

24.4

29.3

16.8

37.2

28.0

17.6

18.4

16.7

16.3

15.7

57.1

47.8

66.1

39.0

50.7

62.2

66.6

70.5

67.3

69.5

7.6

8.9

8.5

7.6

9.4

7.7

6.1

4.1

6.2

4.9

1.7

1.4

1.7

1.7

3.4

4.3

2.0

1.4

2.8

2.4

3.4

3.1

3.1

2.4

2.0

2.6

2.6

2.8

3.1

3.1

凡例（％）

（１）活力ある商工業の振興

（２）観光の振興

（３）地域の特色を活かした農水産業の振興

（４）新宇多津都市の活力ある市街地づくり

（５）既成市街地の趣あるまちづくり

（６）南部地域の資源を活かした環境づくり

（１）コミュニティの育成

（２）協働のまちづくり

（３）合理的な行政運営の推進

（４）効率的な財政運営の推進

満足 ある程度

満足

どちらとも

いえない

やや不満 不満 無回答

５ 産業・地域活力分野

全体(N=833)

６ 協働・行政改革分野
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【満足度／平均評定値による集計】 

満足度は以下に示す平均評定値を算出する方法で点数化している。 

 

○「満足度」については「満足」「ある程度満足」への回答とともに、「やや不満」

「不満」「どちらともいえない」という選択肢もある。そのため、この「満足度」

をより的確に分析するために、平均評定値による指標化を行った。 

○平均評定値は、「満足」に＋10 点、「ある程度満足」に＋５点、「やや不満」に－

５点、「不満」に－10 点、「どちらともいえない」に０点の係数（ウエイト）を設

定し、 

 

【（「満足」の回答件数）×10（点）＋（「ある程度満足」の回答件数）×５（点）＋（「やや不

満」の回答件数）×－５（点）＋（「不満」の回答件数）×－10（点）＋（「どちらともいえない」

の回答件数）×０（点）】÷【回答者件数－無回答件数】 

 

の計算によって算出し、指標としている。 

○この指標によって、「満足度」の強弱を、より明確に分析することができる。 

 

 

この指標による分析結果をみると、満足度評価が高い施策及び満足度評価が低い施策は

下記のとおりとなっている。 

  

   

  
順位 満足度評価が高い施策

１  ２-（４）上水道の充実 3.77

２  １-（１）健康づくり体制の充実 3.01

２  ２-（５）下水道の充実 3.01

４  ２-（７）公園・緑地の整備 2.90

５  ３-（４）ごみ資源循環型社会の実現 2.82

６  ２-（１）市街地形成・整備 2.79

７
 ５-（４）新宇多津都市の活力ある
         市街地づくり

2.59

８  ４-（１）幼児教育の充実 2.54

９  １-（５）児童福祉の充実 2.49

10  ２-（３）道路・交通網の充実 2.38

順位 満足度評価が低い施策

１  ４-（８）交流の振興 0.53

２
 ４-（６）スポーツ・レクリエーション
　　　 　活動の推進

0.61

３
 ５-（３）地域の特色を活かした農水
　　　　 産業の振興

0.64

３
 ５-（６）南部地域の資源を活かした
　　　 　環境づくり

0.64

５  ６-（３）合理的な行政運営の推進 0.67

６  １-（８）要援護者福祉の充実 0.69

７  ６-（４）効率的な財政運営の推進 0.76

８  ４-（７）文化・芸術の振興 0.85

８  ６-（１）コミュニティの育成 0.85

10  ４-（10）男女共同参画社会の形成 0.87
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１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

3.01

1.70

1.19

1.34

2.49

0.91

0.97

0.69

1.15

2.79

1.29

2.38

3.77

3.01

1.49

2.90

1.90

1.54

1.35

2.82

1.95

1.56

2.54

2.27

2.04

1.21

1.90

0.61

0.85

0.53

0.93

0.87

1.30

1.88

0.64

2.59

1.28

0.64

0.85

0.97

0.67

0.76

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

（１）健康づくり体制の充実

（２）医療体制の充実

（３）地域福祉の充実

（４）高齢者福祉の充実

（５）児童福祉の充実

（６）ひとり親福祉の充実

（７）障がい者福祉の充実

（８）要援護者福祉の充実

（９）社会保障の充実

（１）市街地形成・整備

（２）住環境の充実

（３）道路・交通網の充実

（４）上水道の充実

（５）下水道の充実

（６）河川・海岸の整備

（７）公園・緑地の整備

（１）消防・防災の充実

（２）交通安全、防犯対策の推進

（３）環境の保全

（４）ごみ資源循環型社会の実現

（５）し尿処理の充実

（６）火葬場、墓地の充実

（１）幼児教育の充実

（２）学校教育の充実

（３）地域と学校の連携

（４）青少年教育の推進

（５）生涯学習社会の充実・活用

（６）スポーツ・レクリエーション活動の推進

（７）文化・芸術の振興

（８）交流の振興

（９）人権教育の推進

（10）男女共同参画社会の形成

（１）活力ある商工業の振興

（２）観光の振興

（３）地域の特色を活かした農水産業の振興

（４）新宇多津都市の活力ある市街地づくり

（５）既成市街地の趣あるまちづくり

（６）南部地域の資源を活かした環境づくり

（１）コミュニティの育成

（２）協働のまちづくり

（３）合理的な行政運営の推進

（４）効率的な財政運営の推進

低い 高い問13 満足度

全体(N=833)

１ 健康・福祉分野

２ 生活基盤分野

３ 防災・環境分野

４ 教育・文化分野

５ 産業・地域活力分野

６ 協働・行政改革分野
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（２）重要度 

各施策 42 項目について、現在の重要度を５段階評価で質問したところ、重要（「重要」

と「やや重要」の合計）と重要ではない（「重要ではない」と「あまり重要ではない」の合

計）の割合が高い順に下記のようになっている。 

  

   

 

  

順位 「重要」の割合が高い施策
割合
（％）

１  １-（２）医療体制の充実 87.4

２  １-（１）健康づくり体制の充実 79.7

３  ２-（４）上水道の充実 78.4

４  １-（５）児童福祉の充実 78.0

４  ２-（３）道路・交通網の充実 78.0

６  ４-（２）学校教育の充実 77.3

７  ３-（２）交通安全、防犯対策の推進 77.0

８  ３-（４）ごみ資源循環型社会の実現 76.9

９  ２-（１）市街地形成・整備 76.7

10  ２-（５）下水道の充実 76.2

順位 「重要ではない」の割合が高い施策
割合
（％）

１  ６-（１）コミュニティの育成 7.4

２  ４-（８）交流の振興 7.3

３  ４-（９）人権教育の推進 5.9

４  ４-（７）文化・芸術の振興 5.8

５
 ４-（６）スポーツ・レクリエーション
        活動の推進

5.7

６  １-（６）ひとり親福祉の充実 5.3

７  ４-（10）男女共同参画社会の形成 5.1

８  １-（３）地域福祉の充実 4.8

９  １-（８）要援護者福祉の充実 4.6

９  ３-（６）火葬場、墓地の充実 4.6
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１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

45.1 

62.7 

22.4 

30.5 

49.3 

29.8 

36.3 

26.5 

40.7 

34.6 

24.7 

35.4 

37.0 

28.7 

30.6 

33.5 

32.7 

31.7 

16.6 

9.4 

33.7 

27.3 

17.4 

30.7 

25.2 

33.3 

23.5 

0.8 

0.5 

3.7 

1.9 

1.1 

3.7 

1.4 

3.2 

1.0 

0.1 

0.1 

1.1 

0.8 

0.4 

1.6 

0.6 

1.4 

0.4 

2.8 

2.6 

3.6 

2.5 

3.1 

3.6 

3.0 

2.9 

2.8 

凡例（％）

（１）健康づくり体制の充実

（２）医療体制の充実

（３）地域福祉の充実

（４）高齢者福祉の充実

（５）児童福祉の充実

（６）ひとり親福祉の充実

（７）障がい者福祉の充実

（８）要援護者福祉の充実

（９）社会保障の充実

重要 やや重要 どちらとも

いえない

あまり重要

ではない

重要では

ない

無回答

１ 健康・福祉分野

全体(N=833)

１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

34.3 

25.6 

38.4 

45.3 

44.1 

45.4 

31.9 

43.2 

44.1 

32.7 

36.6 

25.1 

19.4 

42.4 

40.9 

39.6 

33.1 

32.1 

29.9 

39.6 

31.9 

32.9 

40.9 

40.3 

34.0 

29.4 

16.9 

26.1 

15.2 

16.1 

17.9 

18.0 

21.6 

18.6 

17.0 

20.5 

18.1 

34.7 

42.1 

1.2 

1.9 

1.2 

0.4 

0.5 

1.4 

1.4 

0.5 

0.6 

1.1 

0.8 

1.2 

3.4 

0.4 

0.8 

0.5 

0.2 

0.4 

0.2 

0.5 

0.2 

0.1 

0.1 

0.4 

0.8 

1.2 

4.8 

4.7 

5.0 

4.9 

5.2 

5.0 

4.9 

5.5 

5.3 

4.7 

3.7 

4.2 

4.4 

凡例（％）

（１）市街地形成・整備

（２）住環境の充実

（３）道路・交通網の充実

（４）上水道の充実

（５）下水道の充実

（６）河川・海岸の整備

（７）公園・緑地の整備

（１）消防・防災の充実

（２）交通安全、防犯対策の推進

（３）環境の保全

（４）ごみ資源循環型社会の実現

（５）し尿処理の充実

（６）火葬場、墓地の充実

重要 やや重要 どちらとも

いえない

あまり重要

ではない

重要では

ない

無回答

２ 生活基盤分野

全体(N=833)

３ 防災・環境分野

４ 教育・文化分野



26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

34.3 

25.6 

38.4 

45.3 

42.4 

40.9 

39.6 

33.1 

16.9 

26.1 

15.2 

16.1 

1.2 

1.9 

1.2 

0.4 

0.8 

0.5 

4.8 

4.7 

5.0 

凡例（％）

（１）市街地形成・整備

（２）住環境の充実

（３）道路・交通網の充実

（４）上水道の充実

重要 やや重要 どちらとも

いえない

あまり重要

ではない

重要では

ない

無回答

２ 生活基盤分野

全体(N=833)

36.6 

25.1 

19.4 

43.2 

49.6 

35.7 

37.3 

27.5 

13.8 

13.6 

11.0 

17.0 

18.0 

40.3 

34.0 

29.4 

30.7 

27.7 

32.1 

30.9 

36.9 

37.3 

32.2 

28.3 

27.3 

31.1 

18.1 

34.7 

42.1 

19.3 

16.6 

25.8 

25.6 

29.1 

38.7 

43.7 

48.4 

45.5 

40.6 

0.8 

1.2 

3.4 

1.4 

1.0 

1.0 

0.8 

1.2 

4.0 

4.1 

4.8 

4.2 

3.7 

0.4 

0.8 

1.2 

0.6 

0.4 

0.5 

0.4 

0.5 

1.7 

1.7 

2.5 

1.7 

1.4 

3.7 

4.2 

4.4 

4.7 

4.8 

5.0 

5.0 

4.9 

4.6 

4.8 

4.9 

4.3 

5.2 

（４）ごみ資源循環型社会の実現

（５）し尿処理の充実

（６）火葬場、墓地の充実

（１）幼児教育の充実

（２）学校教育の充実

（３）地域と学校の連携

（４）青少年教育の推進

（５）生涯学習社会の充実・活用

（６）スポーツ・レクリエーション活動の推進

（７）文化・芸術の振興

（８）交流の振興

（９）人権教育の推進

（10）男女共同参画社会の形成

４ 教育・文化分野

１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

24.8 

25.9 

22.9 

30.6 

29.2 

20.5 

14.5 

14.9 

27.1 

26.1 

37.1 

39.3 

33.5 

37.2 

37.2 

33.0 

29.9 

31.7 

30.5 

31.6 

30.7 

27.4 

34.9 

25.7 

27.0 

38.4 

43.9 

44.8 

36.6 

36.9 

1.2 

1.4 

2.6 

1.7 

2.3 

3.4 

5.0 

2.5 

1.0 

0.8 

0.6 

1.3 

1.3 

1.2 

0.8 

1.0 

2.4 

2.0 

0.6 

0.6 

5.5 

4.7 

4.7 

3.6 

3.5 

3.7 

4.2 

4.1 

4.2 

4.1 

凡例（％）

（１）活力ある商工業の振興

（２）観光の振興

（３）地域の特色を活かした農水産業の振興

（４）新宇多津都市の活力ある市街地づくり

（５）既成市街地の趣あるまちづくり

（６）南部地域の資源を活かした環境づくり

（１）コミュニティの育成

（２）協働のまちづくり

（３）合理的な行政運営の推進

（４）効率的な財政運営の推進

重要 やや重要 どちらとも

いえない

あまり重要

ではない

重要では

ない

無回答

５ 産業・地域活力分野

全体(N=833)

６ 協働・行政改革分野
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【重要度／平均評定値による集計】 

重要度は以下に示す平均評定値を算出する方法で点数化している。 

 

○「重要度」については「重要」「やや重要」への回答とともに、「あまり重要では

ない」「重要ではない」「どちらともいえない」という選択肢もある。そのため、

この「重要度」をより的確に分析するために、平均評定値による指標化を行った。 

○平均評定値は、「重要」に＋10 点、「やや重要」に＋５点、「あまり重要ではない」

に－５点、「重要ではない」に－10 点、「どちらともいえない」に０点の係数（ウ

エイト）を設定し、 

 

【（「重要」の回答件数）×10（点）＋（「やや重要」の回答件数）×５（点）＋（「あまり重要では

ない」の回答件数）×－５（点）＋（「重要ではない」の回答件数）×－10（点）＋（「どちらとも

いえない」の回答件数）×０（点）】÷【回答者件数－無回答件数】 

 

の計算によって算出し、指標としている。 

○この指標によって、「重要度」の強弱を、より明確に分析することができる。 

 

 

この指標による分析結果をみると、重要度評価が高い施策及び重要度評価が低い施策は

下記のとおりとなっている。 

 

  

  
順位 重要度評価が高い施策

１  １-（２）医療体制の充実 7.67

２  ４-（２）学校教育の充実 6.58

３  １-（５）児童福祉の充実 6.48

４  ２-（４）上水道の充実 6.46

５  １-（１）健康づくり体制の充実 6.36

６  ３-（２）交通安全、防犯対策の推進 6.34

７  ２-（５）下水道の充実 6.27

８  ２-（６）河川・海岸の整備 6.25

９  ３-（１）消防・防災の充実 6.21

10  ２-（３）道路・交通網の充実 6.02

順位 重要度評価が低い施策

１  ４-（８）交流の振興 2.13

２  ６-（１）コミュニティの育成 2.56

３  ４-（７）文化・芸術の振興 2.72

４  ４-（９）人権教育の推進 2.81

５  ６-（２）協働のまちづくり 2.86

６
 ４-（６）スポーツ・レクリエーション
         活動の推進

3.02

７  ４-（10）男女共同参画社会の形成 3.19

８  ３-（６）火葬場、墓地の充実 3.27

９
 ５-（６）南部地域の資源を活かした
         環境づくり

3.57

10  １-（３）地域福祉の充実 3.86
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１  健康・福祉分野

２  生活基盤分野

３  防災・環境分野

４  教育・文化分野

５  産業・地域活力分野

６　協働・行政改革分野

6.36 

7.67 

3.86 

4.84 

6.48 

4.32 

5.33 

4.10 

5.73 

5.73 

4.64 

6.02 

6.46 

6.27 

6.25 

5.32 

6.21 

6.34 

5.50 

5.82 

4.24 

3.27 

6.01 

6.58 

5.34 

5.47 

4.72 

3.02 

2.72 

2.13 

2.81 

3.19 

4.47 

4.57 

3.89 

4.89 

4.75 

3.57 

2.56 

2.86 

4.31 

4.26 

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00

（１）健康づくり体制の充実

（２）医療体制の充実

（３）地域福祉の充実

（４）高齢者福祉の充実

（５）児童福祉の充実

（６）ひとり親福祉の充実

（７）障がい者福祉の充実

（８）要援護者福祉の充実

（９）社会保障の充実

（１）市街地形成・整備

（２）住環境の充実

（３）道路・交通網の充実

（４）上水道の充実

（５）下水道の充実

（６）河川・海岸の整備

（７）公園・緑地の整備

（１）消防・防災の充実

（２）交通安全、防犯対策の推進

（３）環境の保全

（４）ごみ資源循環型社会の実現

（５）し尿処理の充実

（６）火葬場、墓地の充実

（１）幼児教育の充実

（２）学校教育の充実

（３）地域と学校の連携

（４）青少年教育の推進

（５）生涯学習社会の充実・活用

（６）スポーツ・レクリエーション活動の推進

（７）文化・芸術の振興

（８）交流の振興

（９）人権教育の推進

（10）男女共同参画社会の形成

（１）活力ある商工業の振興

（２）観光の振興

（３）地域の特色を活かした農水産業の振興

（４）新宇多津都市の活力ある市街地づくり

（５）既成市街地の趣あるまちづくり

（６）南部地域の資源を活かした環境づくり

（１）コミュニティの育成

（２）協働のまちづくり

（３）合理的な行政運営の推進

（４）効率的な財政運営の推進

低い 高い問13 重要度

全体(N=833)

１ 健康・福祉分野

２ 生活基盤分野

３ 防災・環境分野

４ 教育・文化分野

５ 産業・地域活力分野

６ 協働・行政改革分野
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（３）施策の満足度と重要度の相関図による分析 

満足度と重要度の平均評定値をもとに、縦軸に重要度、横軸に満足度を設定し、42 の施

策を散布図上に示したものが相関図である。 

満足度と重要度の各平均値を基準としてＡ～Ｄの４つの領域に区分し、各施策がどの領

域に配置されるのかを整理する。 

 

 

 

 

４つの領域については、左上（Ａ）、右上（Ｂ）、右下（Ｃ）、左下（Ｄ）の４方向に進む

にしたがい、以下のような傾向を示している。 

 

Ａ．重要度が高く、満足度が低い（重点化・見直し領域） 

今後のまちづくりにおける重要度が高いが、満足度が相対的に低く、施策の重点

化や抜本的な見直しなども含め、満足度を高める必要のある領域 

 

Ｂ．重要度、満足度ともに高い（現状維持領域） 

今後のまちづくりにおける重要度も満足度も高く、現時点での満足度の水準を維

持していくことが必要な領域 

 

Ｃ．重要度が低く、満足度が高い（現状維持・見直し領域） 

今後のまちづくりにおける重要度は低いものの満足度が高く、満足度の水準を維

持していくか、あるいは施策の在り方を含めて、見直すべき必要のある領域 

 

Ｄ．重要度、満足度ともに低い（改善・見直し領域） 

今後のまちづくりにおける重要度も満足度も低く、施策の目的やニーズを再確認

するとともに、施策の在り方や進め方そのものを、改めて見直す必要のある領域 

 

  

高い

高い 満足度平均値

Ａ Ｂ
重
要
度

重要度平均値

Ｄ Ｃ
低い

低い 満足度
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【Ａ 重点化・見直し領域】 

Ａ重点化・見直し領域に含まれる施策は次のとおりである。 

 満足度 重要度 

１-（４）高齢者福祉の充実 1.34  4.84  

１-（７）障がい者福祉の充実 0.97  5.33  

１-（９）社会保障の充実 1.15  5.73  

２-（６）河川・海岸の整備 1.49  6.25  

３-（２）交通安全、防犯対策の推進 1.54  6.34  

３-（３）環境の保全 1.35  5.50  

４-（４）青少年教育の推進 1.21  5.47  

 

【Ｂ 現状維持領域】 

Ｂ現状維持領域に含まれる施策は次のとおりである。 

 満足度 重要度 

１-（１）健康づくり体制の充実 3.01  6.36  

１-（２）医療体制の充実 1.70  7.67  

１-（５）児童福祉の充実 2.49  6.48  

２-（１）市街地形成・整備 2.79  5.73  

２-（３）道路・交通網の充実 2.38  6.02  

２-（４）上水道の充実 3.77  6.46  

２-（５）下水道の充実 3.01  6.27  

２-（７）公園・緑地の整備 2.90  5.32  

３-（１）消防・防災の充実 1.90  6.21  

３-（４）ごみ資源循環型社会の実現 2.82  5.82  

４-（１）幼児教育の充実 2.54  6.01  

４-（２）学校教育の充実 2.27  6.58  

４-（３）地域と学校の連携 2.04  5.34  

５-（４）新宇多津都市の活力ある市街地づくり 2.59  4.89  

 

【Ｃ 現状維持・見直し領域】 

Ｃ現状維持・見直し領域に含まれる施策は次のとおりである。 

 満足度 重要度 

３-（５）し尿処理の充実 1.95  4.24  

４-（５）生涯学習社会の充実・活用 1.90  4.72  

５-（２）観光の振興 1.88  4.57  
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【Ｄ 改善・見直し領域】 

Ｄ改善・見直し領域に含まれる施策は次のとおりである。 

 満足度 重要度 

１-（３）地域福祉の充実 1.19  3.86  

１-（６）ひとり親福祉の充実 0.91  4.32  

１-（８）要援護者福祉の充実 0.69  4.10  

２-（２）住環境の充実 1.29  4.64  

３-（６）火葬場、墓地の充実 1.56  3.27  

４-（６）スポーツ・レクリエーション活動の推進 0.61  3.02  

４-（７）文化・芸術の振興 0.85  2.72  

４-（８）交流の振興 0.53  2.13  

４-（９）人権教育の推進 0.93  2.81  

４-（10）男女共同参画社会の形成 0.87  3.19  

５-（１）活力ある商工業の振興 1.30  4.47  

５-（３）地域の特色を活かした農水産業の振興 0.64  3.89  

５-（５）既成市街地の趣あるまちづくり 1.28  4.75  

５-（６）南部地域の資源を活かした環境づくり 0.64  3.57  

６-（１）コミュニティの育成 0.85  2.56  

６-（２）協働のまちづくり 0.97  2.86  

６-（３）合理的な行政運営の推進 0.67  4.31  

６-（４）効率的な財政運営の推進 0.76  4.26  
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1 １－（１）

2 １－（２）

3 １－（３）

4 １－（４）

5 １－（５）

6 １－（６）

7 １－（７）

8 １－（８）

9 １－（９）

10 ２－（１）

11 ２－（２）

12 ２－（３）

13 ２－（４）

14 ２－（５）

15 ２－（６）

16 ２－（７）

17 ３－（１）

18 ３－（２）

19 ３－（３）

20 ３－（４）

21 ３－（５）

22 ３－（６）

23 ４－（１）

24 ４－（２）

25 ４－（３）

26 ４－（４）

27 ４－（５）

28 ４－（６）

１－（１）

１－（２）

１－（３）

１－（４）

１－（５）

１－（６）

１－（７）

１－（８）

１－（９）

２－（１）

２－（２）

２－（３）
２－（４）

２－（５）２－（６）

２－（７）

３－（１）

３－（２）

３－（３）

３－（４）

３－（５）

３－（６）

４－（１）

４－（２）

４－（３）

４－（４）

４－（５）

４－（６）

４－（７）

４－（８）

４－（９）

４－（10）

５－（１） ５－（２）

５－（３）

５－（４）

５－（５）

５－（６）

６－（１）

６－（２）

６－（３）

６－（４）

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

-1.00 0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

満足度平均値

1.61

重要度

平均値

4.83

高
い

低
い

重
要
度

Ａ Ａ：重要度が高く、

満足度が低い

（重点化・見直し領域）

Ｂ：重要度、満足度

ともに高い

（現状維持領域） Ｂ

ＣＤ
Ｄ：重要度、満足度

ともに低い

（改善・見直し領域）

Ｃ：重要度が低く、

満足度が高い

（現状維持・見直し領域）

高い満足度低い

 １  健康・福祉分野

（１）健康づくり体制の充実

（２）医療体制の充実

（３）地域福祉の充実

（４）高齢者福祉の充実

（５）児童福祉の充実

（６）ひとり親福祉の充実

（７）障がい者福祉の充実

（８）要援護者福祉の充実

（９）社会保障の充実

 ２  生活基盤分野

（１）市街地形成・整備

（２）住環境の充実

（３）道路・交通網の充実

（４）上水道の充実

（５）下水道の充実

（６）河川・海岸の整備

（７）公園・緑地の整備

 ３  防災・環境分野

（１）消防・防災の充実

（２）交通安全、防犯対策の推進

（３）環境の保全

（４）ごみ資源循環型社会の実現

（５）し尿処理の充実

（６）火葬場、墓地の充実

Ｂ

Ｄ

領域

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｄ

Ａ

領域

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

領域

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

 ４  教育・文化分野

（１）幼児教育の充実

（２）学校教育の充実

（３）地域と学校の連携

（４）青少年教育の推進

（５）生涯学習社会の充実・活用

（７）文化・芸術の振興

（８）交流の振興

（９）人権教育の推進

（10）男女共同参画社会の形成

 ５  産業・地域活力分野

（１）活力ある商工業の振興

（２）観光の振興

（５）既成市街地の趣あるまちづくり

（１）コミュニティの育成

（２）協働のまちづくり

（３）合理的な行政運営の推進

（４）効率的な財政運営の推進

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｄ

領域

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

（４）新宇多津都市の活力ある市街地づくり

（３）地域の特色を活かした農水産業の振興

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

 ６　協働・行政改革分野 領域

Ｄ

Ｄ

（６）南部地域の資源を活かした環境づくり

領域

Ｄ

（６）スポーツ・レクリエーション活動の推進
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【２】地域での生活について 

１ 幸福度 

問 14 あなたは、宇多津町での暮らしをどの程度「幸せ」だと感じていますか。「と

ても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を１点とすると、何点くらいになると思い

ますか。（○は１つ） 

 

幸福度については、「８点」の割合が 26.3％と最も高く、次いで「７点」（23.9％）、「６

点」（17.0％）、「９点」（10.8％）の順となっており、平均点数は 7.2 点であった。 

性別では、男性は女性に比べ「６点」の割合がやや高く、女性は「９点」の割合が男性

をやや上回っている。男性の平均点数は 7.0 点、女性は 7.3 点となっている。 
 

  

  平均（点） 

全体(N=833) 7.2 

男性(n=346) 7.0 

女性(n=472) 7.3 

 

  

0.6

0.4

1.7

1.3

7.8

17.0

23.9

26.3

10.8

6.0

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0

とても不幸 １点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

とても幸せ 10点

無回答

全体(N=833)

（％）

0.3

0.9

1.7

2.3

7.5

19.4

24.3

25.4

8.4

4.9

4.9

0.6

0.0

1.7

0.6

8.1

15.7

23.5

26.7

12.7

7.0

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0

とても不幸 １点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

１０点

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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年齢別では、40 代で「８点」、50 代で「９点」、60 代以上で「５点」の割合がそれぞれ

他の年齢層に比べて高くなっている。 

居住歴別では、出身者で「７点」、転入者（県内及び県外）で「８点」の割合がそれぞれ

他の層に比べて高くなっている。 

 

 
 

 

  

単位（％）

１
点
 
と
て
も
不
幸

２
点

３
点

４
点

５
点

６
点

７
点

８
点

９
点

10
点
 
と
て
も
幸
せ

平
均
（

点
）

全体(N=833) 0.6 0.4 1.7 1.3 7.8 17.0 23.9 26.3 10.8 6.0 7.2

【年齢別】

29歳以下(n=102) 1.0 0.0 2.0 2.0 5.9 17.6 21.6 25.5 9.8 9.8 7.3

30代(n=150) 0.0 0.7 1.3 3.3 5.3 22.0 26.0 24.0 9.3 4.7 7.1

40代(n=165) 1.2 0.6 0.6 0.6 5.5 13.9 25.5 32.7 10.3 7.3 7.4

50代(n=180) 0.6 0.6 2.8 0.6 7.8 15.6 23.3 27.2 15.0 3.9 7.2

60代(n=85) 0.0 0.0 1.2 1.2 12.9 23.5 20.0 24.7 11.8 1.2 6.9

70歳以上(n=145) 0.7 0.0 2.1 0.7 11.0 13.8 24.1 22.1 8.3 9.0 7.2

【居住歴別】

出身者(n=161) 1.2 0.0 3.7 1.9 5.6 15.5 27.3 21.7 13.0 3.7 7.1

Ｕターン(n=81) 0.0 0.0 2.5 2.5 9.9 14.8 19.8 23.5 11.1 9.9 7.3

転入者（県内）(n=362) 0.8 0.6 0.8 0.8 8.0 18.0 21.3 28.5 11.9 6.6 7.3

転入者（県外）(n=222) 0.0 0.5 1.4 1.4 8.1 18.0 26.6 27.9 7.2 5.4 7.1
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２ 幸福度を判断する際に重視したこと 

問 15 前問の幸福度（１～10 点）を判断する際に、重視したことは何ですか。 

（○は３つまで） 

 

幸福度を判断する際に重視したことについては、「居住環境の充実」の割合が 52.0％と

最も高く、次いで「家族関係」（38.5％）、「健康状態」（33.5％）、「自由な時間や精神的な

ゆとり」（31.2％）、「所得や消費など家計の状況」（28.3％）の順となっている。 

性別では、女性は男性に比べ「近隣住民との人間関係」「友人関係」などの割合が高く

なっている。 

 

  

 

 

 

 

  

52.0

38.5

33.5

31.2

28.3

18.2

12.0

11.3

9.4

5.8

3.4

2.8

3.0

0.0 20.0 40.0 60.0

居住環境の充実

家族関係

健康状態

自由な時間や精神的なゆとり

所得や消費など家計の状況

近隣住民との人間関係

友人関係

仕事の有無や安定感など就業状況

趣味や社会貢献などの生きがい

仕事の楽しさや充実度

職場の人間関係

その他

無回答

全体(N=833)

（％）

50.3

38.7

33.5

30.3

28.6

15.0

9.8

12.1

11.3

6.4

2.9

2.9

3.2

53.8

38.6

33.5

32.0

27.8

20.1

14.0

10.6

8.3

5.1

3.6

2.5

3.0

0.0 20.0 40.0 60.0

居住環境の充実

家族関係

健康状態

自由な時間や精神的なゆとり

所得や消費など家計の状況

近隣住民との人間関係

友人関係

仕事の有無や安定感など就業状況

趣味や社会貢献などの生きがい

仕事の楽しさや充実度

職場の人間関係

その他

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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年齢別では、29 歳以下で「友人関係」、30 代で「家族関係」、60 代以上で「健康状態」

「自由な時間や精神的なゆとり」、70 歳以上で「近隣住民との人間関係」の割合がそれぞ

れ高くなっている。 

 

 
 

 

  

単位（％）

居
住
環
境
の
充
実

家
族
関
係

健
康
状
態

自
由
な
時
間
や
精
神
的
な
ゆ
と
り

所
得
や
消
費
な
ど
家
計
の
状
況

近
隣
住
民
と
の
人
間
関
係

友
人
関
係

仕
事
の
有
無
や
安
定
感
な
ど
就
業

状
況

趣
味
や
社
会
貢
献
な
ど
の
生
き
が

い 仕
事
の
楽
し
さ
や
充
実
度

職
場
の
人
間
関
係

そ
の
他

全体(N=833) 52.0 38.5 33.5 31.2 28.3 18.2 12.0 11.3 9.4 5.8 3.4 2.8

【年齢別】

29歳以下(n=102) 61.8 37.3 24.5 27.5 23.5 12.7 25.5 12.7 13.7 6.9 3.9 1.0

30代(n=150) 49.3 44.7 23.3 27.3 30.0 16.7 13.3 8.7 8.0 8.0 6.7 3.3

40代(n=165) 60.6 40.0 23.0 29.7 30.3 16.4 10.3 13.9 6.7 5.5 3.6 3.6

50代(n=180) 51.1 39.4 36.7 31.1 33.3 13.3 9.4 16.7 8.9 3.9 2.2 3.9

60代(n=85) 54.1 34.1 51.8 37.6 23.5 15.3 4.7 12.9 11.8 7.1 2.4 1.2

70歳以上(n=145) 37.9 33.1 48.3 35.9 24.1 33.1 11.0 2.1 10.3 4.1 1.4 2.1
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３ 感染症の拡大による生活への影響 

問 16 新型コロナウイルス感染症の拡大による、あなたの生活への影響について、次に

あげる項目それぞれについてお答えください。（○は１つずつ） 

 

感染症の拡大による生活への影響については、「増えた」の割合が高い順に「（６）悩

みやストレス」（51.4％）、「（２）パソコンやタブレット・スマートフォンを使う時間」

（50.2％）、「（１）一人で過ごす時間」（38.9％）、「（５）支出（食費・交際費など）」

（32.2％）となっている。 

一方、「減った」の割合が高い順に「（４）収入（給料・ボーナスなど）」（30.3％）、

「（５）支出（食費・交際費など）」（17.9％）となっており、「変わらない（どちらと

もいえない）」では「（３）ＳＮＳなどでの交流頻度」の割合が高くなっている。 

また「その他の影響」では、「県外への外出が減った」「友人との交流の機会が減った」

「コロナハラスメントにあった」などの回答がみられた。 

 

 

 
  

38.9

50.2

17.5

2.5

32.2

51.4

8.3

1.1

4.9

30.3

17.9

2.6

50.9

44.8

73.0

63.3

47.5

43.8

1.9

4.0

4.6

4.0

2.4

2.2

凡例（％）

全体(N=833)

（１）一人で過ごす時間

（２）パソコンやタブレット・

スマートフォンを使う時間

（３）ＳＮＳなどでの交流頻度

（４）収入（給料・ボーナスなど）

（５）支出（食費・交際費など）

（６）悩みやストレス

増えた 減った 変わらない

（どちらともいえない）

無回答
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（１）一人で過ごす時間 

一人で過ごす時間については、「増えた」が 38.9％、「減った」が 8.3％、「変わらな

い（どちらともいえない）」が 50.9％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「変わらない（どちらともいえない）」の割合が高く、女

性は「減った」の割合が男性を上回っている。 

年齢別では、29 歳以下で「増えた」、30～40 代で「減った」の割合がそれぞれ高くなっ

ている。 

 

 

  

38.9

38.7

38.8

53.9

28.0

35.2

43.9

32.9

40.7

8.3

3.8

11.7

2.9

16.7

13.3

4.4

4.7

4.8

50.9

55.2

47.9

43.1

55.3

50.9

50.6

61.2

46.9

1.9

2.3

1.7

0.6

1.1

1.2

7.6

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

増えた 減った 変わらない

（どちらともいえない）

無回答
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（２）パソコンやタブレット・スマートフォンを使う時間 

パソコンやタブレット・スマートフォンを使う時間については、「増えた」が 50.2％、

「減った」が 1.1％、「変わらない（どちらともいえない）」が 44.8％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「変わらない（どちらともいえない）」の割合が高く、女

性は「増えた」の割合が男性を上回っている。 

年齢別では、29 歳以下で「増えた」の割合が他の年齢層を大きく上回っている。 

 

 
  

50.2

46.5

53.8

75.5

60.7

59.4

54.4

35.3

16.6

1.1

1.2

0.8

1.3

1.2

1.7

1.4

44.8

48.0

41.7

23.5

38.0

39.4

42.2

61.2

64.8

4.0

4.3

3.6

1.0

1.7

3.5

17.2

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

増えた 減った 変わらない

（どちらともいえない）

無回答
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（３）ＳＮＳなどでの交流頻度 

ＳＮＳなどでの交流頻度については、「増えた」が 17.5％、「減った」が 4.9％、「変

わらない（どちらともいえない）」が 73.0％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「変わらない（どちらともいえない）」の割合が高く、女

性は「増えた」の割合が男性を上回っている。 

年齢別では、おおむね若い年齢層ほど「増えた」の割合が高くなっている。 

 

 

  

17.5

12.1

21.6

34.3

25.3

15.8

17.2

9.4

5.5

4.9

5.8

4.2

4.9

4.7

6.7

5.0

3.5

3.4

73.0

77.7

69.5

59.8

69.3

77.6

76.1

83.5

71.0

4.6

4.3

4.7

1.0

0.7

1.7

3.5

20.0

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

増えた 減った 変わらない

（どちらともいえない）

無回答
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（４）収入（給料・ボーナスなど） 

収入（給料・ボーナスなど）については、「増えた」が 2.5％、「減った」が 30.3％、

「変わらない（どちらともいえない）」が 63.3％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「減った」の割合がやや高く、女性は「変わらない（どち

らともいえない）」の割合が男性をやや上回っている。 

年齢別では、30 代や 50 代で「減った」の割合が高くなっている。 

職業別では、自営業・自由業等やパート・アルバイト等で「減った」の割合が他の職業

に比べてやや高くなっている。 

 

 

  

2.5

2.9

2.3

5.9

4.0

3.0

1.7

0.7

3.3

4.7

1.5

5.3

1.7

30.3

32.4

28.6

27.5

36.0

23.6

38.3

30.6

23.4

36.1

33.0

27.9

36.6

21.1

31.1

18.1

63.3

60.7

65.3

65.7

60.0

73.3

58.3

67.1

57.9

58.3

63.0

67.4

61.1

71.1

62.3

67.2

4.0

4.0

3.8

1.0

1.7

2.4

17.9

5.6

0.7

0.8

2.6

6.6

12.9

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

【職業別】

自営業・自由業等(n=36)

会社員(n=276)

公務員・教員等(n=86)

パート・アルバイト等(n=131)

学生(n=38)

家事専業(n=106)

無職(n=116)

増えた 減った 変わらない

（どちらともいえない）

無回答
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（５）支出（食費・交際費など） 

支出（食費・交際費など）については、「増えた」が 32.2％、「減った」が 17.9％、

「変わらない（どちらともいえない）」が 47.5％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「変わらない（どちらともいえない）」の割合が高く、女

性は「増えた」の割合が男性を上回っている。 

年齢別では、60 代で「変わらない（どちらともいえない）」の割合が他の年齢層を大

きく上回っている。 

 

 

  

32.2

27.2

35.8

32.4

35.3

35.8

30.6

25.9

30.3

17.9

18.8

17.6

20.6

17.3

18.8

21.7

15.3

13.1

47.5

51.7

44.3

47.1

47.3

45.5

47.2

57.6

44.8

2.4

2.3

2.3

0.6

1.2

11.7

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

増えた 減った 変わらない

（どちらともいえない）

無回答
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（６）悩みやストレス 

悩みやストレスについては、「増えた」が 51.4％、「減った」が 2.6％、「変わらない

（どちらともいえない）」が 43.8％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「変わらない（どちらともいえない）」の割合が高く、女

性は「増えた」の割合が男性を大きく上回っている。 

年齢別では、50 代以下で「増えた」の割合が高くなっている。 

 

 

 

  

  

51.4

44.5

56.4

57.8

62.0

58.2

53.9

37.6

34.5

2.6

4.0

1.7

3.9

2.7

2.4

3.3

1.2

2.1

43.8

48.8

40.0

38.2

35.3

38.8

42.2

60.0

53.8

2.2

2.6

1.9

0.6

0.6

1.2

9.7

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

増えた 減った 変わらない

（どちらともいえない）

無回答
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４ 民間事業者等による宅地開発や住宅の供給について 

問 17 宇多津町では、近年、民間の事業者等による宅地開発や住宅の供給が進んでいま

すが、このことについてどのように思いますか。（○は１つ） 

 

民間事業者等による宅地開発や住宅の供給については、「必要に応じて適切に住宅の供

給を促進すべきであると思う」の割合が 49.6％と最も高く、次いで「今後も積極的に住宅

の供給を促進し、より多くの転入者を受け入れるべきである」（17.3％）、「住環境の悪

化などの面から、住宅の供給はあまり推進すべきではないと思う」（8.6％）、「これ以上

の住宅の供給は必要ない」（7.9％）の順となっている。 

性別では、女性は男性に比べ「わからない」の割合が高くなっている。 

 

 

 

  

49.6

17.3

8.6

7.9

3.4

11.8

1.4

0.0 10.020.030.040.050.0

必要に応じて適切に住宅の供給

を促進すべきであると思う

今後も積極的に住宅の供給を促進し、より

多くの転入者を受け入れるべきである

住環境の悪化などの面から、住宅の供給は

あまり推進すべきではないと思う

これ以上の住宅の供給は必要ない

その他

わからない

無回答

全体(N=833)

（％）

49.7

19.4

9.0

8.7

3.2

8.4

1.7

49.6

16.1

8.5

7.4

3.4

13.8

1.3

0.0 10.020.030.040.050.0

必要に応じて適切に住宅の供給

を促進すべきであると思う

今後も積極的に住宅の供給を促進し、より

多くの転入者を受け入れるべきである

住環境の悪化などの面から、住宅の供給は

これ以上の住宅の供給は必要ない

その他

わからない

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）



45 

年齢別では、30 代で「今後も積極的に住宅の供給を促進し、より多くの転入者を受け入

れるべきである」の割合が高くなっている。 

居住歴別では、転入者（県外）で「今後も積極的に住宅の供給を促進し、より多くの転

入者を受け入れるべきである」、Ｕターンで「住環境の悪化などの面から、住宅の供給は

あまり推進すべきではないと思う」、出身者やＵターンで「これ以上の住宅の供給は必要

ない」の割合がそれぞれ高くなっている。 

居住年数別でみると、10 年未満で「今後も積極的に住宅の供給を促進し、より多くの転

入者を受け入れるべきである」の割合が他の居住年数を大きく上回っている。 

 

 

  

単位（％）

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
住
宅
の

供
給
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
と

思
う

今
後
も
積
極
的
に
住
宅
の
供
給

を
促
進
し
、
よ
り
多
く
の
転
入

者
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
る

住
環
境
の
悪
化
な
ど
の
面
か

ら
、
住
宅
の
供
給
は
あ
ま
り
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う

こ
れ
以
上
の
住
宅
の
供
給
は
必

要
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全体(N=833) 49.6 17.3 8.6 7.9 3.4 11.8

【年齢別】

29歳以下(n=102) 54.9 15.7 9.8 5.9 2.0 11.8

30代(n=150) 52.0 22.7 6.0 7.3 4.0 7.3

40代(n=165) 51.5 17.0 9.1 8.5 3.6 9.7

50代(n=180) 50.0 15.6 10.6 8.9 4.4 10.0

60代(n=85) 52.9 11.8 11.8 3.5 2.4 15.3

70歳以上(n=145) 40.0 18.6 6.2 11.0 2.8 16.6

【居住歴別】

出身者(n=161) 49.7 9.3 8.7 13.0 2.5 14.9

Ｕターン(n=81) 44.4 14.8 16.0 11.1 6.2 6.2

転入者（県内）(n=362) 48.9 18.2 9.4 6.6 3.6 12.4

転入者（県外）(n=222) 53.2 22.5 5.0 5.0 2.7 9.5

【居住年数別】

５年未満(n=139) 54.0 25.2 1.4 5.0 3.6 10.1

５年以上～10年未満(n=103) 45.6 28.2 5.8 5.8 3.9 9.7

10年以上～20年未満(n=183) 53.0 15.8 13.1 7.1 1.6 8.7

20年以上～30年未満(n=150) 49.3 16.0 10.7 8.0 4.7 10.7

30年以上(n=249) 46.6 10.0 9.6 11.2 3.6 16.1
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【３】これからのまちづくりについて 

１ 宇多津町の将来像 

問 18 あなたは、今後、宇多津町をどのようなまちにすべきだと考えますか。 

（○は３つまで） 

 

宇多津町の将来像については、「保健・医療・福祉の充実した、人にやさしい健康・福

祉のまち」の割合が 61.6％と最も高く、次いで「子育て環境や子どもの保育・教育環境が

充実した子育て・教育のまち」（46.6％）、「快適で安全・安心な居住環境の整備を優先

する快適住環境のまち」（38.7％）、「美しい自然環境や景観を誇れる環境保全のまち」

（36.4％）の順となっている。 

性別では、男性は「企業誘致や地場産業の振興による商工業のまち」の割合が女性を大

きく上回っており、女性は男性に比べ「保健・医療・福祉の充実した、人にやさしい健康・

福祉のまち」「子育て環境や子どもの保育・教育環境が充実した子育て・教育のまち」な

どの割合が高くなっている。 

 

  

 

  

61.6

46.6

38.7

36.4

19.4

18.6

18.1

11.4

10.3

10.2

2.2

2.4

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

保健・医療・福祉の充実した、

人にやさしい健康・福祉のまち

子育て環境や子どもの保育・教育

環境が充実した子育て・教育のまち

快適で安全・安心な居住環境の整備

を優先する快適住環境のまち

美しい自然環境や景観を

誇れる環境保全のまち

企業誘致や地場産業の

振興による商工業のまち

地域資源を活用し、観光・レクリエーションや

交流事業を進める観光・交流のまち

歴史的遺産や地域の美しい景観を大切にし、

まちづくりに活かす歴史・景観のまち

住民と行政とが協力してまちづくりを

行う住民参画・協働のまち

生涯学習や芸術・文化・スポーツ活動が

活発な生涯学習・文化のまち

ＡＩ、ＩｏｔやＤＸの推進などデジタル技術

を活かした情報化推進のまち

農林業を中心として発展する農林業のまち

その他

無回答

全体(N=833)

（％）

57.2

43.6

39.3

35.5

25.4

19.7

14.7

11.6

8.4

12.7

3.2

2.6

0.9

64.4

48.9

37.5

37.1

15.5

18.4

20.3

11.4

12.1

8.1

1.3

2.3

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

保健・医療・福祉の充実した、

人にやさしい健康・福祉のまち

子育て環境や子どもの保育・教育

環境が充実した子育て・教育のまち

快適で安全・安心な居住環境の整備

を優先する快適住環境のまち

美しい自然環境や景観を

誇れる環境保全のまち

企業誘致や地場産業の

振興による商工業のまち

地域資源を活用し、観光・レクリエーションや

交流事業を進める観光・交流のまち

歴史的遺産や地域の美しい景観を大切にし、

まちづくりに活かす歴史・景観のまち

住民と行政とが協力してまちづくりを

行う住民参画・協働のまち

生涯学習や芸術・文化・スポーツ活動が

活発な生涯学習・文化のまち

ＡＩ、ＩｏｔやＤＸの推進などデジタル技術

を活かした情報化推進のまち

農林業を中心として発展する農林業のまち

その他

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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年齢別では、30 代で「子育て環境や子どもの保育・教育環境が充実した子育て・教育の

まち」、50 代や 70 歳以上で「歴史的遺産や地域の美しい景観を大切にし、まちづくりに

活かす歴史・景観のまち」、70 歳以上で「美しい自然環境や景観を誇れる環境保全のまち」

の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

 

  

単位（％）

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
し
た
、
人
に
や

さ
し
い
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

子
育
て
環
境
や
子
ど
も
の
保
育
・
教
育
環
境

が
充
実
し
た
子
育
て
・
教
育
の
ま
ち

快
適
で
安
全
・
安
心
な
居
住
環
境
の
整
備
を

優
先
す
る
快
適
住
環
境
の
ま
ち

美
し
い
自
然
環
境
や
景
観
を
誇
れ
る
環
境
保

全
の
ま
ち

企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の
振
興
に
よ
る
商
工

業
の
ま
ち

地
域
資
源
を
活
用
し
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
交
流
事
業
を
進
め
る
観
光
・
交
流

の
ま
ち

歴
史
的
遺
産
や
地
域
の
美
し
い
景
観
を
大
切

に
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
歴
史
・
景
観

の
ま
ち

住
民
と
行
政
と
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
住
民
参
画
・
協
働
の
ま
ち

生
涯
学
習
や
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

が
活
発
な
生
涯
学
習
・
文
化
の
ま
ち

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
ｔ
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
か
し
た
情
報
化
推
進
の
ま
ち

農
林
業
を
中
心
と
し
て
発
展
す
る
農
林
業
の

ま
ち

そ
の
他

全体(N=833) 61.6 46.6 38.7 36.4 19.4 18.6 18.1 11.4 10.3 10.2 2.2 2.4

【年齢別】

29歳以下(n=102) 53.9 66.7 39.2 31.4 20.6 20.6 13.7 9.8 11.8 9.8 2.0 3.9

30代(n=150) 59.3 74.0 36.7 28.0 18.7 16.0 12.0 7.3 6.0 15.3 2.7 2.0

40代(n=165) 59.4 56.4 30.3 38.2 21.2 19.4 15.2 7.9 8.5 15.8 1.2 2.4

50代(n=180) 65.6 30.0 43.9 36.1 25.0 20.0 23.3 16.1 11.1 7.8 3.3 1.7

60代(n=85) 67.1 40.0 42.4 37.6 21.2 15.3 17.6 3.5 15.3 7.1 1.2 2.4

70歳以上(n=145) 63.4 17.9 40.7 46.2 10.3 20.0 24.8 20.0 12.4 3.4 2.1 2.8
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２ ＳＤＧｓの認知状況 

問 19 あなたは、ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）をご存じですか。 

（○は１つ） 

 

ＳＤＧｓの認知状況については、「内容までよく知っている」が 39.1％、「名前を見聞き

したことはあるが内容はよく知らない」が 40.8％、合計で 79.9％となっている。一方、

「知らない」は 16.6％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「内容までよく知っている」の割合がやや高くなっている。 

年齢別では、50 代以下で「内容までよく知っている」、70 歳以上で「知らない」の割合

がそれぞれ高くなっている。 

 

 

  

39.1

42.2

37.5

48.0

46.0

45.5

45.0

30.6

16.6

40.8

37.6

43.0

34.3

39.3

41.2

45.0

51.8

35.2

16.6

17.1

15.7

12.7

14.0

11.5

8.3

12.9

40.0

3.5

3.2

3.8

4.9

0.7

1.8

1.7

4.7

8.3

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

内容までよく

知っている

名前を見聞きした

ことはあるが内容
はよく知らない

知らない 無回答
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３ 参加してみたい活動 

問 20 誰もが「住みやすい」「暮らしやすい」と感じられるまちづくりを進めていく

ためには、住民の皆さんの積極的な参加が必要です。あなたは、どのような活動

に参加・協力したい（参加・協力できる）と思いますか。（○は５つまで） 

 

参加してみたい活動については、「清掃活動など美しい町の景観を守る活動」の割合が

45.0％と最も高く、次いで「リサイクル・省資源・地球温暖化防止活動など地球環境を守

る活動」（37.8％）、「子育て活動など育児や教育の情報交換に関する活動」（28.2％）、

「イベントや地域のお祭り、文化、運動会などの活動」（28.1％）の順となっている。 

 

 

 

  

45.0

37.8

28.2

28.1

24.4

24.0

23.6

22.8

16.7

15.6

15.1

10.4

9.7

6.4

3.1

2.4

6.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

清掃活動など美しい町の景観を守る活動

リサイクル・省資源・地球温暖化防止活動など地球環境を守る活動

子育て活動など育児や教育の情報交換に関する活動

イベントや地域のお祭り、文化、運動会などの活動

食生活の改善や健康づくり、スポーツなどの活動

交通安全や防災・防犯活動など安心・安全な暮らしを目指す活動

自然保護・環境保全活動など地域の

自然や身近な環境を守り育てる活動

あいさつ運動や親切を心掛ける活動

福祉ボランティアや見守り活動など高齢者や障がい者のための活動

町の歴史や文化を学び、郷土の遺産として守り育てる活動

生涯学習活動など教養・技能習得に関する活動

健全な青少年の育成を目指す活動

新しい特産品やおみやげ品の研究開発などの活動

まちづくり会議などへの参加や町政への企画提案などの活動

体験活動の指導やホームステイ、民泊の受け入れなどの活動

その他

特にない

全体(N=833)

（％）
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性別では、男性は女性に比べ「清掃活動など美しい町の景観を守る活動」「交通安全や

防災・防犯活動など安心・安全な暮らしを目指す活動」などの割合が高く、女性は「子育

て活動など育児や教育の情報交換に関する活動」の割合が男性を大きく上回っている。 

 

 

 

  

47.4

37.3

21.7

26.3

23.7

28.0

25.7

21.4

14.5

13.6

13.6

10.4

8.7

6.9

2.9

1.7

8.4

43.0

37.5

33.5

29.7

25.0

21.4

22.5

23.5

18.4

17.4

16.5

10.8

10.6

6.1

3.4

3.0

5.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

清掃活動など美しい町の景観を守る活動

リサイクル・省資源・地球温暖化防止活動など地球環境を守る活動

子育て活動など育児や教育の情報交換に関する活動

イベントや地域のお祭り、文化、運動会などの活動

食生活の改善や健康づくり、スポーツなどの活動

交通安全や防災・防犯活動など安心・安全な暮らしを目指す活動

自然保護・環境保全活動など地域の

自然や身近な環境を守り育てる活動

あいさつ運動や親切を心掛ける活動

福祉ボランティアや見守り活動など高齢者や障がい者のための活動

町の歴史や文化を学び、郷土の遺産として守り育てる活動

生涯学習活動など教養・技能習得に関する活動

健全な青少年の育成を目指す活動

新しい特産品やおみやげ品の研究開発などの活動

まちづくり会議などへの参加や町政への企画提案などの活動

体験活動の指導やホームステイ、民泊の受け入れなどの活動

その他

特にない

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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年齢別では、若い年齢層ほど「イベントや地域のお祭り、文化、運動会などの活動」の

割合が高く、30 代以下で「子育て活動など育児や教育の情報交換に関する活動」、60 代で

「交通安全や防災・防犯活動など安心・安全な暮らしを目指す活動」、60 代以上で「福祉

ボランティアや見守り活動など高齢者や障がい者のための活動」、70 歳以上で「あいさつ

運動や親切を心掛ける活動」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

 

注：「その他」は表記から省略している。 

  

単位（％）

清
掃
活
動
な
ど
美
し
い
町
の
景
観
を
守
る
活
動

リ
サ
イ
ク
ル
・
省
資
源
・
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
な
ど
地
球
環
境
を
守
る
活
動

子
育
て
活
動
な
ど
育
児
や
教
育
の
情
報
交
換
に

関
す
る
活
動

イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
お
祭
り
、

文
化
、

運
動
会

な
ど
の
活
動

食
生
活
の
改
善
や
健
康
づ
く
り
、

ス
ポ
ー

ツ
な

ど
の
活
動

交
通
安
全
や
防
災
・
防
犯
活
動
な
ど
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
を
目
指
す
活
動

自
然
保
護
・
環
境
保
全
活
動
な
ど
地
域
の
自
然

や
身
近
な
環
境
を
守
り
育
て
る
活
動

あ
い
さ
つ
運
動
や
親
切
を
心
掛
け
る
活
動

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
見
守
り
活
動
な
ど
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
た
め
の
活
動

町
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、

郷
土
の
遺
産
と
し

て
守
り
育
て
る
活
動

生
涯
学
習
活
動
な
ど
教
養
・
技
能
習
得
に
関
す

る
活
動

健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
目
指
す
活
動

新
し
い
特
産
品
や
お
み
や
げ
品
の
研
究
開
発
な

ど
の
活
動

ま
ち
づ
く
り
会
議
な
ど
へ
の
参
加
や
町
政
へ
の

企
画
提
案
な
ど
の
活
動

体
験
活
動
の
指
導
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
、

民
泊
の

受
け
入
れ
な
ど
の
活
動

特
に
な
い

全体(N=833) 45.0 37.8 28.2 28.1 24.4 24.0 23.6 22.8 16.7 15.6 15.1 10.4 9.7 6.4 3.1 6.8

【年齢別】

29歳以下(n=102) 43.1 25.5 44.1 48.0 29.4 23.5 15.7 10.8 9.8 8.8 11.8 7.8 15.7 5.9 5.9 3.9

30代(n=150) 38.0 36.0 48.0 37.3 20.7 17.3 18.0 20.7 15.3 14.7 14.7 15.3 14.7 8.0 6.0 7.3

40代(n=165) 49.1 44.2 34.5 29.1 22.4 22.4 23.6 23.0 13.9 12.7 13.9 12.1 9.7 6.7 4.2 7.3

50代(n=180) 43.9 40.6 14.4 26.1 23.3 24.4 29.4 16.1 16.7 14.4 15.6 9.4 10.6 6.1 1.1 7.8

60代(n=85) 42.4 38.8 22.4 15.3 28.2 34.1 25.9 28.2 21.2 18.8 17.6 8.2 3.5 5.9 0.0 7.1

70歳以上(n=145) 51.0 36.6 9.7 13.8 26.9 26.9 26.9 37.2 23.4 24.8 17.9 8.3 3.4 5.5 1.4 6.9
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４ 住民参画・協働のために必要な行政の取組 

問 21 住民と行政が協力して地域の課題解決やまちづくりを行う「住民参画・協働

のまちづくり」を進めるため、今後、行政ではどのような取組が必要だと思いま

すか。（○は３つまで） 

 

住民参画・協働のために必要な行政の取組については、「行政情報の提供・公開の充実」

の割合が 42.9％と最も高く、次いで「多くの住民の意見や要望を聞くための広聴活動の充

実」（38.7％）、「新たなまちづくりの担い手（ＮＰＯ等）の育成・支援」（25.3％）、

「ボランティア活動を活性化するための仕組みづくり」（22.8％）の順となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「行政情報の提供・公開の充実」の割合が高くなっている。 

 

  

 

 

  

42.9

38.7

25.3

22.8

17.9

17.6

11.9

7.2

1.9

4.0

11.4

3.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

行政情報の提供・公開の充実

多くの住民の意見や要望を

聞くための広聴活動の充実

新たなまちづくりの担い手

（ＮＰＯ等）の育成・支援

ボランティア活動を活性化

するための仕組みづくり

まちづくりに関する学習機会の提供

まちづくりのリーダーの育成

自治会組織の強化、活動への支援

審議会や委員会などへの公募委員、

パブリックコメントの充実

その他

特にない

わからない

無回答

全体(N=833)

（％）

47.1

37.9

24.3

21.1

16.2

18.2

13.9

9.2

3.2

4.9

9.5

2.6

39.6

39.8

26.7

24.2

19.3

17.6

10.6

5.7

1.1

3.0

12.5

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

行政情報の提供・公開の充実

多くの住民の意見や要望を

聞くための広聴活動の充実

新たなまちづくりの担い手

（ＮＰＯ等）の育成・支援

ボランティア活動を活性化

するための仕組みづくり

まちづくりに関する学習機会の提供

まちづくりのリーダーの育成

自治会組織の強化、活動への支援

審議会や委員会などへの公募委員、

パブリックコメントの充実

その他

特にない

わからない

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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年齢別では、40 代で「まちづくりに関する学習機会の提供」、60 代で「新たなまちづく

りの担い手（ＮＰＯ等）の育成・支援」「ボランティア活動を活性化するための仕組みづ

くり」、70 歳以上で「自治会組織の強化、活動への支援」の割合がそれぞれ高くなってい

る。 

 

 

 

  

単位（％）

行
政
情
報
の
提
供
・
公
開
の
充
実

多
く
の
住
民
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
た
め

の
広
聴
活
動
の
充
実

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
（

Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
）

の
育
成
・
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供

ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー

の
育
成

自
治
会
組
織
の
強
化
、

活
動
へ
の
支
援

審
議
会
や
委
員
会
な
ど
へ
の
公
募
委
員
、

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
充
実

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体(N=833) 42.9 38.7 25.3 22.8 17.9 17.6 11.9 7.2 1.9 4.0 11.4

【年齢別】

29歳以下(n=102) 38.2 42.2 22.5 22.5 15.7 20.6 13.7 7.8 1.0 3.9 10.8

30代(n=150) 43.3 42.7 26.0 22.0 19.3 16.0 7.3 8.7 1.3 3.3 14.0

40代(n=165) 37.6 37.6 25.5 21.8 23.0 16.4 9.1 7.9 4.8 3.6 11.5

50代(n=180) 45.6 35.6 24.4 23.9 16.7 18.9 11.1 7.2 2.2 4.4 12.8

60代(n=85) 44.7 29.4 32.9 28.2 16.5 18.8 11.8 9.4 0.0 4.7 5.9

70歳以上(n=145) 46.9 43.4 24.1 21.4 14.5 16.6 20.0 3.4 0.7 3.4 10.3
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５ 住民と行政の関係の在り方 

問 22 あなたは、今後のまちづくりにおいて、住民と行政の関係はどうあるべきだ

と思いますか。（○は１つ） 

 

住民と行政の関係の在り方については、「住民と行政が協力しながら、一体となってま

ちづくりを進める」の割合が 56.5％と最も高く、次いで「住民が協力しながら、行政主導

でまちづくりを進める」（20.8％）、「行政の支援を受けながら、住民主導でまちづくり

を進める」（7.8％）の順となっている。 

性別では、女性は男性に比べ「住民と行政が協力しながら、一体となってまちづくりを

進める」の割合が高くなっている。 

年齢別では、30 代以下や 50 代で「住民と行政が協力しながら、一体となってまちづく

りを進める」の割合が他の年齢層に比べてやや高くなっている。 

 

 

 

  

56.5

20.8

7.8

1.2

0.6

9.8

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0

住民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを進める

住民が協力しながら、行政

主導でまちづくりを進める

行政の支援を受けながら、住民

主導でまちづくりを進める

行政が積極的に進めて、

住民は特に関与しない

その他

わからない

無回答

全体(N=833)

（％）

51.7

23.7

10.1

2.0

1.2

8.4

2.9

60.6

18.9

6.1

0.6

0.2

10.4

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

住民と行政が協力しながら、

一体となってまちづくりを進める

住民が協力しながら、行政

主導でまちづくりを進める

行政の支援を受けながら、住民

主導でまちづくりを進める

行政が積極的に進めて、

住民は特に関与しない

その他

わからない

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）

単位（％）

住
民
と
行
政
が
協
力
し

な
が
ら
、

一
体
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る 住
民
が
協
力
し
な
が

ら
、

行
政
主
導
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る

行
政
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、

住
民
主
導
で
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る

行
政
が
積
極
的
に
進
め

て
、

住
民
は
特
に
関
与

し
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全体(N=833) 56.5 20.8 7.8 1.2 0.6 9.8

【年齢別】

29歳以下(n=102) 58.8 18.6 9.8 1.0 0.0 8.8

30代(n=150) 61.3 16.0 10.0 2.0 0.7 9.3

40代(n=165) 55.2 24.2 5.5 2.4 0.6 9.1

50代(n=180) 59.4 23.3 6.1 0.0 1.1 8.9

60代(n=85) 52.9 21.2 9.4 1.2 1.2 8.2

70歳以上(n=145) 51.0 20.0 8.3 0.7 0.0 13.8
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６ 行政運営に関して取り組むべきこと 

問 23 あなたは、宇多津町の行政運営について、今後、どのようなことに取り組むべ

きだと思いますか。（○は３つまで） 

 

行政運営に関して取り組むべきことについては、「電子申請など行政手続きのオンライ

ン化」の割合が 28.5％と最も高く、次いで「公共施設の効率的な活用」（25.9％）、「職

員の能力や資質の向上」（23.6％）、「窓口対応のサービス向上」（23.4％）、「行政窓

口のデジタル化」（20.4％）の順となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「行政窓口のデジタル化」の割合が高く、女性は「公共施

設の効率的な活用」の割合が男性を上回っている。 

 

 
 

  

28.5

25.9

23.6

23.4

20.4

20.0

18.0

12.0

11.8

10.2

6.4

1.9

4.2

11.6

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0

電子申請など行政手続き

のオンライン化

公共施設の効率的な活用

職員の能力や資質の向上

窓口対応のサービス向上

行政窓口のデジタル化

民間で実績を持つ人の登用・活用

行政情報の積極的な公開

庁内組織のスリム化

公共事業の見直し

行政運営への住民の参加促進

民間委託の推進

その他

特にない

わからない

無回答

全体(N=833)

（％）

30.9

21.7

24.9

22.3

24.9

22.3

19.1

12.7

11.3

12.4

6.9

1.7

4.0

10.7

2.9

26.9

29.4

23.3

24.4

17.4

18.9

16.9

11.2

12.3

8.9

5.9

2.1

4.0

12.1

3.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

電子申請など行政手続き

のオンライン化

公共施設の効率的な活用

職員の能力や資質の向上

窓口対応のサービス向上

行政窓口のデジタル化

民間で実績を持つ人の登用・活用

行政情報の積極的な公開

庁内組織のスリム化

公共事業の見直し

行政運営への住民の参加促進

民間委託の推進

その他

特にない

わからない

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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年齢別では、若い年齢層ほど「電子申請など行政手続きのオンライン化」の割合が高く、

60 代で「庁内組織のスリム化」、60 代以上で「行政情報の積極的な公開」、70 歳以上で

「職員の能力や資質の向上」「窓口対応のサービス向上」の割合がそれぞれ高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

  

単位（％）

電
子
申
請
な
ど
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化

公
共
施
設
の
効
率
的
な
活
用

職
員
の
能
力
や
資
質
の
向
上

窓
口
対
応
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

行
政
窓
口
の
デ
ジ
タ
ル
化

民
間
で
実
績
を
持
つ
人
の
登
用
・

活
用

行
政
情
報
の
積
極
的
な
公
開

庁
内
組
織
の
ス
リ
ム
化

公
共
事
業
の
見
直
し

行
政
運
営
へ
の
住
民
の
参
加
促
進

民
間
委
託
の
推
進

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体(N=833) 28.5 25.9 23.6 23.4 20.4 20.0 18.0 12.0 11.8 10.2 6.4 1.9 4.2 11.6

【年齢別】

29歳以下(n=102) 43.1 28.4 14.7 15.7 28.4 15.7 13.7 10.8 5.9 6.9 7.8 2.9 2.0 16.7

30代(n=150) 40.7 25.3 20.0 18.0 28.0 22.7 18.0 10.0 8.7 9.3 6.0 2.0 6.7 13.3

40代(n=165) 30.3 29.1 19.4 17.6 29.1 21.8 10.9 7.3 11.5 7.9 9.1 1.8 4.8 10.9

50代(n=180) 27.8 25.0 24.4 28.3 18.3 20.0 16.1 13.9 16.1 11.1 5.0 2.2 3.3 11.1

60代(n=85) 22.4 22.4 29.4 21.2 14.1 20.0 25.9 22.4 14.1 14.1 7.1 1.2 1.2 10.6

70歳以上(n=145) 8.3 25.5 34.5 36.6 3.4 19.3 25.5 11.0 13.1 12.4 4.1 1.4 4.8 9.0
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７ 行政に関する情報の入手先 

問 24 あなたは、宇多津町の行政に関する情報を主にどこから入手していますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

 

行政に関する情報の入手先については、「広報うたづ」の割合が 85.4％と最も高く、次

いで「宇多津町のホームページ」（29.8％）、「家族や知人・近所の人」（22.2％）、「役

場での掲示やパンフレット」（8.4％）の順となっている。 

性別では、女性は男性に比べ「家族や知人・近所の人」の割合が高くなっている。 

 

  

 

  

85.4

29.8

22.2

8.4

7.2

6.1

3.8

1.4

1.8

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

広報うたづ

宇多津町のホームページ

家族や知人・近所の人

役場での掲示やパンフレット

ケーブルテレビ

宇多津町のライン

防災行政無線

宇多津町のフェイスブック

その他

無回答

全体(N=833)

（％）

82.9

30.9

18.2

9.0

8.4

4.6

3.2

0.9

1.4

2.0

86.9

28.4

25.6

8.1

6.6

7.4

4.4

1.9

2.1

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0100.0

広報うたづ

宇多津町のホームページ

家族や知人・近所の人

役場での掲示やパンフレット

ケーブルテレビ

宇多津町のライン

防災行政無線

宇多津町のフェイスブック

その他

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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年齢別では、29 歳以下で「家族や知人・近所の人」、30 代で「宇多津町のホームペー

ジ」、70 歳以上で「役場での掲示やパンフレット」の割合がそれぞれ高くなっている。 

居住年数別でみると、５年未満で「宇多津町のホームページ」の割合が高く、居住年数

が長くなるほど「家族や知人・近所の人」の割合が高くなっている。 

 

 

  

単位（％）

広
報
う
た
づ

宇
多
津
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

家
族
や
知
人
・
近
所
の
人

役
場
で
の
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

宇
多
津
町
の
ラ
イ
ン

防
災
行
政
無
線

宇
多
津
町
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ

ク

そ
の
他

全体(N=833) 85.4 29.8 22.2 8.4 7.2 6.1 3.8 1.4 1.8

【年齢別】

29歳以下(n=102) 66.7 27.5 38.2 7.8 9.8 6.9 1.0 1.0 2.9

30代(n=150) 81.3 43.3 22.7 8.7 3.3 9.3 5.3 2.0 0.7

40代(n=165) 90.3 32.7 18.2 7.9 9.7 9.1 3.6 3.6 2.4

50代(n=180) 90.0 28.9 20.0 5.6 6.1 4.4 2.2 0.6 1.7

60代(n=85) 92.9 34.1 17.6 5.9 8.2 5.9 7.1 0.0 1.2

70歳以上(n=145) 86.9 12.4 20.7 14.5 7.6 1.4 4.8 0.7 2.1

【居住年数別】

５年未満(n=139) 78.4 41.0 13.7 13.7 2.9 9.4 3.6 1.4 2.2

５年以上～10年未満(n=103) 88.3 35.9 16.5 11.7 4.9 11.7 5.8 1.9 2.9

10年以上～20年未満(n=183) 83.6 26.8 21.3 6.0 6.6 3.8 2.7 1.1 1.6

20年以上～30年未満(n=150) 83.3 34.7 26.7 3.3 11.3 6.0 4.7 3.3 2.0

30年以上(n=249) 90.8 20.9 27.7 9.2 8.8 3.6 3.6 0.4 1.2
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８ 運転免許取得状況 

問 25 あなたは、自動車やバイクの運転免許を持っていますか。（○は１つ） 

 

運転免許取得状況については、「運転免許を持っており、ふだん運転している」が 80.4％、

「運転免許を持っているが、ふだんはほとんど運転しない」が 6.5％、合計で 86.9％が『運

転免許を持っている』と回答している。一方、「運転免許を持っていないが、送迎を頼める

人がいるなど、特に支障はない」は 6.7％、「運転免許を持っておらず、送迎を頼める人も

いないなど、支障がある」は 4.0％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「運転免許を持っており、ふだん運転している」の割合が

高くなっている。 

年齢別では、29 歳以下や 70 歳以上で「運転免許を持っていないが、送迎を頼める人が

いるなど、特に支障はない」、70 歳以上で「運転免許を持っておらず、送迎を頼める人も

いないなど、支障がある」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

  
※１：運転免許を持っていないが、送迎を頼める人がいるなど、特に支障はない 

※２：運転免許を持っておらず、送迎を頼める人もいないなど、支障がある 

 

 

  

※１：運転免許を持っていないが、送迎を頼める人がいるなど、特に支障はない

※２：運転免許を持っておらず、送迎を頼める人もいないなど、支障がある

80.4

85.8

76.3

61.8

90.0

92.1

90.6

83.5

55.2

6.5

4.3

8.1

13.7

8.0

4.2

6.1

8.2

2.1

6.7

5.2

7.8

19.6

1.3

0.6

1.1

3.5

19.3

4.0

3.5

4.4

2.9

1.8

0.6

3.5

15.9

2.4

1.2

3.4

2.0

0.7

1.2

1.7

1.2

7.6

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

運転免許を

持っており、

ふだん運転

している

運転免許を

持っているが、

ふだんはほと

んど運転しない

運転免許を

持っていない

が、特に支障

はない（※１）

運転免許を

持っておらず、

支障がある

（※２）

無回答
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居住地区別では、岩屋～長縄手地区で「運転免許を持っており、ふだん運転している」

の割合が他の地区を大きく上回っている。 

世帯構成別でみると、独り暮らし世帯で「運転免許を持っておらず、送迎を頼める人も

いないなど、支障がある」、三世代世帯で「運転免許を持っていないが、送迎を頼める人が

いるなど、特に支障はない」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

 
※１：運転免許を持っていないが、送迎を頼める人がいるなど、特に支障はない 

※２：運転免許を持っておらず、送迎を頼める人もいないなど、支障がある 

 

 

  

80.4

80.3

78.6

80.2

90.0

75.9

76.9

80.2

66.7

80.5

85.1

62.2

6.5

7.6

8.8

6.3

1.1

5.2

7.7

5.2

7.1

4.8

7.1

6.7

6.7

6.8

6.5

5.4

5.6

13.8

10.3

5.2

9.1

7.1

4.5

24.4

4.0

3.0

3.8

4.5

3.3

3.4

2.6

6.9

13.1

4.8

1.3

4.4

2.4

2.3

2.3

3.6

1.7

2.6

2.6

4.0

2.9

2.0

2.2

凡例（％）

全体(N=833)

【居住地区別】

浜一番丁～浜五番丁(n=132)

浜六番丁～浜九番丁(n=262)

新開～吉田地区(n=111)

岩屋～長縄手地区(n=90)

大門～塩浜地区(n=58)

十楽寺・田町地区(n=39)

沼ノ池～津の郷地区(n=116)

【世帯構成別】

独り暮らし世帯(n=99)

夫婦のみの世帯(n=210)

二世代世帯(n=449)

三世代世帯(n=45)

運転免許を

持っており、
ふだん運転

している

運転免許を

持っているが、
ふだんはほと

んど運転しない

運転免許を

持っていない
が、特に支障

はない（※１）

運転免許を

持っておらず、
支障がある

（※２）

無回答
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９ 宇多津町コミュニティバスの利用頻度 

問 26 宇多津町では、令和２（2020）年 10 月に「宇多津町コミュニティバス（みん

なのおでかけバス）」の試行運行を始めました。あなたは、ふだん宇多津町コミュ

ニティバスをどの程度利用していますか。（○は１つ） 

 

宇多津町コミュニティバスの利用頻度については、大半（92.4％）が「利用していない」

と回答しているが、利用者は合計で 5.8％となっており、そのうち「必要なときだけ利用

している」は 4.6％となっている。 

性別では、大きな差はみられない。 

 

 

 

  

0.2

0.1

0.0

0.2

0.7

4.6

92.4

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ほぼ毎日利用している

週に２～３回程度利用している

週に１回程度利用している

月に１～２回程度利用している

それ以下

必要なときだけ利用している

利用していない

無回答

全体(N=833)

（％）

0.0

0.0

0.0

0.3

0.9

4.6

93.1

1.2

0.2

0.2

0.0

0.2

0.6

4.4

92.4

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0100.0

ほぼ毎日利用している

週に２～３回程度利用している

週に１回程度利用している

月に１～２回程度利用している

それ以下

必要なときだけ利用している

利用していない

無回答

男性(n=346)

女性(n=472)

（％）
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＜参考＞ 

 
  

単位（％）

ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て

い
る

週
に
２
～

３
回
程
度

利
用
し
て
い
る

週
に
１
回
程
度
利
用

し
て
い
る

月
に
１
～

２
回
程
度

利
用
し
て
い
る

そ
れ
以
下

必
要
な
と
き
だ
け
利

用
し
て
い
る

利
用
し
て
い
な
い

全体(N=833) 0.2 0.1 0.0 0.2 0.7 4.6 92.4

【年齢別】

29歳以下(n=102) 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 3.9 95.1

30代(n=150) 0.7 0.0 0.0 0.0 0.7 4.7 93.3

40代(n=165) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 4.2 94.5

50代(n=180) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 94.4

60代(n=85) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 97.6

70歳以上(n=145) 0.0 0.7 0.0 1.4 2.1 7.6 82.1

【運転免許取得状況別】

免許があり運転している(n=670) 0.3 0.0 0.0 0.0 0.6 3.1 95.8

免許はあるが運転しない(n=54) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 88.9

免許はないが支障はない(n=56) 0.0 1.8 0.0 1.8 0.0 7.1 87.5

免許がなく支障がある(n=33) 0.0 0.0 0.0 3.0 6.1 18.2 72.7

【居住地区別】

浜一番丁～浜五番丁(n=132) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.8 92.4

浜六番丁～浜九番丁(n=262) 0.4 0.0 0.0 0.0 0.8 3.4 93.1

新開～吉田地区(n=111) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 5.4 89.2

岩屋～長縄手地区(n=90) 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 4.4 94.4

大門～塩浜地区(n=58) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.2 94.8

十楽寺・田町地区(n=39) 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 2.6 92.3

沼ノ池～津の郷地区(n=116) 0.0 0.9 0.0 0.9 0.9 4.3 92.2

【世帯構成別】

独り暮らし世帯(n=99) 0.0 0.0 0.0 1.0 2.0 4.0 89.9

夫婦のみの世帯(n=210) 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 4.3 92.4

二世代世帯(n=449) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 4.9 93.5

三世代世帯(n=45) 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 88.9
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10 宇多津町コミュニティバスの利用意向 

問 27 今後、あなたは「宇多津町コミュニティバス（みんなのおでかけバス）」を利

用したいですか。（○は１つ） 

 

宇多津町コミュニティバスの利用意向については、「ぜひ利用したい」が 5.3％、「必要

なときに利用したい」が 28.8％、合計で 34.1％が『利用したい』と回答している。一方、

「利用しない」は 34.0％、「わからない」は 28.1％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「利用しない」の割合が高く、女性は「必要なときに利用

したい」の割合が男性を上回っている。 

年齢別では、29 歳以下で「利用しない」、60 代で「わからない」の割合がそれぞれ高く

なっている。 

運転免許取得状況別でみると、免許がなく支障がある人で「ぜひ利用したい」の割合が

他の層を大きく上回っている。 

 

 
 

  

5.3

6.4

4.2

5.9

4.7

7.3

3.9

2.4

6.2

4.9

3.7

3.6

18.2

28.8

24.3

32.4

15.7

30.7

31.5

31.1

30.6

29.7

29.4

38.9

25.0

24.2

34.0

37.9

31.6

47.1

36.0

29.7

35.0

25.9

31.0

36.0

24.1

35.7

18.2

28.1

27.7

28.0

30.4

27.3

29.1

28.3

37.6

20.7

27.6

33.3

32.1

30.3

3.8

3.8

3.8

1.0

1.3

2.4

1.7

3.5

12.4

2.1

3.6

9.1

凡例（％）

全体(N=833)

【性別】

男性(n=346)

女性(n=472)

【年齢別】

29歳以下(n=102)

30代(n=150)

40代(n=165)

50代(n=180)

60代(n=85)

70歳以上(n=145)

【運転免許取得状況別】

免許があり運転している(n=670)

免許はあるが運転しない(n=54)

免許はないが支障はない(n=56)

免許がなく支障がある(n=33)

ぜひ利用

したい

必要なときに

利用したい

利用しない わからない 無回答
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コミュニティバスの利用状況別（問 26）でみると、利用していない人の約３割が『利用

したい（合計）』と回答している。 

居住地区別では、浜一番丁～浜五番丁で『利用したい（合計）』、十楽寺・田町地区で「わ

からない」の割合がそれぞれ高くなっている。 

世帯構成別では、夫婦のみの世帯で『利用したい（合計）』、三世代世帯で「利用しない」

の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

 
 

  

5.3

26.5

4.0

5.3

5.0

2.7

4.4

3.4

5.1

7.8

1.0

8.1

4.7

4.4

28.8

51.0

27.9

37.1

30.2

28.8

31.1

17.2

17.9

26.7

27.3

31.9

27.2

24.4

34.0

12.2

36.0

26.5

34.7

34.2

40.0

37.9

25.6

36.2

35.4

29.5

35.0

42.2

28.1

6.1

30.0

28.8

26.3

27.0

22.2

36.2

48.7

25.0

28.3

25.7

30.5

24.4

3.8

4.1

2.1

2.3

3.8

7.2

2.2

5.2

2.6

4.3

8.1

4.8

2.7

4.4

凡例（％）

全体(N=833)

【コミュニティバスの利用状況別】

利用している(n=49)

利用していない(n=770)

【居住地区別】

浜一番丁～浜五番丁(n=132)

浜六番丁～浜九番丁(n=262)

新開～吉田地区(n=111)

岩屋～長縄手地区(n=90)

大門～塩浜地区(n=58)

十楽寺・田町地区(n=39)

沼ノ池～津の郷地区(n=116)

【世帯構成別】

独り暮らし世帯(n=99)

夫婦のみの世帯(n=210)

二世代世帯(n=449)

三世代世帯(n=45)

ぜひ利用

したい

必要なときに

利用したい

利用しない わからない 無回答
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＜コミュニティバスを利用したい場面＞ 
 

回答内容 回答件数 

高齢になったとき、運転免許返納後、運転できなくなったとき 72 

車がないとき、車が使えないとき 35 

買い物へ行くとき 24 

病院へ行くとき 23 

駅、買い物、病院以外の外出時 

（学校行事や町の行事、公園、郵便局・銀行等） 
20 

子どもと出かけるとき（子どもが乗りたい、教育の一環として） 19 

駅を利用するとき 13 

病気やけが、妊娠、体調不良のとき 11 

雨など天候が悪いとき ９ 

飲酒するとき ３ 

通勤・通学のとき ３ 

目的地が運行コース上にあるとき、暇なときに１周してみたい ・・・など １ 

 

  



66 

11 宇多津町の自慢できるもの（自由記述回答） 

問 28 あなたにとって、宇多津町の「自慢できるもの」は何ですか。ほかの人におす

すめしたい、とっておきの場所や施設、イベントや祭り、産業、文化、食べ物、

方言・・・など、どのようなジャンルでも構いませんので、自由にご記入くださ

い。 

 

宇多津町の自慢できるものについて、自由記述方式で尋ねたところ、以下のような回答

がみられた。なお、類似回答については、まとめて集計している。 

 

回答内容 回答件数 

【施設】  

四国水族館 94 

宇多津臨海公園、うたづ海ホタル、アロハナイト 30 

ゴールドタワー、空金 24 

青ノ山展望台、青ノ山 14 

ユープラザうたづ ８ 

四国健康村 ３ 

産直市 ２ 

道の駅 ２ 

ライブラリーうたづ. ２ 

産業資料館 １ 

南部すくすくスクエア １ 
  

【祭り】  

宇多津秋祭り、宇多津太鼓台祭り、ちょうさ祭り 40 

宇多津おひな祭り 24 

祭り 10 
  

【産業】  

塩、塩田、塩づくり体験 18 
  

【食べ物】  

さぬきうどん、うどん 12 

塩あめ、キャラメル ３ 

藻塩アイス、塩アイス ２ 
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回答内容 回答件数 

【暮らし】  

商業施設など生活に必要な施設が充実、買い物が便利 127 

住みやすい、コンパクトで便利 102 

道路の整備、交通アクセスが良い 37 

公園が充実している 27 

子育てがしやすい 17 

遊歩道がきれい ８ 
  

【人】  

人が良い、穏やか、優しい 12 

子どもが増えている、人口の増加 10 
  

【その他】  

役場の方がとても親切、行政の手続きが早い 39 

古い街と新しい街のバランスが良い 34 

自然豊か（海や山が近い） 26 

寺社仏閣（宇夫階神社、郷照寺） 26 

街並みがきれい 23 

瀬戸内海、瀬戸大橋 19 

歴史、伝統 ９ 

夕日、夕焼け ６ 

浜街道 ４ 

四国の玄関口 ２ 
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【４】自由記述回答集約結果 

問 29 あなたが、将来に向けて宇多津町の行政に望むことやまちづくりに関するご

意見、ご提案などがあれば、自由にご記入ください。 

 

宇多津町のまちづくりに関して、意見等を自由記述方式で尋ねたところ、以下のような

回答がみられた。なお、自由記述については、誤字等の修正を除き、原文に基づいて掲載

している。 

 

１ 環境保全について 

・海と川が汚いので、きれいにしてください。（女性 19 歳以下・新開～吉田地区） 

・旧宇多津は、田園や自然を大切に残してほしい。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・草が生え放題で汚い。（女性 30 代・新開～吉田地区） 

・もう少し緑化が進むといいと思う。他の町より少し暑いと思う。見物が多いため。（女

性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・水族館は、シンポジウム開催など学術的な情報発信基地として活用。研究結果を海の環

境保全や養殖技術などに生かす。（男性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

 

２ 農林業について 

・南方の農業部分を残してほしい。家が増えるのは良いことだけど、少し寂しい。（男性

20 代・十楽寺・田町地区） 

・南部の景観を残すために農林業を推奨、振興しつつ、新都市部では利便性を高め、さら

なる都市化を図ってほしい。（男性 30 代・十楽寺・田町地区） 

・宇多津から発信できる産物を作ること（野菜、果物など）。（男性 50 代・大門～塩浜地

区） 

・農業にもっと税金を使って支援する。（女性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・古代米。他とは違った米だからです。（女性 50 代・新開～吉田地区） 

・田園がなくなっていますが、食べ物の自給率が悪くなっていると思います。もっと食育

について考えた方がよいと考えます。（50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・特産品の開発。（男性 70 歳以上・浜一番丁～浜五番丁） 

 

３ 企業誘致や地場産業の振興について 

・南部にも産直。（男性 19 歳以下・沼ノ池～津の郷地区） 

・飲食店（有名店）の誘致。（男性 19 歳以下・その他の地区） 

・活気のある町に！！他の地域に無い店があればいいと思う。（女性 19 歳以下・浜六番

丁～浜九番丁） 

・坂出にコストコを誘致できないそうなので、宇多津町にコストコ・ＩＫＥＡ誘致してほ

しい。（女性 19 歳以下・岩屋～長縄手地区） 

・北浜の開発がある程度行われているため、宇多津の南部や北浦あたりの誘致、開発。（男

性 20 代・浜一番丁～浜五番丁） 
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・イオンモールのような、いろんなお店が入っている施設を作ってください。できれば、

坂出市寄りの浜海道に。水族館は良いと思います。もっとゴールドタワーの中に何か目

玉になるものがあればステキです。居酒屋が少ない気がします。駅らへん、どうでしょ

うか。（男性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・スーパーマーケットの不足問題（長縄手付近）。（男性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・町外在住の人に聞いた宇多津町のイメージの中に、必ず大きなパチンコ屋があるが入る。

あまり良いイメージではないと思う。利便性の高い交通機関を活かして四国内、本州か

ら人を呼び込むべき。大学の誘致やスポーツ施設の新設などで多様な人材を集める。（女

性 20 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・もっと商業施設を誘致してほしいです。コストコやＩＫＥＡなど有名な施設を誘致して

他の町や県からの人を呼びこむことでもっと住み良く、にぎやかになると思います。（女

性 20 代・その他の地区） 

・より多くの商業施設（子ども～大人まで休日に足を運びたくなるような）をさらに増や

し、県内外からの人の流れを作り、町全体がにぎわう仕組み、フローを生み出してほし

い。（男性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・さぬき浜街道北側の活用。駅周辺に意外と少ない「ファミレス」の出店（行政ではない

ですが…）。（男性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・ホームセンターが無く、ＤＩＹ等で必要なものは、隣市まで買いに行かなければならな

い。（男性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・南部地域での計画的な土地活用、店舗誘致を行ってください。（男性 30 代・その他の

地区） 

・香川県でも若い世代の居住が多い印象です。岡山県に近い土地柄、四国の玄関口として

もっと商業施設の誘致をお願いしたいです。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・ホームセンターがあれば、町から出ず買い物が済むのにと、住んで 10 年間ずっと思っ

ています。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町の良さを知る機会が増えれば、移住してくる方や起業する方も増えると思いま

す。飽和状態にあるとは思いますが、人口増加や新たな企業誘致などで町を活性化させ

てもらいたいです。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・ホームセンターが町内に無いので、誘致してもらえると嬉しいです。（女性 30 代・浜

六番丁～浜九番丁） 

・活力ある商工業の復興。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・長穐田の方にもドラッグストアやスーパーがほしい。（女性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・ホームセンターとケンタッキーがほしい。（男性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・神戸のモザイクのように、複合施設を誘致し人が集まるしくみをつくる（ゴールドタ

ワー周辺）。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・大規模ショッピングモールを誘致してほしい。「ゆめタウン高松」「イオン綾川」のよ

うな。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町に住んで、丸亀市で起業しました。瀬戸内シリコンバレーの形成とか、瀬戸内

の産業都市の中心を目指してほしい。瀬戸大橋があるので、アメリカ、シリコンバレー

のサンフランシスコが参考になると思います。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・新聞で人口減少（香川県外へ出る人が増）の記事が書かれていた。若者の意見で、魅力

的な企業が無いと回答があった。ぜひ、率先して企業誘致してください。（男性 40 代・

岩屋～長縄手地区） 

・他市町村（綾川町等）の成功事例を元に、将来、核となる企業誘致を望みます（モール

型、アウトレット、百貨店等）。もうスーパーマーケットの乱立は不要です。（男性 40

代・十楽寺・田町地区） 

・コストコを誘致してほしい。大型書店がほしい。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・１人で利用できる飲食店が多い。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・イケア、コストコができたらいいなと思います。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・自然食品店（有機野菜やオーガニック食品等）を展開してほしいです。（女性 40 代・

大門～塩浜地区） 

・イオン宇多津の店内があんまり…イオン綾川みたいに充実してほしい。（女性 40 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・コストコがほしい。（女性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・企業誘致。（性別不明 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・バーガーキングみたいに、高松にないお店を宇多津に出店してほしい。成城石井やカル

ディのようなスーパーを出店してほしい。（性別不明 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・臨海部は人口が多い割に魅力的な商業施設が少ない。イオンタウンも寂れている。目玉

になるような、他地域からも人が来るような商業施設を誘致してほしい。複合的な施設

を立地するスペースがまだ有るのでは？これからの時代、成長し続ける自治体以外全て

沈んでゆく。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・ホームセンターがなくなったので不便。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・宇多津町にしかない「独自・ユニーク・個性」あるお店が増えてほしい。駅周辺の更な

る活性化。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・駅前の活性化。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・子どもたちが県外に進学して卒業すると、宇多津町内に帰って来ても、仕事をする会社

や企業がなければ県外での就職となります。親たちは老人に成り、県外の子どもたちに

面倒を見てもらうことになると思います。そして四国に新幹線が乗り入れると、新幹線

以外の路線はＪＲから外され、地元で路線を維持することになり、地元の経済的負担が

考えられます。観光だけでは不安でしょう。是が非でも企業誘致が必要かと。（女性 60

代・浜六番丁～浜九番丁） 

・商業施設の充実（中讃地区のセンター的役割、位置を！）。（男性 70 歳以上・浜六番

丁～浜九番丁） 

・安い物ばかりの世の中、高級志向も必要ではないかと思う。先日ガラスコップを買いに

行ったら、思ったものがなく、高松迄行って買ってきました。たまに良いものもほしい。

宇多津に行ったら何でも揃うといわれる町にと思う。（女性 70 歳以上・浜六番丁～浜

九番丁） 
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４ 観光・交流事業について 

・秋の祭りや歩行者天国…活気があってすごく楽しい。コロナが収まったら、またやって

ほしい。駅の近くに店が多く、電車で来た人も便利。（男性 19 歳以下・浜一番丁～浜五

番丁） 

・今まで以上に人が集まるような施設があればよい。（男性 20 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・観光地が増えると嬉しい。（男性 20 代・その他の地区） 

・水族館を生かした観光誘致にあたり、中讃エリアが一体となって取組んでほしい。単体

のセールスではなく、広域で誘致し、各エリアで少しでも長く滞在できるようにして

いってほしい。（男性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・まちづくりに関して、ゴールドタワーがもったいない気がします。日本で６番目に高い

タワーなので誇ってもいいし、もっと活性化すれば水族館との相乗効果はあると思って

います。（男性 30 代・新開～吉田地区） 

・旧町内の神社仏閣等を利用した観光都市化を進めてほしい。（男性 30 代・十楽寺・田

町地区） 

・新宇多津都市の観光資源が中途半端だと思うので、もう少し魅力を増していってほしい

です。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・１年前に住みはじめましたが、とても住みやすいです。コロナの関係で、地元の行事が

ないのが、とても残念です。宇多津は、新しい街並みと、歴史ある町並みとの両方があ

るから、良いと聞いていました。もっと地元の方との交流をしたいです。（女性 30 代・

浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町の（特に旧町内）良さを知る機会が少ないと感じます。「宇多津の町家とおひ

なさん」のイベントで、私のような県外出身者も古街の良さを初めて知ることができま

した。またイベントを開催する際に、もう少し宇多津（町や業者の方も含めて）にお金

を落としてもらう工夫があるとよいと感じました（子どもはリアル謎解きイベントやス

タンプラリーを希望しています）。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・観光スポットとして、水族館周辺でのイベントやお祭りをして（若者に向け）、集客を

図るとよいのでは？手作り作家さんやフリーマーケットスペース、子どもの体験できる

スペース。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・観光地の強化、お土産街（こんぴらのような）食べ歩きスポット。駅の周りの寂し気な

空気で、栄えてないことが分かってしまいます。デートスポット、アスレチック。（女

性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・もっと県外から人が遊びに来る町になるといい。水族館周辺でマルシェ（大型）を開催

したり、古民家をもっと活用するイベントを企画したり…。シェルメールと協力して、

お見合いイベントもできると思う。全国から応募できるイベントにして、そのまま移住

してもらうとか（シェルメールからは割引ポイント付）。若い世代が多く、人口減と無

縁のイメージがある町なので、宇多津が香川を元気にしてほしいです。（女性 30 代・浜

六番丁～浜九番丁） 

・水族館周りを全く生かせていない。にぎわいが無く、死んでいる。古街も同様、ひな祭

りの時だけ。塩の街なのに、藻塩アイスが現在食べられる場所が不明。（女性 30 代・新

開～吉田地区） 
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・海外の人との交流。（女性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・まんのう町（山歩き、ソバのさいばい体験など）のように、町主体のイベントを増やし

てはどうか？⇒寺町歩き、塩作り体験や古代米等のめずらしい品の栽培。（女性 30 代・

その他の地区） 

・企業誘致などではない、町の財政を生み出していく観光やサービスを小・中規模ではな

く大きくやって変化してほしいです。（男性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・ゴールドタワー周りのお祭りを復活させてほしいです。（男性 40 代・浜一番丁～浜五

番丁） 

・若い人の楽しめるイベントなどをして、宇多津を楽しいと思える街にしていただけたら

よいなと思います。（女性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・今のままで、人が集まるような商業施設の充実・景観・観光・グルメ etc.を含めた魅力

的な町をずっと維持してほしい。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・水族館周辺の観光整備…瀬戸内海地域ならではの美味しい物を味わえる海鮮食堂、購入

できる観光市場、地元の人もリピーターになる産直。加工することで、規格外の物でも

お金になる、若者が一次産業に安心して従事できる。加工することで、規格外のもので

もお金になる。漫画、アニメなどの舞台誘致…タイアップ企画、聖地巡礼の観光客。不

用品の無料交換会実施…まだまだ使える物を必要される方に譲る機会をつくる（やむを

得ず捨てている物の有効活用。ゴミ処理代削減）。観光マイクロバス…観光シーズン限

定で、駅・水族館・札所・飲食店・宿などを巡るバスを運行し、観光客の利便性アップ

（隣接の市とタイアップすれば、魅力度アップ、バスが次の札所とか次の駅まで送るこ

とも）。（男性 50 代・浜六番丁～浜九番丁）  

・観光客向けにおしゃれな外資系のホテルを誘致してほしい。県外からの乗客に、寂れた

ビジネスホテルしかないとよく言われます。（男性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・水族館（男性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・せっかく県外より観光客が増えているが、メインの通りがない。大人は楽しめないと思

う。店舗が何かバラバラである…活力ある街にならないと思う。やり方次第だと思いま

す。私はまちづくりを行い、東海で３つの通りを成功させました。その経験から…。（男

性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・コミュニティの充実を。（男性 50 代・十楽寺・田町地区） 

・残念なことに臨海公園のゴミが多い。観光客も立ち寄る場なので、常にきれいな方がよ

いかと。四国水族館の口コミが酷い！私が行ってみたけれど、とても良かった！！もっ

とＰＲしてください！（女性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・海岸の活用。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・浜の方を、もっと遊びのできる場所にしたらよいと思う。海があり、山もある、とても

良い所をもっとアピールしたらよいと思う。例えば臨海公園の所に浜辺を作って、ＢＢ

Ｑができる場所や産直のような店を出して１日遊べると楽しいと思います。スケボー施

設やサイクリングコースを作るとか…。（女性 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・観光をもっと発展させてほしい。（男性 60 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・宇多津駅南に長距離バス、観光バスが停車しているが、専用のバス停車場があればよい。

青の山山頂の整備（道路含む）。（男性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・ゴールドタワーの使い方を検討していただけたらと思います。無理だと思いますが、サ

スケの競技場を作るとか、奇抜なアイデアを検討していただけたらとは思います。（男

性 60 代・新開～吉田地区） 

・これからのまちづくりに希望することとしては、ＪＲ宇多津駅の南出口、北出口周辺の

再開発。宇多津を訪れた人々が降り立った瞬間に、すてきな町と感じるような広場があ

り、イベントや観光案内、コミュニティが集積され、各地の観光資源と有機的に結びつ

くといいのかなと思います。また駅前や観光地にもう少し人気の飲食店があるといいか

なと思います。（女性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・他市の公共施設に比較して、音楽ライブ等で楽しめないので、ゆるめてほしい。今、宇

多津は固いと思います。もっと人が来るようにしてください。（男性 60 代・浜六番丁～

浜九番丁） 

・水族館近くの空き地やベルコの駐車場の辺りは寂しい気がする。せっかく観光にたくさ

んの方が来てくれるのに、残念な気がする。あと、瀬戸内海の美しさを楽しんでもらう

ために、ゴールドタワーをもっと活用してほしい。（男性 60 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・若い方の町として、広がってほしい。また海もお寺もあり、新しい所と古い所が両方あ

るので、外国の方もたくさん来てほしい。（女性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・青の山は花が少ないので、山野草がいろいろあるとよい。紅葉がもう少し登山道にあれ

ば、11 月の終わりから 12 月の初め頃に名所になって、宇多津町をアピールできるので

はないかと思います。（女性 70 歳以上・十楽寺・田町地区） 

 

５ 健康・福祉について 

・これから、ますます少子高齢化で、空き家が増えたり、古くなったり…、病気になった

り…。大変な高齢者にとって、住みやすい町にしてほしい（ずっと住み続けたので）。

（男性 20 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・圧倒的な病院不足。（男性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・医療機関が他市に比べて少なすぎる。内科のかかりつけは、宇多津病院で十分かもしれ

ないが、大きい総合病院が無いために困ることもある。そのために住民が丸亀坂町を選

ぶこともあると思う（宇多津を住む場所として選択しないかも）。産婦人科も無いので、

子育て世代も流出するかもしれないと思う。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・町内に総合病院がないのが一番不安です。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・病院がもう少し充実したらいいなと思います。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・医療（小児科など）を充実させてほしい。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町内に総合病院ができると、もっと安心感が増す。（女性 30 代・浜六番丁～浜

九番丁） 

・子どもが多いのに、小児科が１つしかなかったり、病児保育が１つもなかったり、産婦

人科がなかったり。あればすごくいいのになと思います。特に病児保育は近隣でも受け

入れ人数が少ないので、是非宇多津町にできてほしいです。（女性 30 代・浜六番丁～浜

九番丁） 

・子どもへのワクチン接種について、坂出だけでなく丸亀でも可能になれば助かります。

（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・フードドライブを取り入れ、常設してほしい（宇多津町役場などで）。不要な食材（加

工食品）を入手した際、実家のある市町村のフードドライブに受け取ってもらっている。

宇多津町内でも常設してもらえると、大変ありがたい。私が利用しているフードドライ

ブは、市町村の建屋内にあり、開館時間中に持ち込みできる。賞味期限が３か月以上

（１～３か月以上）あることが条件で、受取ってもらえる。（女性 30 代・浜六番丁～浜

九番丁） 

・もう少し病院、特に小児科を増やしたほうが、もっとこの町に住民（特に子育て世帯）

が増えてくると思う。（女性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・小児科…コロナ禍で子どもの熱が出た時、池内小児科には「発熱外来に行ってくれ」と

言われ、宇多津病院には「幼児は診られない」と言われた。子どもの発熱はよくあるの

に、町内で診てもらえる病院がないのはどうなのかと思う。普段自転車生活なので、坂

出市立や回生は遠い。丸亀の三浦内科では診てもらえたが…。（男性 40 代・浜六番丁～

浜九番丁） 

・子育てや移住者、若者だけでなく高齢者や障害者への支援を手厚くしてほしい。（男性

40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・退職した高齢者が転居しやすい（入ってきやすい）ような、ハード・ソフト両面の施策

を考えてほしい。（男性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・小児科が１つしかないので増やしてほしい。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・年を取っても、不自由なく暮らせる街であってほしいです。（女性 40 代・浜六番丁～

浜九番丁） 

・病院が少ない。丸亀か坂出に行かなければならない。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番

丁） 

・どの年代の人も住みやすいまちづくり。デジタル化など取入れるのも必要だが、お年寄

りの方が困っているのをよく見かけるので、もっとシンプルで分かりやすいシステムが

あればいいと思います（行政のは分からないが、飲食店や病院で困っている人を見かけ

ます）。古いもの、残した方がいいものも大切にしながら、住みやすく安全な街であれ

ばいいと思います。（女性 40 代・新開～吉田地区） 

・お店は多いが病院は少ないと思うので、メディカルモールのような病院の誘致にも力を

入れてほしい。特にこれからは、小児科が近くにあるかどうかと、病児保育を有する病

院があるかどうかは大きいので、検討してもらいたい。（女性 40 代・岩屋～長縄手地

区） 

・医療機関をもっと充実させてほしいです。（女性 40 代・大門～塩浜地区） 

・もう少し、入院などできる大きい設備のある病院がほしい。（女性 40 代・沼ノ池～津

の郷地区） 

・コロナの時、かかりつけ医でないので、なかなか対応してくれず、半日経っても連絡が

つかず。滝宮総合病院では１時間も待たずに連絡がつき、かかりつけ医でないのにすぐ

診てくれた。だが遠いので、宇多津にも大きい総合病院がほしい。かかりつけのない患

者もすぐに受け入れてほしかった。コロナの発熱外来の電話が一回線しかないらしく、

全然つながらなかった。滝宮総合病院は外にテントが有り、すぐに検査して薬もたくさ

ん出せられないと言いながら、いただけた。老人タクシー…バス停まで歩くのが難しい

場合、熱がある場合など使いにくい。買い物も家から店まで行ってくれるとかのタク

シーを使いたい。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 
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・誰もが、健康で快適に暮らせるまちづくり。（男性 50 代・新開～吉田地区） 

・角山プールの改修と減額。トレーニングジムの新しいものの導入。（男性 50 代・岩屋～

長縄手地区） 

・高齢者向けに軽運動ができる施設を作ってほしい。（女性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・医療で無料クーポン（子宮頸がんなど）がありますが、もっと診察してくれる病院を増

やしてほしいです。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・子宮ガン検診を無料、もしくは低額で、医療機関にて受けられる制度。胃ガン検診を他

地域と同じくらいの負担額にしてほしい。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・ヴィスポことひらのような、スポーツする場所がほしい。人の交流も盛んになるし、住

民の健康向上に役立つと思う。水族館の近くにあれば、連泊してもらえる可能性もある。

（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・高齢化で、車での買い物が難しくなってくると、駅前の広場で市場のようなものを開催

したり、キッチンカーでお弁当販売などをしていただけるとありがたいです（夏は暑い

ので難しいと思いますが…）。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・今後も高齢者が増えると思います。私もいつか後期高齢者となり、子どももいないので、

一人暮らしとなることがとても不安に思っています。高齢者の支援をお願いしたいと思

います。（女性 50 代・新開～吉田地区） 

・社協の活動が丸亀などより、母体が小さく不安と聞いたことがある。（女性 50 代・大

門～塩浜地区） 

・年寄りにも、住みやすい町にしてほしい。（女性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・【特定健康診査】現状では、人間ドックの受診は 69 歳までとなっている。後期高齢者

となる 75 歳未満（74 歳まで）に延長してほしい。注）丸亀市は、74 歳まで補助有りの

ようです。本人にとっても、行政にとっても“健康第一”です。（男性 60 代・浜六番

丁～浜九番丁） 

・町が作る老後の福祉施設。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

・かかりつけのクリニックを持ちたいが、丸亀や善通寺、高松に検診に出かけています。

設備の整った病院の充実をお願いします。（女性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・体が不自由なので、車の無い生活ができる社会。今は車が無いので、生活ができない。

レンタル自転車など。（男性 70 歳以上・浜一番丁～浜五番丁） 

・年寄りにやさしいまちづくり。（男性 70 歳以上・新開～吉田地区） 

・南の方に病院を作ってほしい。（男性 70 歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 

・今の時代、子どもが大切に扱われている。「子どもは将来の宝」それは理解しているが、

子どもを育てるのは親の務め、当たり前。でも今はそれが通用しない。これも理解して

いる。今まで色々な形で社会に貢献して来た高齢者は、皆頑張って子育てして、仕事を

して年を取っただけ。病気になったり、様々な高齢者がいます。もっと高齢者に優しい、

もう少し高齢者に目を向けたまちづくりを期待しています。誰でも気軽に利用できる、

介護保険を利用していない元気で自立した高齢者の居場所作りをお願いします。（女性

70 歳以上・浜一番丁～浜五番丁） 

・今で充分なのですが、福祉についてさらに充実してください。（女性 70 歳以上・浜六

番丁～浜九番丁） 
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・高齢化社会において、介護保険の対象となっていない高齢者が楽しく元気に安心して生

活できるシステムづくりが必要と思われる。ちょっとだけ助けてもらえれば、地域の中

で生活できるシステムの開発が必要になると思われる。これは行政と住民が共同で実現

していくのがベターだと考える。（女性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・高齢者の健康促進のための施設が保険センターしかないように思いますが、使用できな

い時が多々あります。代替施設又は、専用施設がほしい。（女性 70 歳以上・新開～吉田

地区） 

・津の郷近辺では、最近新住宅等もできているが、自動車を持っているときには感じな

かった全てにおいての不便さ、ひとり住まい、近隣のよそ者扱い。自治会に入っていな

いためか…。何の連絡もなく、差別感を感じる。地区独特のことも分かりません。仕事

ばかりで、都会からのＵターン、家庭の事情での一人暮らし、年齢の問題。これは個人

事情ですが、これから高齢者家庭も多くなってくることと想います。津の郷周辺に直産

店又はお惣菜屋さん等が出店する、パンフレット等で配達できるような店ができると、

ひとり暮らしの方、又、幼子を育てる方々が大変便利に利用でき、経済的にも助かりま

す。少量でのお買い上げもできるようになると思われます。（配達等の便も町からの指

定であるようですが、個人的な好みに合わなくても受け取るようなことになるので、食

品を無駄にする場合もあると思います。）（女性 70 歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 

 

６ 子育て・教育について 

・学生目線で、無料で利用できる学習施設を作ってほしいです。ユープラザうたづにも勉

強スペースはありますが、座席数が少ないです。試験期間などで空いている時は、よく

利用させていただいています。私は「マルタス（丸亀市）のような学習施設が宇多津町

にもあればいいな。」と思います。知人と、「図書館よりはマルタスやカフェのほうが

勉強は捗る。」という話をすることもあります。学生なので、いつもいつもカフェに行

くお金はないので、マルタスのような、お洒落な雰囲気で学習できる施設を検討してい

ただきたいです。（女性 19 歳以下・浜六番丁～浜九番丁） 

・兵庫県明石市のような子育て支援があると、長く住みたいと思うし、多くの人が移住し

てくるきっかけになると思います。（女性 19 歳以下・浜六番丁～浜九番丁） 

・子どもによって人口が増えているので、教育に力を入れるとよいと思います。（男性 20

代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町＝子育てに強い町というイメージを県内・外に広げ、住民増加（→口コミで広

がるような魅力あるまちづくり）に、努力してほしい。（男性 20 代・沼ノ池～津の郷地

区） 

・兵庫県明石市のような子育て世代への支援／投資をしっかりと行っていただきたい。

（男性 20 代・その他の地区） 

・保育園の欠席連絡や日頃の様子、行事連絡などができるアプリがあると、便利で良いな

と思うので、可能であれば製作してほしいです。（女性 20 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・子育て世帯への支援をもうすこし増やしてほしい。明石市までとはいわないので、オム

ツの補助券やもう少し気軽に訪問相談ができるようにしてほしい（子どもが保健セン

ターは苦手で、いつも泣いて、正確な話ができないから）。（女性 20 代・浜六番丁～浜

九番丁） 
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・子育て支援にもっと力を入れてほしい。坂出市のように“おむつ支援”のようなものが

あれば、すごく助かる。（女性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・子育て支援の強化をお願いしたいです。（女性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・子育てしやすい環境づくり。（女性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・学生奨学金の充実。学生がより学びやすい環境になればいいなと思います（コロナ禍で、

学生の負担を減らすため、臨時の給付金支給や食料支援を行っている自治体もあった）。

（女性 20 代・大門～塩浜地区） 

・出生率が伸びていて住みやすいという長所をずっと続けてほしい。（女性 20 代・沼ノ

池～津の郷地区） 

・高校生までの医療費無償化。保育園２人目の無償化。小中学校の給食費無償化。（女性

20 代・その他の地区） 

・若者が住み良い環境を整えてほしいです。特に子育てに関わる支援の拡充。（男性 30

代・浜一番丁～浜五番丁） 

・宇多津で子どもを生んで育てたいから、子育て支援を充実してほしい。（男性 30 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・教育にもっと力を入れてほしい。今の宇多津の小学校や中学校に積極的に行かせたいと

は思わない。今の状態では、私立への進学を考えざるを得ない。（男性 30 代・沼ノ池～

津の郷地区） 

・給食費を無料にしてほしい（別の町の学校に通っていても）。一人親の子どもの手当を、

２人目以降は増やしてほしい。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・給食費の無料化を望んでいます。友人から学童代が高いと聞きしました。１日しか利用

してなくても１か月分の支払いがある、日割りはできない、お盆は1万の支払いがあり、

きつい。お金がなくて仕事をしているのに、そちらの方に支払いが多くなると、何のた

めに仕事をしているのか分からないと思います。その辺り、もっと柔軟にしてもよいの

ではないのでしょうか。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・子どもの医療費が中学生まで無料だが、高校生からは自費になる。学費や教育費など高

額になってくるので、少しでも負担を減らすためにも高校３年生までは、医療費を無料

にしてほしい。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・子は資源。もっと充実させる必要がある。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・“新宇多津都市”の方にも中学校があれば、通学しやすい。宜しくお願いします。あり

がとうございました！（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・南地区の住宅が増えたことで、若い世代の家族連れの転入が増えたのではないでしょう

か？若い世代の人程、共働きをしている方が多いのに、小学校に上がってからの放課後

児童クラブの定員数が少ない。本来であれば小１～小４までみてくれていたが、今は、

小４は長期休みのみ。周りの人の中には、小３までになっていない子も預けられず、相

談に行ったが、他の方もやっていると言われ、話を聞いてもらえず就業時間をかなり短

縮した。現に自分も短縮した。違う市町村に職場があるので、そこで聞くと小６まで対

応してくれている所もあるとのこと。若い共働き世代が安心して子どもと住める町を

作ってから、住宅供給をすすめていったらよかったのではないかと思う。（女性 30 代・

浜六番丁～浜九番丁） 
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・雨の日や夏は暑いので、公園で日中遊ぶことが難しいです。体育館（年齢的に運動でき

る場所）が併設されている子育て支援センターがあると嬉しいです。各曜日ではなく、

毎日使うことができる場がほしいと思います。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・保育料無料。オムツ代補助。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・小学生の子どもがいますが、他の市町村に比較して学童保育のあずかり時間が短かった

り、費用も高いと思いますので、改善してもらえればありがたいです。学校の教育環境

は満足しています。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・子どもたちが宇多津を愛してくれるかが未来にかかっていると思うが、教育の質が高い

とは思えない。ただしこれは、これは親や教員の質が一番の問題の気がする。（女性 30

代・新開～吉田地区） 

・子育て関連の充実。（女性 30 代・新開～吉田地区） 

・高校生まで医療費を無償化（所得制限なし）。子どもが遊べる、ゴールドタワーのよう

な施設がほしい。将来の子どもたちのために大人になっても住みたいと思ってもらえる

ような、この先も子育てしやすいまちづくりをしてもらいたい。（女性 30 代・岩屋～長

縄手地区） 

・現状、子どもの医療費助成や支援センター、公園の充実等、子育てしやすい環境を実感

しております。今後もより良い行政となることを願います。（女性 30 代・岩屋～長縄手

地区） 

・子どもの生活を一番に考えてほしい（コロナからの押しつけた生活をやめてほしい）。

医療費無料やお金を配るなど、短期的な幸せでなく、根本的に内側から健康や幸せを感

じられるようにしてほしい（食べ物や水、給食（オーガニックにしてほしい）の見直し

など）。ありがとうございました。（女性 30 代・大門～塩浜地区） 

・新都市は充実していますが、子どもが多く、家も多く遊ぶ所が少ないように感じます。

子どもが増えている中で、保育園は多いのに、小学校２、中学校が１で対応できるのか

不安です。小学生の頃から宇多津で育ったので、今後も生涯お世話になると思います。

（女性 30 代・十楽寺・田町地区） 

・子どもたちが安心して過ごせるまちづくりに力を入れてほしいです。公立保育所、幼稚

園の数が人数に比べると少ないと思います。施設もかなり古くなっているので、新しく

できるところは、してほしいです。小学校で学ぶ子どもたちの教育にも、より取り組ん

でもらいたいです。特別支援学校を必要とする子、不登校の子、外国から転入してきた

子、ひとり親家庭など支援が必要な子の数も増え、より高い質が求められています。人

材の確保も引き続きお願いします。（女性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・10 ページにも記入しましたが、新都市と南部（11 号沿い）で全体的に格差がありすぎ

ると思います。払っている税金は同じですし、宇多津町は他の市町村に比べ税金が多く

感じる割に、南部に暮らす身としては、あまり恩恵を受けている実感がありません。ま

ともな公園も少なく、子どもにとってもあまり良い環境とはいえないと思います。いろ

いろと不便です。（女性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・これから子育てしていく身として、いろいろな面でサポートがあると嬉しい（まだ勉強

不足ですので、いろいろと支援があるとは思いますが、知りません）。新しい家がたく

さん建っているが、空き家があればそこをリノベーションしたいと考えているので、そ

のような情報もほしい。（女性 30 代・その他の地区） 
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・子どもたちが、笑顔で前向きに努力できる環境づくり。（男性 40 代・浜一番丁～浜五

番丁） 

・児童手当や高校無償化などの所得制限の撤廃を望む。（男性 40 代・浜一番丁～浜五番

丁） 

・公立の高校と大学ができたらいいなあ。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・子どもの医療費無料を 18 歳までにしてほしい。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・少子化といえど、子どもは将来の人材。子どもの教育、福祉、医療が充実していること

が、将来の町のリソースになる。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・南部すくすくスクエアができて、子育て世代の方の支援も充実し始めたと思いました。

加えて、子育て世代の相談機能のより充実（発達なども含む）ができればと思いました。

アンケートありがとうございました。（男性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・宇多津北小学校区において、放課後児童クラブの受入れ人数が足りていない。狭い。施

設ごとの指導力にムラがある等の声を聞き、今後自分の子どもたちも対象の年齢になる

ので、不安です。未就学児の子育て支援とともに、是非、小学校に対しても支援に更に

力を入れていただきたいです。（女性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・「子どもの医療費無料」が、現在は中学生まで。これをぜひとも高校生までにしていた

だきたい。よろしくお願い致します。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・保育園に誰でも入れる、待機児童ゼロ（０歳児から）。土・日も子どもを預かってくれ

る保育園。県外からの転入者が増えているので、学童なども充実してほしい。（女性 40

代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町での生活に基本的に満足しています。ありがとうございます。子育て支援をさ

らに充実してもらえると、より満足度が上がって嬉しいです。（女性 40 代・浜六番丁～

浜九番丁） 

・教育の格差対策（無料塾など）。特に高校が無い町なので。（女性 40 代・浜六番丁～浜

九番丁） 

・子育て支援…親への支援は多いと思うが、親子での関わりを深めるための支援をもっと

充実させてほしい。仕事をしている保護者がより自分の子どもとゆっくり関われる取組。

（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・子育て支援の充実を望みます。（女性 40 代・大門～塩浜地区） 

・子どもの医療費 18 歳まで補填。３歳未満の保育費も無料にしてほしい。（女性 40 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・進学校の高校の設立。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・次代を担う子どもへの投資は必要。医療費助成を 18 歳までにするなど、子育て環境の

充実が若い夫婦の移住・定着を誘引する。ひいては、町財政にも貢献する。（男性 50 代・

浜一番丁～浜五番丁） 

・子育て世代が多いので、保育所の充実。（女性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・約 10 年前、子どもが小さい頃、子育て世代に人気があるけど来てみたら意外と行政が

冷たいなと感じていた（学童の手続きや制限など）。放課後学童の場所など南部地域の

整備がいつも遅かったが、ようやくスクエアができた。（女性 50 代・岩屋～長縄手地

区） 
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・宇多津町が教育の街になればよいのになと、いつも思っています。小学生からＩＴを導

入して、どんどん教えていかなくては世界に遅れをとってしまいます。今、子どもたち

に必要な力は、今現在の教育とはかけはなれています。そのためにはまず、教える人を

よそから連れて来たり、育てていかなければならない。三豊に東京から東大卒の人材が

入って来たり、広島の教育長が代わって、改革がどんどん進んでいます。宇多津は小さ

な街だけに、すぐに改革できそうなのになと考えています。東京のライフイズテックを

呼んできて、先生の指導を手伝ってもらったり、中高生のＩＴ技術の育成に取り組んだ

り、探求学舎の「ほうつき」さんに探求学習をやってもらったり。宇多津町は教育が進

んでいる、そう保護者の間に広まれば、人が集まってくるし、街が若返ります。私の 19

歳の娘は宇多津町で生まれましたが、岡山のノートルダム清心附属小学校国際コースで

英語を身につけて、国際バカロレアをとるために中学は、広島のＡＩＣＪ、高校は軽井

沢の UWCISAKJAPAN に行き、バカロレアの資格を取りました。今はその資格を助けに、フ

ロリダの美術系の大学に通っています。今、子どもたちがやっていることは、40 年前と

大して変わらない。それを変えてくれないかなと、いつも思っています。時代は急速に

変化しているのです。その変化に対応できる町になれば嬉しいです。（女性 50 代・浜六

番丁～浜九番丁） 

・小学校、中学校、教養の質向上。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・子どもにおいては、部活などの費用を一部、又は全部、町のお力を…。（女性 50 代・新

開～吉田地区） 

・中学生の卓球部はプールの床でしている。運動施設の充実を望んでいる。（女性 50 代・

大門～塩浜地区） 

・宇多津に来た時から思っていたが、子どもの学童保育の料金がめちゃくちゃ高い！丸亀

や飯山などと比べて。それと、保育園の先生の教育をしっかりしてほしい。延長料金を

払っているのに、文句をいわれるなどを聞きました（宇多津町に関係するかどうかは分

かりませんが）。（女性 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・若い人達の働く所がいっぱいあって、安心して生活や子育てのできる町であってほしい。

（女性 60 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・子育てしやすい環境。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

 

７ 居住環境について 

【防犯・防災について】 

・人口増加、住宅開発が進み、画期的なまちづくりを目指し、実施していることと思いま

す。しかし実際、居住民からすると、静かであった自宅前道路の交通量が増え、スピー

ドを出し立ち去っていく光景があり、自動車、バイクなどが多くいます。夜間も静かな

環境から交通量も増え、騒音に変わっています。もっと高齢者や学生等のことも考え、

交通整備を行うべき。歩行している人をにらみつけていく町にいつからなったのでしょ

うか。行政にとっては、普通に思えることも、住民にとっては不快に感じることもあり

ます。あたり前のことがあたり前にできる町であってほしい。常識の無い行動をする人

が多くいると思います。改善していただきたいです。（女性 19 歳以下・十楽寺・田町地

区） 
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・人口の増加、住宅の開発が行われているのは、よくわかります。生まれたときから宇多

津町に住み、生活している人間にとって日々の生活が不快に感じます。静かだった自宅

前の道路が騒音となり、交通量も増え、スピードを出して車が走行しています。何度、

自転車で走行中にぶつけられそうになったか。当たり前のように悪い素振りもすること

なく、にらみつけられて行きます。そして抜け道として利用されています。高齢者や学

生等のことも考え、交通整備や住宅開発をしてもらいたい。いつ交通事故が起きてもお

かしくないと思います。行政にとって普通に思えることも、居住民は不快に感じていま

す。まちづくり推進アンケートは、今後の宇多津町に役立てられるのでしょうか。もっ

と目の前の日常を改善し、住民が住み良い町にしてもらいたい。当たり前のことを当た

り前に実行できる町であってほしい。改善していただきたいです。（女性 19 歳以下・十

楽寺・田町地区） 

・中学生の自転車マナーが悪い。クラクション鳴らしても、よけない。学校に連絡したが、

改善が見られない。（男性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・中学校付近の水路が狭い為、大雨になると低い所ではすぐに道路が冠水してしまい、非

常に危ない。もう少し広げてください。（男性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・街灯を増やしてほしい。（女性 20 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・ここで記載すべきではないかもしれませんが、ここ最近、宇多津町内を走る暴走族？（う

るさいバイク）が非常に多いと感じます。住みやすい町にするためにも、警察とも連携

して徹底的に排除していただきたいです。（男性 30 代・新開～吉田地区） 

・警察署がないことです。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・四国水族館の駐車場（SETOUCHI たいにんぐ横）とゴールドタワーの横にある道路に横断

歩道が必要だと思います。ポンポン側やフリフレディップ側の横断歩道を通らず、子連

れの家族や杖をついた方などが駐車場からゴールドタワー側へ渡るのが普通になり、飛

び出しなどでヒヤッとしたことがあります。警備員でもよいので連休などの人が多く来

るときなどにいてほしい。事故につながると思います。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番

丁） 

・浜５番丁に住んでいますが、宇多津町の音声の放送の内容が聞き取りにくいです。災害

や緊急時などでのアナウンスはめったにはないと思いますが、声が変に響いたり、もご

もごとこもって聞こえ、音自体は聞こえるのですが肝心の内容が聞き取れません。です

ので、ボリュームは大丈夫ですが、はっきりと聞こえるようになるとよいなと思います。

（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・私たちや観光客のためにも、外国人の自転車のマナーを指導してほしい。（女性 30 代・

浜六番丁～浜九番丁） 

・街灯を増やしてほしい。（女性 30 代・新開～吉田地区） 

・いつ災害がきてもおかしくないご時世なので、町民のみんなが安心して過ごせたり、落

ち着いて行動したりすることができるように取り組んでほしい（情報提供、河川の整備

等）。（女性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・四国水族館ができて、浜街道および沿道の渋滞、治安の悪さ、交通ルールを守らない車

輛が増えたように感じる。警察の取り締まりを強化するあまり、休日、夜間もパトカー

の出動率が高くなった。サイレンの音を聞くたびにドキドキする。（女性 40 代・浜一番

丁～浜五番丁） 
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・毎週日曜日の放送が聞こえない。町長の声が聞こえない。非常時困ります。どうにかし

てください。自治会の方へ周知してほしい。自治会長へ言っても無理でした。お願いし

ます。（女性 40 代・新開～吉田地区） 

・鴨田川が、宇多津に警報出る前からあふれそうになっている。（女性 40 代・岩屋～長

縄手地区） 

・１つだけ、お願いしたいです。私たちは２年前引越しをしてきました。理由は 20 年程

前、１年程駅の近くでマンションを借りて子育てしていて、その時の印象が良かったの

で、家を建てるなら、宇多津でと思い、40 代後半にこちらで家を建てました。住んでみ

て、おおむね良かったと思っていますが、防災の点だけ不安です。今、東分に住んでい

ますが、避難所がありません。自治会に入っていないのでハザードマップをみると、津

の郷コミュニティになります。あの小さな建物では、このあたりの新しい人たちが避難

できるとは思えません。今から自治会に入ってもすぐ高齢ですし…。みなさん自治会活

動には前向きではない方が多いと思います（子どもがいる方はのぞく）。でも、私も含

めて町民として（自治会ではなく）参加できるものには参加したいと思っている方は、

多いと思います。以前、水路の清掃のチラシが入っていて参加したら、自治会外という

ことで色々と聞かれました。ボランティアは、参加したいですが自治会と言われると…。

みなさんそれが理由だと思います。なので、狭く、昔から住んでいる人くらいしか収容

できないコミュニティには避難できないです。丸亀市の飯野小学校へ行かないといけな

いかな？宇多津町民の受入れしてくれるかな？と不安です。お願いします。それ以外は、

不安も不満もなく、本当に宇多津へ来て良かったと思っています。（女性 40 代・沼ノ

池～津の郷地区） 

・大雨時の浸水に対する河川の整備。（女性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・非常に交通ルールとマナーが悪く感じますので、徹底した取り締まり強化をお願いしま

す（一時停止・路上駐車）。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・河川法面整備。（男性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・鴨田川の改修を完結してほしい。（男性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・新都市、市街地、南部と区切っているのであれば、警察の派出所も３ヵ所は必要だと思

う。人口に対して警察官３人？って、幾ら何でも少なすぎ！！警察署が在ってもイイ位

人口多いのに！！（男性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・ＪＲ宇多津駅前周辺の深夜のパトロールを強化してほしい。改造車の爆音走車や大声で

騒ぐ声が迷惑。（女性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・時にある宇多津町役場から発信される放送が聞き取り難い。（女性 50 代・浜一番丁～

浜五番丁） 

・交通安全。車、バイク、自転車が安全運転で走行されるように。交通ルールの徹底。（女

性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・駅周辺の道の夜の照度確認。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・災害に強いまちづくり。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・夜間の暴走車両（車・バイク）の取り締まり強化。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・河川の整備。災害レベルの大雨が増えている。定期的な土砂撤去や堤防の整備を実施し

てほしい。防犯対策として、防犯カメラの設置を拡大してほしい。（女性 50 代・岩屋～

長縄手地区） 
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・河川の改修をお願いしたい。鴨田川の改修が気になります。途中で中断しているので、

昨今のような豪雨があると不安です。（女性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・住宅が急激に増えてきたが、街灯など足りているのだろうか。我が子が成長し、今現在

の様子は分からないが、期待してくれている若い子育て世代にがっかりされないような

住環境が整うといいなと思う。（女性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・TSUTAYA の駐車場が夜暗い。さびれている。ガラの悪い若者が集まっていた。放尿して

いた。（女性 50 代・大門～塩浜地区） 

・高齢者の自転車のマナーの悪さ。信号の無い横断歩道を渡る人の、渡る意志が見えるよ

うに教育する。夜、街灯が無く暗い所が多い。（女性 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・県営団地から宇多津のマルナカのあたり、大雨が降ったときに増水して道路が通れなく

なってしまうのは、どうにかならないのでしょうか。（女性 50 代・沼ノ池～津の郷地

区） 

・防災行政無線がこもった感じで何を言っているのか、聞きづらいので改善してほしい。

（男性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・長縄寺地区の宅地化により、遊水地がなくなりつつあるため。鴨田川の改修（県事業で

はあるが）が急がれる。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

・街の中に街灯を増やして、道を明るくしてほしい。特に土手。（男性 60 代・沼ノ池～

津の郷地区） 

・交通安全に配慮したまちづくり。（男性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・私すごく気になることがあります。大橋、浜街道から 11 号線へ出る道の下水道は土が

埋まって草が生えています。10 年ぐらい前までは、雨が降ったら下水道に土が入るので、

ちょいちょい土を出す掃除をしてくれていました。今は土で埋まって雨水が流れません。

四国は大雨が降らないけれど、よその県みたいに大雨が降ったら水浸しになります。下

水道の掃除をして、雨水が流れるようにしてください。私たちは水道代、下水道代を毎

月払っています。（女性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・防災無線がわかりづらいので、改善してもらいたい。（性別年齢・地区不明） 

 

【道路について】 

・歩道の草をきれいに刈ってほしい。（男性 19 歳以下・その他の地区） 

・木を植えるのはいいですが、手入れをしてください。木がじゃまで何度か事故をしそう

になりました。（女性 19 歳以下・浜一番丁～浜五番丁） 

・水族館ができてから車の通りが増えたので、見通しの悪い交差点や一時停止しない車に、

たびたび怖い思いをします。注意喚起の表示等をできればお願いします。（女性 20 代・

浜一番丁～浜五番丁） 

・【宇多津駅】駅の南口広場…自動車で右折の際、植物で西側の見通しが悪いので改善し

てほしい。駅線路の左右…自動車による駅の南北のアクセスが悪い（コープ、宇多津ク

リニック側で行かないと抜けられない）。通り抜けられるようにしてほしい。（男性 30

代・浜六番丁～浜九番丁） 

・せまい道がたくさんある。（男性 30 代・大門～塩浜地区） 

・青ノ山～鍋谷交差点の渋滞緩和。（男性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 
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・宇多津駅前（南）に信号を設置してほしいです。小学生が車道を見ずに飛び出して、ヒ

ヤリとした場面を見たことがあります。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・町役場近くの県道にかかる橋の歩道がだいぶ傷んでいるので、補修をしてほしい。（女

性 30 代・新開～吉田地区） 

・道…現在でも定期的に雑草刈りや樹木の手入れはされているが、もう少し頻度を増やし

てほしい。車の運転中など、草がじゃまになって見えないことがある。（男性 40 代・浜

六番丁～浜九番丁） 

・車を運転する人が多いので、運転しやすい道づくりをお願いします。（男性 40 代・浜

六番丁～浜九番丁） 

・町の東側（大束川の流域）の道路は歩道が狭い所や、歩道がなく速度を出した車とすれ

違う状況のスクールゾーンなどがあり、危険を感じます。道を広くしたり、速度が上げ

にくい工夫などの対策を講じていただきたいと思います。（男性 40 代・新開～吉田地

区） 

・南部地域の通学路の安全確保（県道の歩道が狭い）。坂出北 IC のフル IC 化の早期実現。

（男性 40 代・岩屋～長縄手地区） 

・交差点の歩道側にガードレールを設置してほしい。学校への登校で信号待ちする学生が

多くいる。家も増え、通勤に向かう車も増えている。交差点で車同士の事故があると歩

道に車が流れてくる可能性もあるので、堅固なガードレールを設置し、信号待ちする学

生を守れるようにしてほしい。（男性 40 代・岩屋～長縄手地区） 

・191 号線を 40 ㎞規制にしてほしい。速度を守れてない、もしくは明らかにスピード違反

の車が多く、子どもの登下校時が危ない。オービス等も検討してほしい。（男性 40 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・中学校周辺の川の土手道路整備。（女性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・遊歩道を整備してほしい。一旦停止や進入禁止の道路をわかりやすくしてほしい。（女

性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・道路のカーブミラーの整備をしてほしい。木が伸びて見えないときが危ない。木を切っ

てしまえばいいのにと思った（カーブミラーにかかる木のみ）。（女性 40 代・浜六番

丁～浜九番丁） 

・途中で中止になっている道を完成させてほしい。（女性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・役場前の信号に右折矢印をつけてほしい（赤でないと渡れない）。スーパーセンター前

の信号に右折矢印をつけてほしい（赤でないと渡れない）。大束川沿いのＴ字路にカー

ブミラーをつけてほしい（街路樹が邪魔で車が見えない）。大束川沿いから浜街道に出

る信号に右折矢印をつけてほしい。家の前の街路樹の草刈りの回数が少なすぎて草が伸

びすぎ、車庫入れの邪魔になるので自分で刈っています。もっと草刈りをしてきれいに

するなど対策をしてください！（性別不明 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・青ノ山トンネルから国道 11 号にでてきた道。11 号線から青ノ山トンネル方面へ右折の

みの時間に青ノ山から11号線への左折も可能にすれば、週末混まずにすむと思います。

（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・味の時計台とたち吉（スタバ）の間の信号機に矢印信号をつけてほしい。（男性 50 代・

浜六番丁～浜九番丁） 
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・道路の路面からマンホール部だけ飛び出している個所が幾つかある。埋立地なので、地

盤の影響もあるだろうが、危険なレベルのものもあり、長期間放置されているので、補

修してほしい。LINE で写真と共に不具合個所を役場に報告する仕組みを運用している自

治体がある。良い仕組みなので導入してほしい。LINE だけでなく PC 等からもフォーム

で送信できるとよい。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・通学路の監視で、子どもの交通事故の回避。時間指定の一方通行の取締り強化。（男性

50 代・十楽寺・田町地区） 

・道路脇の植木をもう少し低くしてほしい。左右の車が全くみえない（車運転中）。植木

をこまめにカットしてほしい。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・歩道と車道の間に、つつじなど植えてあるのですが伸びすぎていて、運転しているとと

ても困ります。特にコスモスから郵便局に抜ける所、docomo からキムラに抜ける所、高

さ 30 ㎝以上になったら切る（なるべく伸びないうちに）。歩道が広いので、よく車が歩

道に駐車していて困る。特に駅のまわり、車が歩道に入れないように、横断歩道の所に

ポールなど置いてほしい。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・遊歩道が健康促進につながるように、他の自治体からお手本にされる散歩道になるよう

に。安全でかつ清潔な遊歩道のためにバイクの走行は禁止。愛犬家はゴミを持ち帰る。

ポイ捨て禁止。桜などの技を切る行為禁止。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・公園や遊歩道などの整備をきちんとしていただきたいです。草が生い茂り、伸び放題の

枝をよけながら遊歩道や公園を散歩するのは、正直気持ちが萎えます。シルバーの方が

きれいにしてくださる頻度をもう少し多くしていただけたら、嬉しいです。公共の場所

が美しいと、みんなの心も豊かになるのではないかと。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番

丁） 

・中央公園、宇多津北小学校の周りの遊歩道。整備はととのっているが、木が多すぎ、暗

すぎ。時々スズメ一行に会い、怖いことが多い。それでも年々、木を植えているのはな

ぜ？手入れができないのなら、少し減らしてほしい。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番

丁） 

・交通安全の面から、カーブミラーを大きくする。橋の欄干の見直しをしてほしい。（女

性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・私自身、自転車での移動が多い。新宇多津都市では、比較的道路がきれいに整備され、

走りやすいのですが、市街地、南部地域はでこぼこの道も見受けられ、少し走りにくい

一面があります。（女性 50 代・十楽寺・田町地区） 

・横断歩道の白線の塗りなおし。青ノ山トンネルや浜街道の道の草除去。（女性 50 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・新町橋から町営新町団地の前を通って美奈登商事を通過し、宇多津中学校へと行く道の

りですが、全て大束川沿いの土手になります。ここは自転車での通行中に車が横切り、

落下しないか毎日毎日不安です。知人も家族も自転車通学で日々使用していますし、高

齢者やベビーカーを押した方、学生さんと毎日たくさんの人が利用していています。知

人の学生さんたちが川や畑に落下してケガをしたという話をここ数年で何回か聞きま

した。自分自身も自転車で通行中に車が来て、落ちそうになりました。特に川側はとて

も危険です。ですので、是非、柵の取り付けなど、何かしらの落下防止の対策をお願い

したいと思っております。どうか、宜しくお願いいたします。（男性 60 代・浜一番丁～

浜五番丁） 



87 

  



88 

・道路整備は、計画から実行に早くしてほしい（計画だけに終わらせず）。（女性 60 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・町内の道路に生えている草をきれいにする。（男性 70 歳以上・浜一番丁～浜五番丁） 

・無駄な投資はやめ、歩道整備を。（男性 70 歳以上・浜一番丁～浜五番丁） 

・歩道の植栽について、歯の抜けたような所が多々あるが、捕植をしていただきたい。（男

性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

 

【交通について】 

・電車の本数を増やす。（男性 19 歳以下・その他の地区） 

・駅の IC カードのチャージ機の数を増加してください。（女性 19 歳以下・新開～吉田地

区） 

・交通の便の向上。（男性 20 代・新開～吉田地区） 

・おでかけバスの運転マナーが悪い（信号無視、割り込み、一時停止など）。運営停止す

べき。（男性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・宇多津町コミュニティバスの地域をもっと広げるとともに、運行回数を増やしてほしい。

（女性 20 代・その他の地区） 

・公共交通機関の充実を！！鍋谷方面。（男性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・子どもたちは新幹線に興味を持っています。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・みんなのおでかけバスは、１回 200 円は高いと思う。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番

丁） 

・学校等の送り迎えにコミュニティバスを使えないか。学童の土日実施や延長時間等、今

の共働き世帯にあわせた実施を行ってほしい。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・予約制のバスで、もう少し手軽に移動できると嬉しい。車に乗らないので、自転車で移

動する。旅行の際や高速バスのバス停などの現状は不便。（男性 40 代・新開～吉田地

区） 

・宇多津町コミュニティバスの運転マナーが悪いので、直してほしい。（男性 40 代・大

門～塩浜地区） 

・ぐるっとバス（丸亀）や坂出のバスとの連携。便・ルートの充実。（男性 40 代・沼ノ

池～津の郷地区） 

・路線バスがほしいです。（女性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・コミュニティバスを近隣の病院、回生病院や労災病院、坂出市立病院などに行くように

してほしい。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・せっかくおでかけバスがあるのに利用する人が少ないのは、もったいない。車に乗って

いる人が多く、バスだと目的地まで時間がかかりすぎるので、利用する回数も減ってし

まう。時間に余裕のある人や、車のない人などしか利用は難しいのかな。もう少し効率

の良い方法があればよいのですが。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・マンションが増え、電車通勤利用者が増加。ＪＲの車両を増やす、宇多津⇔高松の快速

電車を希望。（男性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・コミュニティバスに人が乗っているのを見たことがない。空のバスを走らせるほど無駄

なことはない。ＳＤＧs を考えるべきだ。（男性 50 代・大門～塩浜地区） 

・おでかけバスの需要の見直し。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・コミュニティバスをよく見かけますが、利用者が全くいなく、赤字ではないのでしょう

か。無くてもよいと思います。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・今後、高齢化が進むと思います。私も今は運転していますが、いつか免許を返納した後

もコミュニティバスを利用して、住みやすいまちのままであってほしいです。（女性 50

代・浜六番丁～浜九番丁） 

・コミュニティバスの運行ルートを、広報うたづに載せて詳しく説明してほしい。（女性

50 代・新開～吉田地区） 

・宇多津町コミュニティバスは、不要にする。タクシー券増額の方が、高齢者にとっては

良いと考えます。足が悪くてバス停まで行けないし、待つ時間も大変ではないでしょう

か。（性別不明 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・コミュニティバスは必要ですか？誰が提案したのか、その収支について明らかにしてほ

しい。人口が減り、人口を維持していく施策が町を活性化する唯一の方法。そのための

施策に集中しないと皆離れて行くと思います。私も老年になりますが、現役世代に目を

向けた施策に注力しないと町は衰退すると思います。（男性 60 代・浜六番丁～浜九番

丁） 

・コミュニティバスについて試行運転をしているが、利用状況等を精査して本当に必要か

どうか、検討してほしい（乗客が乗っているのを見たことがないので）。（男性 60 代・

新開～吉田地区） 

・コミュニティバスのバス停が遠く、利用しにくい。もう少し細かくバス停を作ってくれ

たらと思う。（男性 70 歳以上・岩屋～長縄手地区） 

・コミュニティバスについて…福祉タクシー助成事業を行っている中、町民のニーズに応

える為、巡回バス運行を実施しているのだが、乗車率はどうなのか。あまり使われてい

ないようである。ただ運行時間が定められている中ではあるが、幼稚園児の送迎に利用

されていることは喜ばしいことである。片道 100 円とすれば乗車率が増えるのではない

か、と思われる。是非検討いただきたい。（男性 70 歳以上・大門～塩浜地区） 

・宇多津町内の交通の便を良くすること！！運行時間はもっと考えた方がよいと思いま

す。（男性 70 歳以上・十楽寺・田町地区） 

・バスを坂出駅まで行けるようにしてほしい。（男性 70 歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 

・コミュニティバスの利用者が少ないのは気になります。ルートの道筋で手を上げると乗

れる、降りられるができれば、高齢者には嬉しいと思うのだが。（女性 70 歳以上・新

開～吉田地区） 

・宇多津町コミュニティバスを利用したいのですが、右回り、左回り？駅までわかりやす

く、多くしてほしいです。都合の良いことを言ってすみません。今までバスを見かけた

ことがありません。運が悪かっただけかも…。これからは利用者も多くあると思います

ので、よろしくお願いします。乗降時間は守られているのですか？何度かお待ちしたこ

ともありますが…。長時間立っていられないので、バス停に椅子があると助かります。

（女性 70 歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 
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【その他の快適住環境について】 

・臨海公園…歩いていると、心が安らぐから。（男性 19 歳以下・浜一番丁～浜五番丁） 

・皆が暮らしやすい町になってほしい。（女性 19 歳以下・浜六番丁～浜九番丁） 

・水族館ができて県外の人々が来るのはいいけれど、公園が汚くなるので、ごみ箱を置い

てください。（女性 19 歳以下・新開～吉田地区） 

・宇多津小学校の方は畑が多く、肥料が臭くて通学中に嫌な思いをしていたので、少し周

りにも考えて使用してください。（女性 19 歳以下・新開～吉田地区） 

・公園を増やしてほしい。（女性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・南の方にも、安全に遊べる公園を増やしてほしい。（女性 20 代・十楽寺・田町地区） 

・ゴミの持ち込みの制限があり、出せるゴミの種類が少なく、少々不満です（粗大ゴミ以

外の受け入れ）。（男性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・空き家が多く、古い家は台風時等にトタンや瓦が飛んできそうで恐い。（男性 30 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・公園に影ができるベンチを作ってほしい。田んぼが減っているので、緑が少ない。街路

樹等の整備をしてほしい。虫とのふれあい等のため、温暖化緩和のため。（男性 30 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・南部地域でもゴミ回収を行ってほしい。（男性 30 代・その他の地区） 

・自分たちが高齢者になったときに車社会ではなく、徒歩や公共交通機関で過ごすことの

できるまちづくりを求めます。地方なのに、車が必要でない社会が実現できれば、もっ

と若い世代も安心して移住できると思います。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・コンパクトで何でもすぐ手に届くまちづくりがいい。古い団地は建て替えした方が、新

規流入者に好まれると思う。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・小さな子どもが居るので、夏でも遊びやすい公園の整備。木陰や噴水など水遊びができ

る場所があれば嬉しいです。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・生ゴミ処理機（家庭用）の助成金制度を設けてほしいです。（女性 30 代・浜六番丁～

浜九番丁） 

・公園のポイ捨てがなくなるようにしてほしい。（女性 30 代・新開～吉田地区） 

・公共トイレがもう少しきれいだとよいなと思います。（くもの巣がはっている場所や日

中でもうす暗い場所もあるため。手を洗うだけでも躊躇ってしまうため。）（女性 30 代・

岩屋～長縄手地区） 

・資源ゴミを、可燃ゴミのように収集してほしい（歳をとったら、町役場まで持っていく

のが困難になると思うので）。（女性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・全ての年齢層の人たちが、住みやすい町になってほしい。（女性 30 代・岩屋～長縄手

地区） 

・公園…子どもたちが水遊びできる場所がほしい。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・害虫駆除に力を入れたまちづくりをした方がよいと思う（特にゴキブリが多い）。（男

性 40 代、浜六番丁～浜九番丁） 

・駅付近の充実（四国の玄関なので）。住宅地エリアの道路整備、街灯、公園整備。（男

性 40 代・岩屋～長縄手地区） 

・宇多津駅にタイムカーシェアみたいな、レンタカー（時間で借りられる）？カーシェア？

があれば、車を持たずに生活できる環境だと思う。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・公園のトイレがキレイになって、子どもたちが安心してトイレを利用できるようになっ

てきているので、親としても嬉しい。次々トイレを直してくれているので、本当にあり

がたい。遊具がこわれていたりするので安全のため、点検・修理を早めにお願いしたい。

防犯カメラをもう少し色々な公園につけてほしい。不審者が多いので、死角になる所が

できるだけ無いように、何かあれば特定できると思う。連れ去り等、危険なことがあっ

たり、子どもたちが安心できるように。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・若い人も、老人も住みやすいまちづくり。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・最近、運動のためウォーキングをはじめましたが、近くの道は人通りが少なく、安心し

て歩きにくいため、運動できる広めの公園があればいいと思っています（駐車場ありの）。

（女性 40 代・新開～吉田地区） 

・ごみの分別がちゃんとリサイクルに活用されているのか、こうした方がリサイクルでき

るとかが知りたい。ごみのポイ捨てが結構あるのが気になる。（女性 40 代・岩屋～長縄

手地区） 

・下水を通してほしい。（女性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・宇多津町の安心安全のまちづくり。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・空き家対策・災害対策…宇多津型。（男性 50 代・大門～塩浜地区） 

・子どもやお年寄りの住みやすいまちづくりをお願いいたします。（男性 50 代・大門～

塩浜地区） 

・南部地域公園が無い。（男性 50 代・十楽寺・田町地区） 

・独り暮らしでも、安心して住める町。（男性 50 代・十楽寺・田町地区） 

・不燃ゴミ、粗大ゴミを自分で捨てに行ける所がほしい。坂出、丸亀共同でもよい。（女

性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・以前は町中どこもきれいに手入れされていて、きれいな町が自慢だったが、どんどん草

がぼうぼうになり、残念なことになっています。シルバー人材センターへの依頼が減っ

ているのでしょうか。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・子育て世代もシニア世代も安心して、住める街。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・高齢になっても便利なまちづくり。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町がずっと安全で住みやすい町であってほしい。（女性 50 代・新開～吉田地区） 

・住環境の整備。（女性 50 代・新開～吉田地区） 

・公園の草抜き、フェンスの破損等、定期的に整備を実施してほしい。（女性 50 代・岩

屋～長縄手地区） 

・子育て世代の方々がよく口にしておられるのは、新宇多津都市の方へ行かなければ、整

備された公園がないことです。身近に遊べる公園が整備されるといいと思われます。（女

性 50 代・十楽寺・田町地区） 

・高齢になって車に乗れなくなっても買い物に行きやすい環境。生活がしやすい環境。（女

性 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・ゴミ処理施設について、後日のことを考えて、計画に着手（坂出市との協議等）すべき

と考えます。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

・安全、安心なまちづくり。（男性 60 代・十楽寺・田町地区） 

・公園や緑地帯の充実。（男性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 
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・南部地域において、住宅建設が急ピッチで進行しているが、宅地開発と並行して道路・

水路等の住環境の整備（拡張）を行うべきと考える。道路（既存道での車の対向は厳し

い）、水路（水害対応が年々増加）。（男性 70 歳以上・岩屋～長縄手地区） 

・宇多津の良い所は、自治会に入っていなくても塵を持って帰ってくれること。（男性 70

歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 

・年寄りが安心・安全で暮らせることができるまちづくりをお願いいたします。（女性 70

歳以上・岩屋～長縄手地区） 

 

８ デジタル化の推進について 

・受付などをデジタル化して人件費の削減。（男性 19 歳以下・その他の地区） 

・住民票など電子申請で申込みできるようにしてほしい（平日に仕事の合間で役場に行く

ことが困難なため）。（男性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・ホームページが見にくい。見にくすぎて、見る気がなくなる。探す気もなくなる。特に

コロナ関連。何がしたいのか分からない。他の町や市をもう少し見習った方がよいと思

う。（女性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・このアンケートもデジタル化を推進したいのなら、なぜ紙で送ってくるのか理解に苦し

む。こんなアンケートを続けるくらいなら、他に予算を使った方が町民のためだと思い

ます。返信用の封筒・印刷代。意見が聞きたいなら他にもやり方があると思います。（女

性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・香川県の住みたい街ランキング１位になったのは、まちづくりの活性化がなされている

証拠であると思います。町のホームページのリニューアル、ＳＮＳを通じて、もっともっ

と宇多津町を発信していければよいのではないかと思います。（女性 30 代・大門～塩

浜地区） 

・住民票をコンビニ等でとれるようにしてほしい。（女性 30 代・その他の地区） 

・とても良い街なのに若い人が少ないように感じる。ＳＮＳなどを利用して、良さをもっ

とひろめていけばよいと思う。（女性 30 代・その他の地区） 

・宇多津町プレミアム商品券をデジタル化してほしい。Mitopay やコトカのように地域通

貨で活用するようにしたらいい。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・行政手続きの電子化。デジタル化。情報発信。休日、平日夜間の手続き。（男性 40 代・

岩屋～長縄手地区） 

・行政窓口のデジタル化、行政手続きのオンライン化。行政に関する情報が全てオンライ

ンで確認できるようにしてほしい。（男性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・今もかどうか分からないが、住民票や印鑑証明をコンビニなどでいつでも発行できるな

ど。（女性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・こういったアンケートなどのＩＴ化…おそらく、返信されたものを手入力することにな

ると思いますが、最初からＷｅｂ等で行えばまとめるのも楽になり、職員の方の負担も

減ると思います。その減った時間で色々できると思いますので、こういった部分でＩＴ

化を進めてもらえばと思います。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・ＳＮＳでの発信に力を入れてほしい。坂出などは、ツイッターでたくさんの情報を発信

していて、速報性もあり、役に立つ（火事などの情報や観光について）。（女性 40 代・

岩屋～長縄手地区） 
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・このアンケートは Microsoft Forms か Google Form で事足りると思います。アンケート

の集計も即時なので、集計する時間で他のお仕事ができます。集計することに時間やコ

ストをかけず、アンケート結果を分析したり、今後の展開を検討することに時間やコス

トをかけてほしいです。よく、年配の人が入力できないからという話を聞きますが、年

寄りをバカにしています。本気で時代の変化の中を生き抜いてきた方々は、どんな方法

を使ってでも対応します。今後、働き手が減って行く中で、今までと変わらない、今ま

で以上の生産性やサービスを提供できるよう行政がまず先頭を走って行ってほしいで

す。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・こうした調査の回答には、インターネットを活用してほしい。ネットを使えない住民も

いるという声もあるだろうが、ネットを使えないのにＩＯＴやＤＸについて、まともな

回答ができるとは思えない。資源と経費の無駄。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・住民票や戸籍に関する簡単な請求手続きは、コンビニでできるようにしてほしい。全国

的にはかなり前から進められている仕組みなので、遅れを取戻してほしい。（男性 50 代・

浜一番丁～浜五番丁） 

・ＤＸ活用先進町のモデルケースになる宇多津で安心して働き、宇多津でゆとりをもって

暮らせることを目指す。この住民アンケートもペーパーレス化し、スマホやＰＣで回答、

スピーディな集計、行政に反映。事務処理の時間を削減し、早く「宇多津町がよりよく

なる業務」に専念してください。（男性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・コンビニでの住民票などの取得を早くしてほしいです。窓口で聞くと、予算がないとの

こと。そんなはずはないと思います。マイナンバーカードを作った利点が無い。このよ

うなアンケートで予算を出すのであれば、私たちの意見も取り入れてください。（女性

50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・ＳＤＧｓ推進の観点からも行政窓口のデジタル化の実現を早急に進め、このような紙に

よるアンケート（送料・印刷・他経費のムダ）も廃止の方向で検討していただきたい。

期間限定のアンケートページの立ち上げ等で対応等。（男性 60 代・浜六番丁～浜九番

丁） 

・マイナンバーカードでコンビニの複合機から住民票、印鑑証明を取れるように早くして

もらいたい。過去 10 年間住んだ関東、九州の大都市ではいつもコンビニで取っていて

便利だった。宇多津はその点不便だ。（男性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・問 24 でも回答したが、情報入手が広報のみなので、テレビでのデータ送信の活用がで

きないか（地域広報）。防災ラジオは、音量の調整ができないので、普段はオフ。（男

性 60 代・大門～塩浜地区） 

・デジタル化になっても、不器用者でも高齢者でも利用できるような体制作り。ご検討よ

ろしくお願い申し上げます。（女性 70 歳以上・新開～吉田地区） 

 

９ 生涯学習について 

・すくすくスクエアを子ども（親）だけでなく、一般の人ももう少し使いやすいような手

続きを…（少しめんどくさい…）。すごく良いところなので、もっと使いたいなーとか。

大人の自習スペースも欲しい…。使えても手続きが手間…。いつもありがとうございま

す。（女性 20 代・沼ノ池～津の郷地区） 
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・丸亀マルタスのような学生の勉学、大人のリモートワークに対応でき、かつ地域の人と

のつながりをもてるコミュニティセンター/カフェなどを拡充すれば、さらに良い（宇

多津に住んでいるが、マルタスに週４で利用している）。（男性 30 代・浜一番丁～浜五

番丁） 

・図書館…読みたい本が無い場合（貸出中ではなく）が、結構ある。全体的に蔵書が少な

いように感じる。マンガや雑誌が貸出しできると嬉しい。（男性 40 代・浜六番丁～浜九

番丁） 

・すくすくスクエアが、活用できるように…。一般の人も利用しやすいのかな…と、思っ

ているので、行ってみたいと思っています。（女性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・学校を卒業した社会人が、所詮「生涯学習」レベルではなく、ハイレベルに真面目に学

問できる場所がほしい。大学等ではなく、短時間に切磋琢磨できる場。図書館も充実さ

せてほしい。貧弱すぎる。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・生涯学習（中～高年向け）がもっと参加しやすいとよいと思う。町の歴史紹介ツアーな

ど行ってほしい。（女性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・図書館の更なる活性化。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町の歴史を学べる歴史館などあればよいと思う。便利な町ではあるけれど、あえ

て昔はどのように人々が生活していたのか、宇多津町に昔からある物や食べ物、老舗の

お店、寺、神社などずっと守られてきた建物や人、家代々受け継がれてきた歴史を、そ

こにいけば全て学べる場所。語り部さん等がいればなお良いと思う。（女性 50 代・沼ノ

池～津の郷地区） 

 

10 歴史・景観について 

・若者も楽しめる施設も作りつつ、宇多津の古い町なみも残す取組みをしてほしい。（男

性 20 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町は新宇多津都市の発展が著しいと思うので、今後も発展してほしい。しかし、

郷照寺周辺や商店街の辺りは道がキレイな割りに、少し廃れた建物や店が多いと思う。

あの商店街が復活すれば、新宇多津都市の新都市感を持ち合わせつつ、神社や寺が多い

ところの風情ある街並みを楽しむことができる二面性を持ったおもしろい街にできる

のではないかと思う。（男性 20 代・十楽寺・田町地区） 

・古街の空き家を間貸しする等、せっかくの財産を活用してほしい。（女性 20 代・浜一

番丁～浜五番丁） 

・旧町内の景観が大好きなので、将来も遺してほしい。（女性 20 代・大門～塩浜地区） 

・臨海公園から見る景色がとてもきれい。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・空き家が多くなったり、道路等の整備（美化活動含む）を怠ったりすると、治安も悪く

なるため、町の景観をきれいに維持することに力を入れていただきたいです。（女性 30

代・浜六番丁～浜九番丁） 

・空き地が活用できていない。（女性 30 代・新開～吉田地区） 

・宇多津は新しい部分と昔からある部分が両立しているのがとても魅力的なところだと

思うので、今後もその２つが輝く街であってほしいと思います。ゴールドタワーの築年

数が気になりますが、間違いなく宇多津町のシンボルだと思うので、今後も維持できる

ようにお願いします。（女性 30 代・大門～塩浜地区） 
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・田んぼや畑が少なくなっているのがかなり寂しいなぁと思っています。お年寄りが増え

ているのは、しょうがないことですが、せっかくの田畑を土地にしてしまうのはもった

いないと思うし、若者に教える勉強的なことをするなど、今、少なくなっている昔の風

景を今の子どもたちにも残してあげられたらなぁと思います。まちづくりに関する意見

をこのような形で言えるのは、良いことだなぁと思いました。（女性 30 代・新開～吉田

地区） 

・空き家や空き店舗が気になるので、有効に活用できるよう考えてほしい。（男性 40 代・

浜一番丁～浜五番丁） 

・古くなったマンションや民家を再生利用。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・神社、仏閣を中心とした町並も守るべきと思います。（男性 40 代・沼ノ池～津の郷地

区） 

・街並みや景観を守るために、マンション同士が近くにならないように。（女性 40 代・

浜一番丁～浜五番丁） 

・空き家の活用をどんどん進めてほしい（自給自足のできる家に住みたくなってきまし

た）。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・他の市町村に比べて、とても美しく、清掃などされている町だと感じています。昔の街

並みと近代的な街並みと両方がとても良いバランスで成り立っているので、これからも

宇多津らしさを維持してほしい。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・古民家の古街の家などありますが、全く活用できないのではと思います。（性別不明 40

代・浜六番丁～浜九番丁） 

・ＪＲ高架下の有効利用（東京の中央線のように）。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・美しい街並みであること。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・古さ素朴さを残しつつ、まちづくりをしてほしい。（女性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・旧町の空き家対策（女性 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・「古街」の雰囲気はどこ？（女性 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・現状に概ね満足していますが、今後も美しい自然と街並みが維持され、静かで穏やかな

町であってほしいと願っています。（女性 60 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・四国水族館と臨海公園。景色（特に夕日）がきれい。（女性 60 代・浜一番丁～浜五番

丁） 

・この春 20 年ぶり位に青ノ山の桜が満開の日に登り、大きく成長した桜の美しさと展望

所から眼下に広がる瀬戸の景観に感動を覚えました。その後南に下り、宇多津の街並み

を横切って新都市に帰ったのですが、いつの間にか整備されて歩きやすくなった街道に

もびっくりしました。青ノ山も街並みも大きな町の財産となり、長年住んでいる住民と

して大変うれしく思います。（女性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・空き家を回収して貸すとか、売るとかの仕組み作りをして、空き家をなくしていけるよ

う努力してほしい。情緒ある街並みに手つかずの空き家が点在するのは、景観的にも残

念な感じがします。（女性 60 代・新開～吉田地区） 

・空き家、空き地などの整備をお願いします。（男性 70 歳以上・新開～吉田地区） 

・空き家対策。（男性 70 歳以上・新開～吉田地区） 

・最近、空き家が多くなっています。不安を感じます。（女性 70 歳以上・十楽寺・田町地

区） 
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・宇多津太鼓台を、空き家を利用して展示するのはどうか？ １年毎、各町の太鼓台を展

示できればええと思う。郷照寺さんのへんろ等と合わせて…どうやろう？ 宇多津でも

旧町内は新町内に比べてどんどんさみしくなっているので、活気を戻したいネェ。（女

性 70 歳以上・ 大門～塩浜地区） 

・美しい寺町、街並み、田園風景を壊さないでほしい。（女性 70 歳以上・沼ノ池～津の

郷地区） 

 

11 住民参画について 

・小さい町なので、住民と行政が密に連携を取り、より良い町になればと思います。（女

性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・地震など防災について住民の交流の場を増やす。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・アンケートにもありますように、アンケートに答えた人の中から、これからの「宇多津

町総合計画」に参加する人を募集してはどうでしょうか？ 町民の意見を聞く場もこれ

から必要とされる時代になってくると思います。ご検討よろしくお願いします。（女性

30 代・大門～塩浜地区） 

・ボランティアに参加したいと思ったことがあるが、詳しい情報が他の市町村に比べて数

が少ない。（女性 30 代・その他の地区） 

・あらゆるプロが技を出し合い、住む人が力を合わせたまちづくり。普段から交流し、広

く情報を共有できる環境づくり。（男性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・住民が自分のことと捉えることのできるまちづくり。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番

丁） 

・自治会に参加する人が少なく、自治会費を支払わない人が増えている。一方で非常食や

飲料は、自治会に参加してない人にも有事の際は配布するとしている。そのため非常食

や飲料の購入、保管に関わる費用は町が負担し、自治会費と分ける形とした方が公平に

なるのではないか。（男性 40 代・岩屋～長縄手地区） 

・自治会に加入していない世帯の活動の場や防災活動への提供。（男性 40 代・沼ノ池～

津の郷地区） 

・地区のコミュニケーションが複雑でなく、スムーズ。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番

丁） 

・自治会の参加人数が少なく、メリットがよくわからない。（女性 40 代・岩屋～長縄手

地区） 

・将来は、１人暮らしの高齢の世帯が多くなると思うので、協力しあえ安心して暮らせる

町になっていってほしい。（女性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・行政、職員、住民でのまちづくり。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・学校の放課後の運動場や体育館等を開放して、地域交流を深める。（男性 50 代・浜一

番丁～浜五番丁） 

・移住による町民の増加は歓迎すべきことだと思いますが、旧町内にアパート等が増え、

近所づきあいは極めて薄いものとなっているように感じます。寂しさと怖さがあります。

自治会加入促進や、防災訓練に町民が積極的に参加して、隣近所の住民の顔くらい知れ

るようになればよいと思っています。（女性 50 代・新開～吉田地区） 
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・選択と集中。住民も行政も同じだけ汗をかきながら、まちづくりを進める。町を動かす

起爆人材の 30 代～50 代の人たちがまちづくりにかかわる仕組みが無いですね。みなさ

んサラリーマンで町外へ出てしまっているのだろうか。町の人口、年代別、性別だけで

なく、多面的に町民のデータを分析して、町の特徴をつかむと、おもしろいものが見え

てくるのだろうか。（女性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・今、コロナで以前にも増して、地域の人間関係（ご近所、友人など）やつながり、人と

人との距離ができたように思います。このような時代だからこそ、価値観の合う方々と

の出会いやつながりが必要だと思います。その為にも地域に根ざした地域作りを期待し

ております（行政と地域と住民が一体となって）。（女性 50 代・十楽寺・田町地区） 

・宇多津町の行政に若い方がどんどん参加し、活気有るまちづくりにしてほしい。（女性

50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・住民参画型のコミュニティを望む。町民の生き甲斐にもなる。住んでいる町のことを

もっと知ることは大事。学べる場、誰でも参加できることが大事。人間関係が偏らない

ことが必要になってくる。それができる人、わかっている人のリーダーシップが必要。

1 人 1 人がパズルのように組み合わさることで、思ってもいない町コミュニティができ

上がると思います。（女性 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・自主防災をはじめ、色々なイベントや行事がある中、皆の協力がなく非常に残念である。

文句は口いっぱい言うのに、自分は参加しない。後、新宇多津の方は、他県・他町から

の方が多く、昔から住んでいる人が少ない為、お祭りとかは大好きだが、町の行政には

他人事のような気がする。（女性 50 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・自治会活動を見直しては？（必要不可欠なのか？）（男性 60 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・宇多津町と神社仏閣の協働活動。（男性 70 歳以上・十楽寺・田町地区） 

・明るく開かれた未来のまちづくりをめざす為に、若い人材、女性の人材を全面に出し育

てて、経験豊かな職員の方が責任を持ってバックアップして、皆さんで（町民も含めて）

何でも話し合える行政をめざせばよいのでは。理想と、現実は厳しいかと思いますが、

よろしくお願いいたします。ここまで来て、つかれてしまって、字も内容もぐちゃぐちゃ

になり、失礼いたします。（女性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・70 歳以上の健康な方がおられると思います。力を借りて積極的に助言の声を聞いてほ

しい。（女性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・ボランティアを通して社会の役に立ちたい。現在での町内のボランティア活動の実態を

知りたい。（女性 70 歳以上・新開～吉田地区） 

・すくすくスクエアの利用者が少ないようなので、高齢者とか子どもたち、地域の人たち

が集まれる行事の開催を。どのようなことに使用できるか分からないが、展示物の開催

とか、経済（お金）の話とか、災害等に関すること等。（女性 70 歳以上・新開～吉田地

区） 

・行政と住民が協調して・協力して、まちづくりを行う。（女性 70 歳以上・大門～塩浜

地区） 
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12 行政に望むこと 

・適切な入社試験（町役場など）。（男性 19 歳以下・その他の地区） 

・年寄りの運転が危ない。⇒70 歳になる人は、強制返納すべきと条例を作ったほうがよ

い。（男性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・現在は、臨海部付近での開発が進み、活気のある町だと思うが、長期的に見て持続可能

な町政運営をしてほしい。例えば給付金等はありがたいが、若者の間では将来的に財政

面は健全に維持できるのかという不安の声をよく耳にする。いわゆる「ばらまき」はや

めてほしい。（男性 20 代・岩屋～長縄手地区） 

・まちづくりの重要性のもの全てが重要だと思いますので、全てがよりよいものになるよ

う期待しています。集めた意見をしっかりと見ていただき、これからの子どもたちのた

めにより良い町になるように行動に移していただけるよう期待しております。町長さん

の活動よろしくお願いいたします。（女性 20 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・行政はインフラに税金を使って、イベントや団体に税金を使うことをやめてほしい。税

金の無駄遣いではなく、一部にしか利益になってない。税金は国民、町民全てに使うも

ので、町長はじめ、議員、職員は勘違いしないようにすること。（男性 30 代・浜一番

丁～浜五番丁） 

・役場入口の加湿器？がカビ臭いので、交換してほしい。（男性 30 代・浜六番丁～浜九

番丁） 

・県内で唯一、人口が増加していた町なので、引き続き増加に向けたサービスの充実に取

り組んでほしい。（男性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・議員さんが何をしているか分からないです。選挙のときに掲げていた活動の結果はどう

なったんだろうと感じています。頑張っていただいてるのに、目に見えなかったり情報

が伝わってなかったりするのは、かわいそうです。ですが、少し人数は多いかなと感じ

ます。一人一人が活動した実績を住民にもっと見えるようにしてもらえたら嬉しいです。

住みやすく大好きな町であることは、皆様の頑張りのおかげだと思っています。大変だ

と思いますが。いつもありがとうございます。（男性 30 代・新開～吉田地区） 

・ムダなお金を使わずに、町民に還元してほしい。昔からやっているから、このお金を使

うなどの根拠の無いことはやめていく。（男性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・役場が新しくなって窓口が分かりにくい。（男性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・税金関係を下げてほしい（住民税など）。（男性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・真面目に働いて税金を支払っている人が、損をしないようにしてほしい。一人親と言い

つつ相手がいたりする人が多い。細かく注意して見ていくべきでは？（男性 30 代・沼

ノ池～津の郷地区） 

・人口が増えても、一人一人が住みやすい町になってほしい。景観や福祉サービスの向上

など。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・いつも町民のことを考えてくださっている町長さんに、すごく感謝しております。（女

性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・まだまだ情報が少ない。こちらから調べないといけないことはわかっていますが、もっ

と目に止まるような方法があればよいのにと思う。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・給料が安いのに住民税が高いのは？（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・電話をかけたときに、男性職員の対応の仕方に不満をもったことがある。顔が見えない

分、しっかりとした対応をしてほしい（教育委員会の）。（女性 30 代・浜六番丁～浜九

番丁） 

・上の問でも挙げていますが、宇多津町の良さは安全で綺麗な町、ロケーションの良さ、

秋祭りやお寺・古街など古くからの文化を大切にしているところだと思います。宇多津

町の行政やまちづくりには概ね満足しています。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・短期的な利益よりも、何十年先も考えた長期的目線でまちづくりに取組んでいただきた

いです。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津町全体の取組に関してもおおむね満足です。（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・これからますます物価が上がり円安も進んでいくので、町民の消費が少なくなると思う。

商品券やクーポンの発行などで、うまく宇多津町内で経済がまわるように、消費活動が

活発になるような対策を取った方がいいと思う。また、他の市町村や他県の人たちも消

費してもらえるようにするのもいいと思う。町内だけになりますが、経済活動が活発に

なると、住みやすくなるし、治安も良くなるのでなるべく早めに対策した方がいいと思

います。（女性 30 代・新開～吉田地区） 

・宇多津幼稚園の園児数が年々減っている。寂しい。町立の幼稚園なので、もっと町の方

で広報やインターネット、町役場などで積極的にアピールして園児を増やしてほしい。

バス通園ができるようになったこと（しかも格安！）、延長保育があること、長期休み

中も預かり保育など、しっかり対象の人に伝わるシステムを確立してほしい。どうぞよ

ろしくお願いします。（女性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・行政に相談したときなど、全く何も知らない人に対する説明が分かりにくい。書類も専

門用語とか難しい言葉ばかりで、まず読もうと思わない。一般的な言葉で簡潔にしてほ

しい。窓口の人は毎日同じことを説明しているし大変だと思うけど、聞きに行く人は初

めてなのをわかってほしい。税金が高すぎだと思う。（女性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・町が小さい分、町民の意見をどんどん取り入れられるよさがあると思います。子どもた

ちが宇多津で育ったことを誇れるように、まちづくりを進めていってほしいです。（女

性 30 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・災害に備えて町役場の場所を変えることや耐震化などが必要でないか。川の横にあるの

で、いざというときに機能するのか心配。（女性 30 代・その他の地区） 

・新宇多津都市から生まれた財源を、町の環境保全や防災上の安全性確保に充て、子ども

たちの教育環境・保健・医療福祉にお金を使ってもらいたい。広報が町の良いところを

映画やドラマのロケ地など様々なところへ売り込んでいくのも一案と思います。多くの

いろんな方に来てもらって、お金を落としてもらう仕組みを行政が作ってもらうことに

期待します。（男性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・住民税を安くしてほしい。（男性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・日本一を全国にもっとアピールするべき。（男性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・三豊市のように産学官金連携を行い、教育・観光・行政に力を入れたらいいと思う。（男

性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・住民税を安くしてほしい。高い割にはサービスを受けている感じがしない。（男性 40

代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・庭での喫煙禁止（受動喫煙の防止）を町の条例に盛り込む。（男性 40 代・岩屋～長縄

手地区） 

・土日の対応日の設定（行政）。（男性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・自然があり、しかも利便性が良く、住みやすい。歴史もある。とてもめぐまれたポテン

シャルのある町だと思います。住めてありがたいです。海や山の自然を大切にしつつ、

人口増加や観光にも力を入れて、発展と調和を大切にしたまちづくりを望みます。（男

性 40 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・行政は税金を強制的に徴収しているのだから、住民個人でできないこと（道路整備、ゴ

ミ収集など）にお金を使って、町をよくしてほしい。このたびの１万円について、全員

に配ってもコロナは改善されない（坂出市のように、マイナンバーを広げるとか）。目

的があいまいである。どうせ配るなら、生活に困窮している人のみにもっと手厚く配る

とか、町長は行政としてのリーダーシップをもっととってほしい。（男性 40 代・地区不

明） 

・宇多津に住んで 20 年以上、事故が多い場所をどうにかしてほしいが何もしてくれない。

話しても流されておわり。住みにくい街。近隣にも引っ越ししている方がいる。（女性

40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・言葉を発しない町民は、町のすべてに満足している訳ではないのは分かっているハズな

のに、言葉を発しない＝満足していると取り、何もしなかったり、スルーするのが行政

ならば、町は成長していかないと思います。今、聞こえて来ない声は行政に一番目を向

けていない人の声だと認知し、どうして目を向けてもらえないのかを考え町民全員の声

を拾い、町民全員に行政がいかに町民の声を聞きたがっているのかをアピールしてくだ

さい。町のラインがあることを、このアンケートで知りました。もっと何に血税を使う

べきであるのか、もっと地道にコツコツ、丁寧に大切にしてください。横のつながりを

持ちたくても持つことができず、いやがらせを受けて自殺したけど、失敗してしまう私

のような弱い心の町民の声も聞く行政をつくってください。（女性 40 代・浜一番丁～

浜五番丁） 

・住民税が少し下がってほしい。（女性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・宇多津町の地域の商品券が抽選になってから、毎回当たらない。切手代が無駄。みんな

平等に購入できるようにしてほしい。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・独身への町民には、支援が受けられているような感じがあまりない。税金だけ取られて

いるような（言葉が悪くてすみません）。保育者、介護職員の賃金の支援があれば…助

かります。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・谷川町長様の手厚い支援、助成のおかげで私と子どもは宇多津町で元気に生きて生活し

ています。谷川町長様に、心より深く感謝申し上げます。誠にありがとうございます。

宇多津町の皆々様のおかげで、生きていくことができます。本当にありがとうございま

す。宇多津町に住むことができて、本当に幸せです。心より深く感謝申し上げます。誠

にありがとうございます。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・プレミアム商品券に応募しても当選しないので、公平に配布していただきたい。（女性

40 代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・コロナになったときに支給品が来たのは助かりました。住民によりそった行政であって

ほしい。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・私は８月の初めにコロナに感染しました。保健所からの連絡も無く、宇多津町に連絡を

したところ、30 分もしないうちに支援物資を持って来てくれました。自分が不安なとき

に困っている住民のため、いち早く行政が手をさしのべてくれたことに感動しました。

宇多津町の職員の方の対応に本当に感謝しています。ありがとうございました。このま

ま宇多津町が良い町であり続けるように応援しています。（女性 40 代・浜六番丁～浜

九番丁） 

・自治会に入っていない世帯にも広報を配ってほしい。（女性 40 代・地区不明） 

・ふるさと納税返礼品の拡大による税収確保。（性別不明 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・コロナ時ということもあり、医療、福祉、そして教育をバランスよく進めていただきた

いです。（性別不明 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・【医療機関】コロナの給付金ですが、コロナになった人には増額してほしいです。10 日

以上休むことになり生活費が苦しいです。コロナのとき、家族全員感染したので、食糧

を届けていただき大変助かりました。しかしいただけることが７・８月の広報に載って

おらず、いただいた人の話をきいて電話しました。そういう良いことは毎月載せてほし

いと思います。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・町役場の窓口は、とても親切で優しいと感じる職員がいる一方で、冷たいなと感じるこ

ともある。面倒なことも多い現場だと思うが、対応のスタンダードを意識してほしい。

ただ一般的には町職員の方は、誠実に職務を遂行していただいているし、大変感謝して

います。行政一般について、弱者や被差別者を保護するのは非常に重要だが、救済の枠

を超えて、過剰に優遇することのないように、気を付けてほしい。逆差別も立派な差別

なので。理不尽な要求をして役場の業務を妨害したり、町民の利益を損ねる者には厳し

く対処してほしい。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・住所以外のマンション名と部屋番号を閲覧させないでほしい。住民票から住所以外のマ

ンション名と部屋番号をのけてほしい。（男性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・子育て支援等を行い、人口維持や高齢化対策を町の最後の展望の基にする。（男性 50

代・浜一番丁～浜五番丁） 

・ふるさと納税の見直し。１つ１つの設定が高額すぎる。魅力的な品ぞろえ（進物用・家

庭用）、新たな名物つくり、売り込み方の工夫（プロへ依頼）、返礼品対応の新たな雇

用。水族館貸切り２時間は短すぎる。（男性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・非常に満足しています。今のまま進めてください。（男性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・計画性のあるまちづくり。住宅地と農業地の共存。（男性 50 代・新開～吉田地区） 

・下水道料金を下げてほしい。（男性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・住民税の減額（居住年収により減額してほしい）。（男性 50 代・岩屋～長縄手地区） 

・「小さいながらも輝く町」の維持を続けてほしい。（男性 50 代・大門～塩浜地区） 

・子育て支援などに力を入れていて、大変良いことですが、私たち子育てが終わった者に

対しても支援があると嬉しいです（町民全員、不公平なく）。（女性 50 代・浜六番丁～

浜九番丁） 

・税負担の見直し。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 
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・サークル活動、公民館活動等の情報がもっとほしい。宇多津町の商品券、今まで一度も

購入したことがありません。善通寺市のように 5,000 円位ついていたら購入します（今

回、使える所が増えていたみたいで、ちょっと気になりました）。町民割引、これは私

の実家の県ではやっています。帰省したとき、私も割引料金で入れます（水族館ではあ

りませんが…）。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・コロナで仕事が無くなって無職になった人に対する年金制度を、もう少し役場できちん

と処理してほしい。自分と旦那さんの処理を申し立てたのに、そのときに書類を出した

のに、今になってむっちゃ来る。もう書類が無いです。自分のせいですけど、無くても

どうにかなりませんか？ しんどいです、無理です。しんどい、しんどい。（女性 50 代・

浜六番丁～浜九番丁） 

・“ゆりかごから墓場まで”の言葉のごとく、全世代に渡り安心、安全で不安ない日々の

生活を送ることができるように、誰１人おいてきぼりにならないまちづくりを考えて

いってほしい。（女性 50 代・新開～吉田地区） 

・福祉課の対応が恐い人がいるので、変更をしていただきたい。（女性 50 代・新開～吉

田地区） 

・以前住んでいた市町村は水道代とゴミ袋代が高かったということが、宇多津に引っ越し

てきて分かった。どちらもよく使うものなので、安くなって嬉しい。町役場の職員さん

はどの課の人も優しく丁寧に接してくれるのでいいと思う。（女性 50 代・新開～吉田

地区） 

・現町長のパフォーマンス的なところは、全く必要ないと考えています。もっと実直に町

政に取り組む人をトップに据えたいと思っていても、組織票に阻まれて叶わないのが現

状です。ここに書いたところで意味がないことは十分承知していますが、こういう町民

も大勢いるのだということを表明するために書きました。次の町長選には立候補すらし

ないでもらいたい。それが宇多津町の行政に望むことです。（女性 50 代・新開～吉田地

区） 

・デュアルスポーツセンター武道場へのエアコン設置を強く希望します。（女性 50 代・

岩屋～長縄手地区） 

・町外で働く者は、水曜日の夜に利用できることで大変助かっておりますが、電子マネー

等での支払い等で、わざわざ役場に出向かなくてもできるようにしてほしい。（女性 50

代・岩屋～長縄手地区） 

・住民のことを聞いてほしい。ネットを活用すれば、町議員の人数を減らせるのではない

かと思ったことがある。（女性 50 代・大門～塩浜地区） 

・今回の全町民に１万円やタクシー券（老人全員に無料配布）等、一時的に町民が喜ぶも

のばかりだ。もっと長期的視野で公金を使ってほしい。町長が自分の選挙票獲得のため

に公金を使っているとしか思えない。まちづくりが大切だと思うなら、短絡的な行政事

業を減らした方がよい。（女性 50 代・大門～塩浜地区） 

・谷川町長をはじめ、町役場の職員の方々、その他行政に携わっている方々にはいつもお

世話になっております。（女性 50 代・十楽寺・田町地区） 
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・以前に何回も連絡したことがありますが、祭りの終わった後のゴミがすごい！！ 人の

家の前に平気で残していく…。こんなことが続くのであれば、明るい将来は思いつきま

せん。宇多津町に家をせっかく建てて、将来楽しみなときにこれでは…。近所のみなさ

んと、相談して申し立てをしても何の変化もない！！ 自分たちの意見だけ聞いてほし

いとは言いません。せめて問いかけたことには何らかの意見なり、返答してほしい。こ

れからどう変わっていくか待っています。それでも行政が変わらないようであれば、宇

多津町には期待はしません。（道路側の地盤の揺れの問題も同じです！！）（女性 50 代・

沼ノ池～津の郷地区） 

・国・県などでつくる計画・環境（カーボンニュートラル）などの計画は策定しないこと

を要望する。宇多津の強み、都市機能などの強化、商業の振興などに注力してほしい。

大規模自治体のような無駄な計画、総評的な政策・施策は不必要で、行政の効率化をよ

り目指してほしい。（男性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・外国人の不法流入に注意する。マイナンバーカードの活用法の充実（マイナンバーカー

ドをもっていても利便性を感じない）。（男性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・坂出市のように、議会のケーブルテレビ中継。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

・香川県では三豊市、高松市がいろいろと話題になっています。そんな情報を行政の人が

見聞きして参考にすれば、何かヒントが得られるのでは？ 町の活性化は、収入面をど

うするかに尽きると思います。大変なことは解っていますが、宇多津町が日本で一番だ

と思って、そうなるよう努力していただけると嬉しく思います。（男性 60 代・新開～吉

田地区） 

・水不足にならないようにしてほしい。（男性 60 代・大門～塩浜地区） 

・補助金は本当に必要な人だけに出すようにして、予算を集中して大きな事業に使ってほ

しい。宇多津小学校の校舎の建てかえなど。（女性 60 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・議員の方々には立候補して当選したという自覚を忘れずに、行政に臨んでいただきたい

（宇多津を良くするという決意）。（男性 60 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・古いしきたりに、しばられない行政運営。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

・町長が代われ（辞めろ）、全て聞かされている。選挙の為のワイロ（現金と松茸）、水

族館（大阪、大成建設へワイロの要求し、日曜日に 150 万円取りに行った）。町長及び

一部の議員で、青ノ山山頂の防災カメラの撤去許せん（全て他の議員から聞いている）。

（男性 60 代・十楽寺・田町地区） 

・財政の健全化を図り、安定した町運営を願う。（男性 70 歳以上・浜一番丁～浜五番丁） 

・ゴミの収集方法は全国「きめ細やか」と思っています。住民サービスの提供と維持が最

も重要ではないかと思います。「箱物」は、ほどほどで、「維持管理にどれだけ行政資

源を投入できるか」がポイントではないかと思います。（男性 70 歳以上・浜六番丁～浜

九番丁） 

・谷川町長以下職員はご苦労していただいていると思う。感謝しております。特に財政力

指導、県下一番だと聞いております。今後共によろしくお願いします。頑張ってくださ

い。（男性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・特殊出生率が高いことをＰＲすべき。（男性 70 歳以上・新開～吉田地区） 

・町民の意見（目安箱）に、早急に取り組んでくれること。町長も辛口意見に耳を傾ける

こと。（男性 70 歳以上・大門～塩浜地区） 
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・宇多津町のおいしい物を考える。宇多津町民が一日中楽しめる施設の建設。円通寺の上

の三ツ岩のＰＲ。（男性 70 歳以上・十楽寺・田町地区） 

・職員の教育をすべきである（公僕として）。（男性 70 歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 

・この穏やかさが、いつまでも続くような行政を期待しています。（女性 70 歳以上・浜

六番丁～浜九番丁） 

・子ども向け、中堅住民、高齢者向け、それぞれに分別して、行政を考えてほしい。（女

性 70 歳以上・新開～吉田地区） 

・何か宇多津町に 1 つ秀でた物を大々的に宣伝して、町の活性化を図る。（女性 70 歳以

上・新開～吉田地区） 

・今やってくれていることを続けていただきたいです。（女性 70 歳以上・大門～塩浜地

区） 

・行政正職員を増やし、体制強化をした方がよいと思います。（女性 70 歳以上・大門～

塩浜地区） 

・税金を安くしてほしい。（女性 70 歳以上・大門～塩浜地区） 

・コロナワクチン接種時のスムーズな対応は、とても安心できました。対応の早い行政を

これからも望みます。（女性 70 歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 

 

13 その他の意見 

・難しいと思いますが、駅近で分譲地が新たにできたら、嬉しいです。コロナが落ち着い

たら、お祭りなどのイベントをどんどん開催してくれると、子育て世代としては、とて

もありがたいです。（女性 20 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・ゴミに執着したやつを減らすこと（うざい）。年寄りやガキばかりに手をかけ過ぎない

こと。生き物を大切にすること。（女性 20 代・沼ノ池～津の郷地区） 

・中讃地区の中心都市となるべく、北部、南部ともに今後さらに発展することを期待しま

す。（男性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・2022 年４月に県外より転入してきました。宇多津町へ居をかまえた理由は、スーパー

マーケットなどの充実と、子育てしやすい環境のためです。不満は特にないのですが、

住んでびっくりしたことは、テレビが入りにくいという点でした（あまりテレビを見な

くなりましたが）。どうか、これからもよろしくお願いいたします。（女性 30 代・浜一

番丁～浜五番丁） 

・近くに物が揃っている。（女性 30 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・マンションを増やして将来的に大丈夫ですか？（女性 30 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津に引っ越して来て、良かったです。（女性 30 代・岩屋～長縄手地区） 

・坂出の駅周辺の上記環境を比較してしまうからかもしれませんが、町の中に病院や消防

の軸になる所が少ないことは理解するものの不安な所はある。が、その狭いエリアの内

で、ユープラザや水族館など、本当に努力が伺えておおむね満足です。（女性 30 代・岩

屋～長縄手地区） 

・子どもたちにもアンケートをしてほしいです。（男性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・県内でも最先端で動いている町だと思っています。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・実に住みやすいまちづくり。（男性 40 代・岩屋～長縄手地区） 
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・自転車屋。平日は自転車生活。タイヤのパンク時やトラブル時に自転車屋さんが町内に

１軒しか無いのは不安。現在ある１軒に関しても店主の方がご高齢に思うので、もし閉

めてしまったら、どうしたらよいのだろう。宇多津も車社会だとは思うが、他の市町村

に比べると新都市の方は車が無くてもあまり不便なく自転車で生活できるので、そこの

フォローがもう少しあればなと、思う。（男性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・お祭りのときに、お客様にトイレの案内をしっかりしてほしい。（男性 40 代・大門～

塩浜地区） 

・宇多津だけキレイで住み良くなったら、坂出や高松方面から移って来て、次は汚くなる

と思う。周りの市町ともよく連動すること。香川県は、水が飲水に適さないのが難しい

課題。ミネラルウォーターを定期的に 4～5,000 円/月かけて暮らすことは、他県ではな

かった。東京都みたいに税収も無いので難しいが、住みやすさをアップするなら香川県

全体で、直すとよい。（男性 40 代・十楽寺・田町地区） 

・駅がもう少し立派になってほしい。駅周辺の開発を…。（男性 40 代・地区不明） 

・今でも十分良い街と思っています。今のにぎわい、明るさが続くよう望みます。（女性

40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・新都市は準工業地域なので工場が多く、トラックの出入りが多い。運送会社もあり、騒

音で窓を開けられないので、引越しを考えています。静かな環境で暮らしたいと思うよ

うになりました。スーパーなど、近くてとても便利ですが…。こういう場所にマンショ

ン建設は、やめてほしいと思います。知らずに引越してくると後悔します。セントベイ

ヒルズの跡地をマンションや分譲地にするのだけは、やめてほしいです。（女性 40 代・

浜一番丁～浜五番丁） 

・南部地域の開発。（女性 40 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・ハワイアンなまちづくり。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・宇多津新都市は、オシャレなイメージで若者からも人気なので、これからももっとオ

シャレな雰囲気のまちづくりで宇多津を向上させてほしいです。（女性 40 代・浜六番

丁～浜九番丁） 

・全国的な知名度はまだだと思いますが、住みやすさはトップレベルだと思います。テレ

ワークの推進により、就業場所が香川になくても宇多津に住みたいと思うニーズはたく

さん有ると思います。県外転入者で、家族・知人は“宇多津？どこ？”という感じでし

たが、写真を送ると一様にプラスの反応になります。魅力発信＋就業機会の確保＋福祉

の充実がなされればと思います。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・郵送費など無駄な経費をかけない。（女性 40 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・臨海公園に車で行っても水族館のお客さんが車を置いているので、町民が車を置けず、

公園へ行けません。質問の趣旨とは違いますが宜しくご指導ください。（性別不明 40 代・

浜六番丁～浜九番丁） 

・問 29 は、小・中・高・大学生ほか一般から募集（優秀者には特産品プレゼント）でも。

（男性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・子どもに対して支援しすぎ。今の若い親は大きな車に乗っている人も多く、裕福な家庭

が多いと思う。定年が近づいて、働けど給料は下がり、値上げ続きで生活が苦しい世代

に対して何の支援もない。非常に不公平な町だ。（男性 50 代・大門～塩浜地区） 
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・意地悪な取り締まりに意見してほしい（警察）。コープ宇多津横での一旦停止とか、駅

前での横断歩道のとことか。なぜここ？ 改善しないのかと思う。駅方面から左折で出

て、次にＵターンして、青ノ山トンネル方向へ向かうが、いつもＵターンのとき混んで

危ないのに。よその人にも言われたことがあり、取り締まりの数かせぎの印象だ。（女

性 50 代・浜一番丁～浜五番丁） 

・水族館の年パスがあったら、いつでも行けて購入したいと思う。もしくは、町民割引、

一緒に来た人も割引料金にしてほしい。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・旧町民優先が多く、見られる。私には感じることがない取組だ。（女性 50 代・浜六番

丁～浜九番丁） 

・四国水族館という名前ではなく、宇多津水族館にしてほしかった。（女性 50 代・浜六

番丁～浜九番丁） 

・水族館で町民優待サービスがあると嬉しい。（女性 50 代・浜六番丁～浜九番丁） 

・自分のことでせいいっぱいです。（女性 50 代・大門～塩浜地区） 

・新宇多津都市という名称を再考。浜地区における国土調査を行う（公共施設のみ、とり

あえず）。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

・昔から住んでいる人は人間付き合いが良いが、宇多津以外から来た人は心が分からない

ところが気になる。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

・経済面で。（男性 60 代・新開～吉田地区） 

・自治会、町会議員などの若年化と倫理観の向上が必要。（男性 60 代・沼ノ池～津の郷

地区） 

・宇多津町は、他市町の人たちから注目されている。新しい企画で注目されていると思う。

（女性 60 代・大門～塩浜地区） 

・思いやりのある、あたたかい町にしてほしい。（男性 70 歳以上・新開～吉田地区） 

・【自転車屋さんについて】かつて新宇多津都市にも自転車店がありましたが、何年か前

に丸亀市の郊外に移転されました。現在は既成市街地に二軒の自転車店が営業されてい

て、お世話になっています。でも少し遠距離なので、新宇多津都市にも自転車店の誘致

をお願い致します。（女性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・村から、町へ、そして市へ。（女性 70 歳以上・浜六番丁～浜九番丁） 

・高齢者なので分かりません。（女性 70 歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 

・現状、大店舗の値上げは、値上がりする必要のない物でも便乗値上げをしているように

感じます。（女性 70 歳以上・沼ノ池～津の郷地区） 

・消防のサイレンを鳴らすのは、止めてほしい。（性別・年齢・地区不明）   



107 

資料 調査票 
 

 

 

 

 

 

ご協力のお願い 

住民の皆様には、日頃から町政にご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、この度、宇多津町では、まちづくりを進めるための指針となる「宇多津町総合

計画」（令和６年度から令和 15 年度までの 10 年間の計画）を策定いたします。 

本アンケート調査は、住民の皆様のご意見をお聞かせいただき、これからのまちづく

りを考える貴重な資料とすることを目的としています。 

ご多用のところ恐縮ですが、今後のまちづくりを皆様と共に考えていきたいと思いま

すので、調査の趣旨をご理解いただき、ご意見をお聞かせくださいますようお願いいた

します。 

令和４年８月 

宇多津町長 谷川 俊博 

 

 

１ 封筒の宛名のご本人がお答えください。 

２ 鉛筆やボールペンなどで、あてはまる番号を〇で囲んでください。（例：① ） 

３ 各設問に「（○は１つ）」「（〇は３つまで）」などの指定がありますので、 

その説明に従ってご回答ください。 

４ 本アンケート調査は無記名で行いますので、住所、氏名の記入は必要ありません。

また、回答は統計的に処理し、本調査の目的以外に使用することはありません。 

５ 記入が済みましたら、調査票を三つ折りにして、同封の返信用封筒に入れ、 

下記期限までにご投函ください。（切手は不要です。） 

 投函期限 ９月９日（金）まで  

 

 

【 調査票についてのお問い合わせ先 】 

宇多津町 まちづくり課 

〒769-0292 香川県綾歌郡宇多津町 1881 番地 

電 話（０８７７）４９－８００９ 

ＦＡＸ（０８７７）４９－０５１５  

 

まちづくり 住民アンケート調査 

ご記入にあたって（お願い） 
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お答えを、お住まいの地区や性別、年齢などで統計的に分析するため、 

あなたご自身のことについてお聞かせください 
 
 

問１ あなたがお住まいの地区はどちらですか。（○は１つ） 

１ 浜一番丁～浜五番丁 ５ 大門・山下・西町・西横町・宇夫階・浜町・ 

２ 浜六番丁～浜九番丁 栄町・幸町・水主町・伊勢町・かじや町・ 

３ 新開・平山・北浦・坂下・ 本町・今市・浦町・倉の前・塩浜地区 

大橋・吉田地区 ６ 十楽寺・田町地区 

４ 岩屋・新町・中村・向山・ ７ 沼ノ池・鍋谷・津の郷地区 

長縄手地区 ８ その他（             ） 

※ 行政区に基づいています。 
 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

１ 男性 ２ 女性 ３ 無回答 

※ 自認する性別をお答えください。 
 
 

問３ あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

１ 19 歳以下 ３ 30～39 歳 ５ 50～59 歳 ７ 65～69 歳 

２ 20～29 歳 ４ 40～49 歳 ６ 60～64 歳 ８ 70 歳以上 

 
 

問４ あなたの職業をお答えください。（○は１つ） 

１ 農林水産業  ７ 派遣社員・契約社員 

２ 自営業（商工・サービス業等） ８ 学生 

３ 自由業（開業医・弁護士等） ９ 家事専業 

４ 会社員  10 無職（学生・家事専業を除く） 

５ 公務員・教員・団体職員 11 その他（                ） 

６ パート・アルバイト（学生を除く） 

 
 

問５ あなたの勤務先又は通学先はどちらですか。（○は１つ） 

１ 宇多津町内 ２ 香川県内 ３ 香川県外 ４ 通勤・通学はしていない 

 
 

問６ あなたは、いつから宇多津町に住んでいますか。（○は１つ） 

１ 生まれたときからずっと住んでいる ３ 県内の他の市町から引っ越してきた 

２ 一度出ていたが戻ってきた（Ｕターン） ４ 県外から引っ越してきた 
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問７ あなたは、宇多津町に住んで何年になりますか。（○は１つ） 

１ ５年未満 ３ 10 年以上～20 年未満 ５ 30 年以上 

２ ５年以上～10 年未満 ４ 20 年以上～30 年未満 

 
 

問８ あなたの世帯構成をお答えください。（○は１つ） 

１ 独り暮らし世帯 ４ 親と子と孫の三世代世帯 

２ 夫婦のみの世帯 ５ その他（               ） 

３ 親と子の二世代世帯 

 
 

問９ あなたは、宇多津町にどの程度愛着を感じていますか。（○は１つ） 

１ 愛着を感じている 

２ どちらかといえば愛着を感じている 

３ どちらかといえば愛着を感じていない 

４ 愛着を感じていない 

 
 

問 10 あなたは、これからも宇多津町に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

１ 住み続けたい 

２ どちらかといえば住み続けたい 

３ どちらかといえば住み続けたくない 

４ 住み続けたくない 

 
 

問 11 あなたは、現在、地域の行事や活動などに参加していますか。コロナ前の活動も含め

てお答えください。（あてはまるもの全てに○） 

１ 自治会（町内会など）活動 ８ 防犯活動・交通安全活動 

２ 道路や公園などの美化活動 ９ スポーツや健康づくり活動 

３ 老人クラブ活動や高齢者同士の交流活動 10 お祭り・盆踊りなど 

４ 高齢者や障がい者への手助けや福祉活動 11 文化・芸術活動 

５ 子ども会やＰＴＡ活動・学校行事の手伝い 12 その他（            ） 

６ 子育て支援活動 13 参加したことがない 

７ 防災活動や消防団活動 
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問 12 あなたは、宇多津町が作成している「宇多津町総合計画※」をご存じですか。 

（○は１つ） 

１ 内容までよく知っている 

２ 名前を見聞きしたことがある程度 

３ 知らない 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

まちづくりの満足度と重要度についておたずねします 

 

問 13 次にあげる宇多津町のサービスについておたずねします。あなたは、次のそれぞれに

ついて、現在、どの程度満足していますか。また、今後、どの程度重要だと思いますか。 

 次のページ（４ページ）からお答えください。 

（○は、① 満足度の選択肢から１つ、② 重要度の選択肢から１つ） 

※ 記入例 

 

         評価 

 

 

項目 

① 満足度 ② 重要度 

満
足 

あ
る
程
度
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

(1) ●●●●の充実 
■■■■への取組など １ ２ ○3  ４ ５ １ ２ ３ ○4  ５ 

 

 

 

 

  

（１から５のうち 

１つを選んで○）  

（１から５のうち 

１つを選んで○）  

  

※ 用語「宇多津町総合計画」 
 
宇多津町が行う全ての政策や施策・事業の根幹となる最上位の行政計画です。 

まちづくりの主体である住民の皆様や地域の団体、ＮＰＯ、企業等と行政が協働し、

まちの将来像の実現に向けて共に行動するための指針を定めた計画です。 

（現行の総合計画は、宇多津町ホームページに掲載しています。） 
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         評価 

 

 

項目 

① 満足度 ② 重要度 

満
足 

あ
る
程
度
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

１  健康・福祉分野（少子・高齢化に対応した健康・福祉のまち） 

(１) 健康づくり体制の充実 
（住民の健康づくりや健診などの保健活動、
介護予防への取組など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(２) 医療体制の充実 
（いつでも安心して受診できる医療体制の 
整備など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(３) 地域福祉の充実 
（ボランティア活動や地域のリーダーづくり、 

相談支援体制の充実など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(４) 高齢者福祉の充実 
（高齢者の社会参加、生きがいづくり、 
地域での高齢者の見守り活動など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(５) 児童福祉の充実 
（保育環境の充実、子育て支援施策の 

充実、子どもの遊び場の確保など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(６) ひとり親福祉の充実 
（経済的支援の充実、相談支援体制の 

充実など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(７) 障がい者福祉の充実 
（障がい福祉サービスの提供、社会参加への

支援、バリアフリーのまちづくりなど） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(８) 要援護者福祉の充実 
（生活困窮者への経済的支援や就労支援を

通じた自立に向けた支援など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(９) 社会保障の充実 
（国民健康保険事業や国民年金制度などの

適切な運用など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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         評価 

 

 

項目 

① 満足度 ② 重要度 

満
足 

あ
る
程
度
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

２  生活基盤分野（だれもが快適に安心して暮らせる生活基盤の整ったまち） 

(１) 市街地形成・整備 
（都市機能の集約、市街地の整備状況、 

有効な土地活用や市街地の景観づくり、 
まちのにぎわいづくりなど） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(２) 住環境の充実 
（町営住宅の適正な整備、良好な住宅地 
の形成、空き家対策の推進など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(３) 道路・交通網の充実 
（道路の整備状況、公共交通の利便性、 
関係機関と連携した幹線道路の整備、 
身近な生活道路の維持・管理など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(４) 上水道の充実 
（計画的な受水による安定した上水道の 

確保、健全・効率的な事業運営など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(５) 下水道の充実 
（下水道の耐震化や長寿命化など適正な 
整備、健全・安定的な事業運営など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(６) 河川・海岸の整備 
(浸水などの災害を防ぐ設備の充実、 
関係機関と連携した河川の改修など) 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(７) 公園・緑地の整備 
(公園・緑地の整備、緑化の推進状況、 
環境保全や防災機能など、多様な機能を
持つ、住民に親しまれる公園づくりなど) 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３  防災・環境分野（豊かな自然の中で安全・安心に暮らせるまち） 

(１) 消防・防災の充実 
（自主防災組織への支援、消防体制の 
強化、防災対策の推進など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(２) 交通安全、防犯対策の推進 
（交通安全施設の整備や交通安全の 

啓発活動、防犯対策の推進など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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         評価 

 

 

項目 

① 満足度 ② 重要度 

満
足 

あ
る
程
度
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

(３) 環境の保全 
（自然環境の保全、ポイ捨て対策、 
美化活動、脱炭素社会に向けた活動など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(４) ごみ資源循環型社会の実現 
（ごみの減量化、資源化、再生利用の推進、 
ごみの適正な処理など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(５) し尿処理の充実 
（汲み取り収集体制の維持、水洗化に 
向けた取組など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(６) 火葬場、墓地の充実 
（火葬場の管理、墓地の確保と管理など） １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４  教育・文化分野（子育て・教育・交流の充実したまち） 

(１) 幼児教育の充実 
（発達段階に応じた就学前教育内容の充実、 
保育所、こども園、幼稚園施設の充実など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(２) 学校教育の充実 
（保・幼・小・中の連携、ＩＣＴ（情報 
通信技術）教育の推進、心の教育、 
体力づくり、教職員の資質向上など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(３) 地域と学校の連携 
（児童・生徒の地域活動への参加促進、 
地域に開かれた学校づくりなど） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(４) 青少年教育の推進 
（家庭教育や指導体制の充実、不登校 
児童・生徒への相談・支援など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(５) 生涯学習社会の充実・活用 
（ユープラザうたづ等生涯学習施設の 
充実、ＳＮＳ等を利用した情報提供など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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         評価 

 

 

項目 

① 満足度 ② 重要度 

満
足 

あ
る
程
度
満
足 

ど
ち
ら
と
も
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な
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や
や
不
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不
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重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

(６) スポーツ・レクリエーション活動
の推進 
（高齢者や障がい者でも気軽にスポーツを 
楽しめる生涯スポーツの振興、スポーツ 
施設の充実など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(７) 文化・芸術の振興 
（大学等教育機関と連携した文化活動の 
活性化、文化遺産の保全と活用など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(８) 交流の振興 
（国際交流の推進、都市間・地域間の交流 
の場の充実など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(９) 人権教育の推進 
（人権・同和教育の推進、広報・啓発活動 
の推進など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(10) 男女共同参画社会の形成 
（女性の社会参画の促進、男女共同参画 
の視点による教育の推進など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５  産業・地域活力分野（地域の特色を活かしたにぎわいのあるまち） 

(１) 活力ある商工業の振興 
（経営支援、商業・サービス業の集積 
の促進など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(２) 観光の振興 
（観光推進体制や観光施設の整備状況、 
地域資源を活かした観光振興、観光 
情報の発信の充実、新たな観光資源 
の発掘など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(３) 地域の特色を活かした農水産業の振
興 
（担い手の育成、高付加価値農産物の 
育成支援、水産業の経営安定への 
支援など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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         評価 

 

 

項目 

① 満足度 ② 重要度 

満
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要
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な
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重
要
で
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な
い 

(４) 新宇多津都市※の活力ある市街地 
づくり 

（にぎわい空間の充実、利便性の高い 
都市型住宅の整備など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(５) 既成市街地※の趣あるまちづくり 
（誰もが安全に快適に暮らせる生活 
環境の整備、空き家の有効活用など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(６) 南部地域※の資源を活かした環境
づくり 

（計画的な土地活用や良好な田園環境 
づくり） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

６ 協働・行政改革分野（計画推進の体制づくり） 

(１) コミュニティの育成 
（自治会などコミュニティ組織の充実 

や自主的な活動の促進など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(２) 協働のまちづくり 
（ボランティアや住民活動への支援、 
多様な媒体を活用した情報発信など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(３) 合理的な行政運営の推進 
（効果的・効率的な行政運営、職員 

の資質向上など） 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

(４) 効率的な財政運営の推進 
（自主財源の確保、効率的な財源の運用、 

公共施設管理運営等における民間資本 
の活用など） 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

※ 用語「新宇多津都市」「既成市街地」「南部地域」 

 

「新宇多津都市」とは、海側の塩田跡地を埋立開発し、さぬき浜街道やＪＲ瀬戸大橋

線をはじめとした交通体系を有する地域です。 

「既成市街地」とは、町のおおむね中部に位置し、古くからの寺社仏閣や町家など、

町の歴史と伝統的な町並みを有する地域です。 

「南部地域」とは、町の南部に位置し田園環境を有する地域です。 
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地域での生活についておたずねします 

 

問 14 あなたは、宇多津町での暮らしをどの程度「幸せ」だと感じていますか。「とても幸

せ」を 10 点、「とても不幸」を１点とすると、何点くらいになると思いますか。 

※ わからない場合は、直感的に記入してください。（○は１つ） 

 
 
とても幸せ                                               とても不幸 

 

10 点 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １点 

 
 

問 15 前問の幸福度（１～10 点）を判断する際に、重視したことは何ですか。 

（○は３つまで） 

１ 所得や消費など家計の状況 ７ 家族関係 

２ 仕事の有無や安定感など就業状況 ８ 友人関係 

３ 仕事の楽しさや充実度 ９ 職場の人間関係 

４ 健康状態 10 近隣住民との人間関係 

５ 自由な時間や精神的なゆとり 11 居住環境の充実 

６ 趣味や社会貢献などの生きがい 12 その他（            ） 

 

問 16 新型コロナウイルス感染症の拡大による、あなたの生活への影響について、次にあげ

る項目それぞれについてお答えください。（○は１つずつ） 

項 目 増えた 減った 

変わらない 

（どちらとも 

いえない） 

（１）一人で過ごす時間 １ ２ ３ 

（２）パソコンやタブレット・スマート

フォンを使う時間 
１ ２ ３ 

（３）ＳＮＳなどでの交流頻度 １ ２ ３ 

（４）収入（給料・ボーナスなど） １ ２ ３ 

（５）支出（食費・交際費など） １ ２ ３ 

（６）悩みやストレス １ ２ ３ 

（７）上記以外で、あなたの生活への影響があれば、具体的に記入してください。 

（                                ） 
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問 17 宇多津町では、近年、民間の事業者等による宅地開発や住宅の供給が進んでいますが、

このことについてどのように思いますか。（○は１つ） 

１ 今後も積極的に住宅の供給を促進し、より多くの転入者を受け入れるべきである 

２ 必要に応じて適切に住宅の供給を促進すべきであると思う 

３ 住環境の悪化などの面から、住宅の供給はあまり推進すべきではないと思う 

４ これ以上の住宅の供給は必要ない 

５ その他（                                                           ） 

６ わからない 

 

 

これからのまちづくりについておたずねします 

 

問 18 あなたは、今後、宇多津町をどのようなまちにすべきだと考えますか。 

（○は３つまで） 

１ 美しい自然環境や景観を誇れる環境保全のまち 

２ 農林業を中心として発展する農林業のまち 

３ 企業誘致や地場産業の振興による商工業のまち 

４ 地域資源を活用し、観光・レクリエーションや交流事業を進める観光・交流のまち 

５ 保健・医療・福祉の充実した、人にやさしい健康・福祉のまち 

６ 子育て環境や子どもの保育・教育環境が充実した子育て・教育のまち 

７ 快適で安全・安心な居住環境の整備を優先する快適住環境のまち 

８ ＡＩ※１、Ｉｏｔ※２やＤＸ※３の推進などデジタル技術を活かした情報化推進のまち 

９ 生涯学習や芸術・文化・スポーツ活動が活発な生涯学習・文化のまち 

10 歴史的遺産や地域の美しい景観を大切にし、まちづくりに活かす歴史・景観のまち 

11 住民と行政とが協力してまちづくりを行う住民参画・協働のまち 

12 その他（                                                   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※１ 用語「ＡＩ」（Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅの略） 

人工知能のこと。コンピュータが大量・多様なデータを分析し、人間の脳でしかできなかった

ような高度で知的な作業を、人工的なプログラムにより行えるようにした技術のこと。 
 

※２ 用語「Ｉｏｔ」（Internet of Things の略） 

パソコンやスマートフォンなどの情報機器が接続しているインターネットに、産業用機器や自

動車、家電製品等の「モノ」をつなげることにより、機器の遠隔操作など多様な付加価値を生

む技術のこと。 
 

※３ 用語「ＤＸ」（Digital Transformation の略） 

ＡＩやＩｏｔなどのデジタル技術を有効に活用して、地域社会や行政が直面する様々な課題の

解決を図りながら、人々の生活をより良いものへと変革させること。 
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問 19 あなたは、ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）※をご存じですか。（○は１つ） 

１ 内容までよく知っている 

２ 名前を見聞きしたことはあるが内容はよく知らない 

３ 知らない 

次期宇多津町総合計画の策定では、ＳＤＧｓも参考にします。 

 

※ 用語「ＳＤＧｓ」（Sustainable Development Goals） 

 

平成 27（2015）年９月に国連サミットで 

採択された、全ての国がその実現に向けて 

目指すべき「持続可能な開発目標」で、貧困 

の根絶や不平等の解消、環境との調和など 

17 のゴールから構成され「誰一人取り残さな 

い」社会の実現を目指す目標のこと。 

 
 
 

問 20 誰もが「住みやすい」「暮らしやすい」と感じられるまちづくりを進めていくために

は、住民の皆さんの積極的な参加が必要です。あなたは、どのような活動に参加・協力し

たい（参加・協力できる）と思いますか。（○は５つまで） 

１ 清掃活動など美しい町の景観を守る活動 

２ 自然保護・環境保全活動など地域の自然や身近な環境を守り育てる活動 

３ 福祉ボランティアや見守り活動など高齢者や障がい者のための活動 

４ 町の歴史や文化を学び、郷土の遺産として守り育てる活動 

５ リサイクル・省資源・地球温暖化防止活動など地球環境を守る活動 

６ 子育て活動など育児や教育の情報交換に関する活動 

７ 生涯学習活動など教養・技能習得に関する活動 

８ 健全な青少年の育成を目指す活動 

９ 食生活の改善や健康づくり、スポーツなどの活動 

10 イベントや地域のお祭り、文化、運動会などの活動 

11 交通安全や防災・防犯活動など安心・安全な暮らしを目指す活動 

12 あいさつ運動や親切を心掛ける活動 

13 体験活動の指導やホームステイ、民泊の受け入れなどの活動 

14 新しい特産品やおみやげ品の研究開発などの活動 

15 まちづくり会議などへの参加や町政への企画提案などの活動 

16 その他（                            ） 

17 特にない 
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問 21 住民と行政が協力して地域の課題解決やまちづくりを行う「住民参画・協働のまちづ

くり」を進めるため、今後、行政ではどのような取組が必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１ 行政情報の提供・公開の充実 

２ 自治会組織の強化、活動への支援 

３ まちづくりのリーダーの育成 

４ 新たなまちづくりの担い手（ＮＰＯ等）の育成・支援 

５ まちづくりに関する学習機会の提供 

６ 審議会や委員会などへの公募委員、パブリックコメントの充実 

７ ボランティア活動を活性化するための仕組みづくり 

８ 多くの住民の意見や要望を聞くための広聴活動の充実 

９ その他（                                                      ） 

10 特にない 

11 わからない 

 
 

問 22 あなたは、今後のまちづくりにおいて、住民と行政の関係はどうあるべきだと思い 

ますか。（○は１つ） 

１ 行政の支援を受けながら、住民主導でまちづくりを進める 

２ 住民と行政が協力しながら、一体となってまちづくりを進める 

３ 住民が協力しながら、行政主導でまちづくりを進める 

４ 行政が積極的に進めて、住民は特に関与しない 

５ その他（                                                   ） 

６ わからない 

 
 

問 23 あなたは、宇多津町の行政運営について、今後、どのようなことに取り組むべきだと

思いますか。（○は３つまで） 

１ 庁内組織のスリム化 ８ 職員の能力や資質の向上 

２ 窓口対応のサービス向上 ９ 民間で実績を持つ人の登用・活用 

３ 行政窓口のデジタル化 10 民間委託の推進 

４ 電子申請など行政手続きのオンライン化 11 行政運営への住民の参加促進 

５ 公共事業の見直し 12  そ の 他

（           ） 

６ 行政情報の積極的な公開 13 特にない 

７ 公共施設の効率的な活用  14 わからない 
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問 24 あなたは、宇多津町の行政に関する情報を主にどこから入手していますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

１ 広報うたづ  ６ 防災行政無線 

２ 宇多津町のホームページ ７ 役場での掲示やパンフレット 

３ 宇多津町のフェイスブック※１ ８ 家族や知人・近所の人 

４ 宇多津町のライン ※１ ９ その他（                      ） 

５ ケーブルテレビ  

 

 

 

 

問 25 あなたは、自動車やバイクの運転免許を持っていますか。（○は１つ） 

１ 運転免許を持っており、ふだん運転している 

２ 運転免許を持っているが、ふだんはほとんど運転しない 

３ 運転免許を持っていないが、送迎を頼める人がいるなど、特に支障はない 

４ 運転免許を持っておらず、送迎を頼める人もいないなど、支障がある 

 
 

問 26 宇多津町では、令和２（2020）年 10 月に「宇多津町コミュニティバス（みんなのお

でかけバス）※２」の試行運行を始めました。あなたは、ふだん宇多津町コミュニティバス

をどの程度利用していますか。（○は１つ） 

１ ほぼ毎日利用している ５ それ以下 

２ 週に２～３回程度利用している ６ 必要なときだけ利用している 

３ 週に１回程度利用している ７ 利用していない 

４ 月に１～２回程度利用している 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

※２ 用語「宇多津町コミュニティバス（みんなのおでかけバス）」 
 

宇多津町コミュニティバス（みんなのおでかけバス）は、宇多津町民の声から生まれ

たコミュニティバスで、お子さんからお年寄りまで、みんなの暮らしに寄り添ったバ

ス停や巡回ルート、時刻表で、毎日の暮らしに必要なお買い物施設や病院、公共施設

を中心に宇多津町全域を巡回しています。 

この運行は、令和５（2023）年度までの３年間、試行運行とするもので、運行ルー

トや料金など改善点の検討や乗降ニーズ、利用実績等から経済性、有効性などを含め

た検証を行います。 

※１ 用語「フェイスブック」「ライン」 
 
登録利用者同士が交流できるＷｅｂサイト上のサービスのこと。 

それはどのようなときですか。 
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問 27 今後、あなたは「宇多津町コミュニティバス（みんなのおでかけバス）」を利用した

いですか。（○は１つ） 

 

１ ぜひ利用したい 

２ 必要なときに利用したい 

３ 利用しない 

４ わからない 

 
 

問 28 あなたにとって、宇多津町の「自慢できるもの」は何ですか。ほかの人におすすめし

たい、とっておきの場所や施設、イベントや祭り、産業、文化、食べ物、方言・・・など、

どのようなジャンルでも構いませんので、自由にご記入ください。その理由も併せてお答

えください。 
 
宇多津町で自慢できるものとその理由 

 

問 29 あなたが、将来に向けて宇多津町の行政に望むことやまちづくりに関するご意見、ご

提案などがあれば、自由にご記入ください。 
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ご協力ありがとうございました。 

 

ご記入いただいた調査票は、三つ折りにして 
 

９月９日（金）までに、 
 

同封の返信用封筒に入れて、 
 

切手を貼らずに、無記名で投函してください。 
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